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「俺がいなくたって平気だろ、茉まつ莉りは」

　苦々しい顔をして、ふたつ年上の恋人は言った。

　ああ、また振られる。

　茉莉はサングラスごしにぼんやりと彼を見つめた。

　ここは繁華街の雑踏で、時間は夜の八時だ。サングラスをかけるような時間帯ではない。でも、すれ違う人々から自分の顔を隠すために必要だった。

「おまえのような女の隣にいるの、男にとってはつらいんだよ」

　その言葉が、どれだけこちらの胸をえぐっているかなんて、彼は知るよしもないだろう。

　けれど茉莉は、艶やかな唇に笑みを浮かべてみせる。

「どうして？　わたし、なにか悪いことをした？」

「そういうわけじゃないけど。でも俺はやっぱり、おまえとは無理だよ」

「そう」

　痛みを押し殺して、茉莉は精いっぱい明るくふるまった。

（大丈夫。こんなの慣れてるから）

「わかったわ。いままでありがとう」

「うん。じゃあな」

　あっさりとした別れだった。

　もう二度と会うこともないだろうし、連絡を取るつもりもない。

　彼と知り合ったのは仕事関係のパーティーで、付き合い始めたのはたった三か月前のことだ。茉莉は、彼のことが本気で好きだった。

　けれどいまは、ただ虚しいだけだ。

　彼はスーツの背を向けた。今年の誕生日に、茉莉がプレゼントしたオーダー品だ。あのとき彼は、とても喜んでくれていたのに。

　彼は一度もふり向かない。十メートルほど行ったとき、人混みのなかから白いワンピースの女性が出てきて、彼に寄り添った。小柄で頼りなくも、可愛らしい後ろ姿だった。

　セミロングの黒髪を、彼の手が愛しげに撫でる。

　そこまでを目にして、茉莉は踵を返した。奥歯を噛み締めて、パンプスのヒールを鳴らしながらこの場を離れる。

（泣かないわ、絶対）

　泣けば泣くほど、惨めになるだけだ。

　歩くたび、高い位置でまとめた艶のあるロングヘアが揺れる。

　飾り気のない黒のパンツスーツは、夜の繁華街では目立たないはずだ。けれど均整の取れた抜群のスタイルと、サングラスでも隠しきれない華のある顔立ちが、人々の目を奪った。約一七〇センチの長身も、注目を集めてしまう要因だ。

　すれ違う視線が、いつものように次々と茉莉を追う。彼らの会話が耳をかすめた。

「あれ茉莉じゃない？　ほら、モデルの」

「すっごいキレイ！　脚長すぎ」

「茉莉のブランドの限定アイシャドウ、転売されまくってフリマサイトでスゴい値段になってるらしいよ」

「美人だけどさ、いい噂聞かないよね。とくに男関係。相当なビッチらしいじゃん」

　聞こえないふりをして、茉莉はまっすぐ前を向いて歩き続けた。

　たったいま別れた恋人も、これからは裏で茉莉のことを悪く言うようになるのだろう。けれど茉莉はなにも言わないから、こちらの悪い噂ばかりが広まることになる。

　それでいいと思う。自分には似合いだとさえ思う。

（べつに平気だもの）

　慣れているのだから。
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　七なな原はら茉莉、二十九歳。押しも押されもせぬ人気ナンバーワンのファッションモデルである。

　誌面デビューは高校一年生のときで、街でスカウトされたことがきっかけだった。

　芸能界に興味があった茉莉はそのまま事務所に所属し、ハイティーン向けのファッション雑誌で専属モデル契約を交わした。

　雑誌に載るや否や、高校生離れした美貌とスタイルで同年代の少女たちから人気を博し、その三か月後に表紙を飾る。その号は異例の売り上げを記録し、ＳＮＳではトレンド一位を獲得。

　茉莉がコラボした化粧品やアクセサリーなどの商品が飛ぶように売れるに至り、社会現象としてワイドショーにも存在を取り上げられることとなった。

　ＣＭにも引っ張りだこになり、茉莉の名は女性の枠を超えて、老若男女に知れ渡ることとなる。

　カリスマモデルとして名を馳せたのち、二十五になった年に茉莉はレディースブランドを立ち上げ、起業。自らを広告塔にしたり、ラグジュアリー層に的を絞ったりといった数々の戦略が見事に当たった。

　いまや新進気鋭の女社長として、ビジネストレンドの最先端にいる存在だ。

　そんな茉莉はこれまで、それなりに恋愛を楽しんできた。けれど恋の終わりに振られるのは、いつも茉莉のほうだ。

　理由は主にふたつある。

　ひとつは『茉莉は俺がいなくても平気だろ』で、もうひとつは『茉莉のような女性の隣にいるのがつらくなった』である。

　そして昨夜別れたばかりの恋人が──いや、元恋人が口にした理由は、これらのミックス型であった。

「だいたいね、情けない男ばかりなのよ」

　七月七日土曜日、午前十時。

　早い時間帯だからか、会員制のバーには自分と妹の春はる歌かしか客が入っていない。ここは繁華街のビルの地下なので、この時間でも静かだ。

　カウンター席の奥まったところに並んで座った茉莉たちは、早速飲み物を注文する。ほどなく運ばれてきたウイスキーの水割りを飲みながら、茉莉は愚痴をこぼしていた。

「わたしよりも年上なのに、子どもみたいに甘えてきたりとか」

「うんうん」

　春歌はグラスを傾けつつ相槌をうっている。こちらはノンアルコールのカクテルだ。

「仕事ばっかりしてかまってくれないって拗ねるし。こっちだって忙しいんだから仕方ないじゃない？　それにあの人、もともと私のことがそんなに好きじゃなかったのよ。外見と肩書きに惹かれただけ。付き合う前から知ってたけど。……あーあ」

　茉莉はグラスをひと息にあおった。

　たしかこれで四杯目だ。入店して一時間も経っていないうちからこのペースである。

　けれど今日は憂さ晴らしに来たのだ。飲まないとやっていられない。顔見知りのマスターもそれをわかってくれているのか、頼む前に五杯目を用意してくれた。

　ひと口飲む。さっきより度数が控えめだ。茉莉は、スマートな体型をした壮年のマスターを軽くにらんだ。

「マスター、お心遣いはありがたいんだけど」

「申し訳ございませんでした。では六杯目はいつもの度数にお戻します」

　涼しげな笑みだ。茉莉は肩をすくめ、ルーズに巻いたつややかなロングヘアをかき上げた。その拍子に、パールのドロップピアスが耳元で揺れる。

　今日の服装はネイビーのノースリーブシャツに、白のワイドパンツだ。足元はゴツめのスポーツサンダルを合わせている。

　着ていて楽なものばかりだが、どれも上品なラインと質のよい素材で仕立てられているため、キレイめに見えるのが特徴だ。ちなみにすべて、茉莉が社長を務めるレディースブランド・フラウリーの製品である。

　度数低めのグラスを傾けつつ、茉莉は隣に座る妹──春歌に視線を移した。

　心優しい双子の妹は、やわらかくほほ笑む。

「急いで飲むことないよ。まだ早い時間帯だし、ゆっくり飲もう？」

　妹──春歌は、長く伸びたサラサラの髪をひとつに束ねており、メイクはごく控えめだ。度なしの黒縁めがねをかけ、服装は無地のカットソーにコットン素材のロングスカート、足元はぺたんこサンダルである。

　一見して地味な印象のある春歌は、茉莉と一卵性双生児の間柄だ。顔立ちもスタイルもそっくりだが、茉莉と正反対の装いをしているため、茉莉に似ているとは言われないらしい。

　春歌は、あえて外見を強調せずに生きている。仕事は在宅のイラストレーターで、人との交流はほとんどない。本人曰く、人付き合いがあまり得意でないとのことだ。

「でもね、春歌」

　茉莉はふてくされて、カウンターの上で頬杖をつく。

「わたし、男運なさすぎじゃない？　どうしてああいう男ばっかり寄ってくるのかな。男を見る目がないのかしら」

「うーん、それは……」

　春歌は苦笑いを浮かべた。

「男のほうが引け目を感じてしまうんじゃないかな。茉莉ほど素敵な女性はなかなかいないもの。モデル兼社長で、どちらも成功していて、その上家事もできるし。それなのに驕ったところがなくて優しいし」

「優しいかどうかは、意見がわかれるところだけど」

　茉莉はふたたびウイスキーを口に運んだ。空になったグラスを置く。

「でもやっぱりわたし、男を見る目はないと思う。春歌がうらやましいな。すごく愛してくれる恋人がいるんだもの」

「そんなこと──」

　否定しようとする妹に、茉莉は首を横に振った。

「謙遜しなくていいよ。事実じゃない」

　春歌の恋人は、不動産業を営んでいる気鋭の若手社長だ。彼は先月春歌と出会い、ひと目惚れをして、押しの一手であっというまに彼女を手に入れた。

「わたしには無理だもの。可愛げがないのよ、きっと」

「茉莉……」

「別れ際にまた言われたわ。『茉莉は俺がいなくても平気だろ』って。なにそれ、どういう意味？　って感じよ。どうやらもう新しい女がいたっぽいし」

　春歌は眉を寄せる。

「ひどいね」

「でしょ？　男を見る目、どこかに落ちてないかなぁ」

「そうじゃなくて、その男の人が悪いと思う」

　茉莉は黙り込んだ。ため息をつく。

「まあ、たしかにそうかもしれないけど」

「そうだよ」

　春歌は真剣に言う。

「茉莉はもっと、相手に怒っていいんだよ」

「ありがとう」

　茉莉はくすりと笑った。

「でもね、ああいう男と付き合ったの、これが初めてじゃないんだ。それに、わたしみたいな女は愛されないのが世の常だから。仕方ないかなって」

「そんなことないよ」

「大丈夫、わたしは平気よ。慣れてるから」

　茉莉は強がりを言う。春歌は首を振った。

「茉莉は平気でも、わたしは嫌」

「え？」

「茉莉がそんなふうに扱われるの、わたしは許せない」

　まっすぐな表情で春歌は告げる。

「わたしは茉莉のこと、大好きだもの。わたしにとって、茉莉は憧れの存在なの」

　茉莉は胸を打たれた。じわじわと、嬉しい気持ちが沁みてくる。

「ありがとう。でも春歌は、わたしみたいな女に憧れちゃだめだよ」

「またそういう言い方して──、あ」

　言葉を途中で飲み込んだ妹に、茉莉は首を傾げた。けれどすぐに、春歌のスマホが振動したことに気づく。

　画面に目をやった春歌の頬に、ふと赤みがさした。

「カレから？」

　春歌はこくんとうなずく。茉莉はにやりとした。

「見せて」

「だ、だめよ」

「いいでしょ、減るものじゃないし」

「だめ」

「今日土曜日だもんね。デートのお誘い？　いまから行ってもいいんだよ？」

「違うよ。いいから、もうこの話はおしまい」

　恥ずかしいのか、春歌はスマホをすぐにしまう。

　その様子に茉莉の顔がほころんだ。

「やだもう、可愛いなぁ。こんなに純粋で優しくて素敵な子、なかなかいないよ」

　すると、春歌に真っ向から反論される。

「茉莉のほうが何倍も優しくて素敵だよ」

「はいはい」

「本当なのに」

「わかったから。それよりほら、なにか追加で注文する？　この前食べたエビとアボカドのマリネ、美味しかったよね」

　茉莉は話をそらす。

　それからしばらくは、ふたりで他愛のない話をしながら過ごした。




　一時間ほど経った頃だろうか。そろそろ席を立とうかと考えていたら、入口のほうから騒々しい物音が聞こえてきた。

　見れば、若い男が三人、ウェイターが開けた扉から入ってくる。

　いかにも遊び人といった風貌の男たちだ。年齢は二十代前半くらいか。チャラついた格好をしており、派手な色の髪をしている。

　男たちは店内をぐるりと見回すと、カウンターで飲んでいる茉莉たちを見つけ、こちらに向かってきた。

「おい、あんたら」

　ひとりが無遠慮に声をかけてくる。

「ここ、俺たちがいつも使ってる席なんだけど。どいてくれる？」

　春歌は怯えるように身を引いたが、茉莉は男たちをにらみあげた。

「なに、あなたたち」

「なにって、見てわからないのかよ？」

「ここは会員制の店よ。一般客はお断りしているの」

「俺たちはこういう店に入れるようには見えねえって？」

　男はバカにするように笑う。

「あいにく会員サマなんだよ。顔パスのな」

「お客さま」

　静かな声でマスターが男たちに言った。

「本日はご来店ありがとうございます。しかしながら、みなさまがご入店の際には、綾あや瀬せさまといらっしゃることが条件のはずでしたが」

（綾瀬さま？）

　誰のことだろう。それにしても、とたんに治安が悪くなった。この店は、このような男たちが出入りするようなところではなかったはずなのに……。

「あー、そういやそういう条件だったな」

　男は頭をかいた。入り口を振り返る。

「カイさん、早く来てくださいよ。俺ら追い出されちまう」

「──失礼いたします」

　凛とした声と共に、ひとりの青年が現れた。

「マスター、ご無沙汰しております」

「綾瀬さま」

　マスターは折目正しく頭を下げる。

「ようこそいらっしゃいました。ボックス席でいかがでしょうか？」

「かまいません」

　彼は口元でほほ笑んだ。けれど目は笑っていない。おだやかな声をしているが、鋭い雰囲気が見え隠れしている。

（距離をとったほうがいい類の男ね）

　ガラの悪い男たちのボスなのだろう。それを差し引いても、ナイフのような鋭利な空気を纏った男だ。

　顔立ちは怖いくらいに整っていて、芸能界で美形を見慣れている茉莉でも、慄くほどのものがあった。

　切れ長の目に通った鼻すじ、形のいい唇。サラサラの髪は深みのある黒で、同じく黒のスーツに身を包んでいる。一見して生地は上質で、たくましい長身にほどよくフィットしているため、オーダーものだろう。

　彼と目があった。瞬間、その双眸が憎々しげに眇められる。茉莉はぞくりとした。

（なに？　いま、にらまれた？）

　しかし彼はすぐに穏やかな微笑に戻り、軽く会釈した。そのままボックス席へ向かう。

　春歌が小声で言った。

「びっくりしたね。でもあの人、すごく綺麗」

「え？」

「芸能人みたい。茉莉みたいに、オーラがあるよ」

「ああ……うん、そうかもね」

　たしかに、目を引く容姿だった。けれど近寄ってはいけない人間であることは間違いないだろう。もしかしたら春歌は、彼が一瞬だけこちらをにらんだことに気づかなかったのかもしれない。

（わたしのカンは当たるのよね）

　そろそろ帰る頃合いだ。春歌にそう告げようとしたとき、粗野な声が飛んできた。

「すっげえ美人だと思ったら、あんた茉莉じゃねえか。モデルの茉莉だろ？」

　先ほどの、ガラの悪い男たちだ。ほかのふたりと一緒になって絡んでくる。

「へーえ、テレビで見るよりイケてんじゃん」

「俺らの席で一緒に飲もうぜ」

「ちょっと、やめてよ」

　腕を引っ張られそうになった茉莉は、反射的に振り払った。その拍子に、小ぶりのバッグが落ちてしまう。男たちはそれを拾ってなかを確認した。

「お、財布発見。免許証だぜ。茉莉の個人情報ゲット」

「こっちには携帯も入ってるぞ」

「あなたたちいい加減にして。マスター、いったいどうなってるの？」

　怒りに任せて茉莉がカウンターを振り返ったときだ。

「そのカバンを返してください」

　春歌の声だった。

　茉莉が驚いて目をやると、春歌は男たちの前に進み出て手を伸ばした。

「なんだぁ？　この女」

「返してと言っています」

「おいおい、上等な口聞くじゃねえか。謝れよ」

　春歌は怯んだようだったが、再度口を開いた。

「ごめんなさい。ですからそれは返してくださ──」

「ふざけんじゃねえ！」

　男は怒鳴りつけて、春歌の肩を乱暴につかんだ。

「痛ッ……！」

「春歌！」

　茉莉は駆け寄ろうとした。しかしもうひとりに進路を阻まれてしまう。

　男は春歌に言った。

「俺に命令するなよ」

「命令なんて、していません。ただ返してほしいと言っているのです」

「生意気だな、このアマ」

　男が拳を振り上げた。春歌の顔が恐怖で引きつる。身じろぎした拍子に、黒縁めがねが外れて床に落ちた。

　男の動きがとまる。

「なんだよ。おまえもすげえ美人じゃねえか」

　舐めるような視線が春歌の顔を行き来した。

「ていうか、茉莉に似てねえ？」

「よくわかんねえけど、とにかくイイ女ってことだろ」

　茉莉は嫌悪感で、鳥肌がたった。

「なあ、やっぱ一緒に飲もうぜ。そのあとふたりまとめて、イイことしてやるからさ」

（なんでこんな男どもに、春歌を……！）

　腹立たしさに唇を噛む。春歌を助けたいが、ひとりがじゃまをしているせいでできない。

　男どものボスは、ボックス席で涼しげにグラスを傾けている。彼を怒鳴ってやろうとしたとき、マスターから緊迫した声が上がった。

「綾瀬さま。約束をお忘れでしょうか」

　場が静まり返った。男たちも、綾瀬なる男に注目する。

　彼は長い脚を悠々と組んで、グラスを片手にスマホを見ていた。マスターの声にちらりと目を上げたが、すぐにディスプレイに目を戻す。

　冷たい無表情だった。茉莉の背すじに悪寒が走る。

（やっぱりあの男、普通じゃない。なんだってあんな男がこの店に来るのよ）

　助けを求めて、マスターを見る。マスターはカウンターを出て、男を説得にかかった。

「綾瀬さま。お連れのお客さま方をお収めください」

　しかし綾瀬はマスターを見ることもしない。

「このままでは警察を呼ぶしかなくなります」

　厳しい声音だ。しかし綾瀬は無反応だった。

　綾瀬の様子を受け、粗野な男たちは勢いをぶり返す。

「警察なんかにビビるわけねえだろ！」

「そうだ。カイさんは裏社会のお偉いさんとも知り合いなんだぜ」

「てゆーかさ、マジでこいつら可愛くね？」

「だな。たまんねえよ」

　獣のような彼らの目つきに、春歌は怯えきっている様子だ。

「そんな顔すんなって」

「優しくしてやるからさ。こっち来いよ」

「……ふざけんじゃないわよ」

　茉莉は喉の奥から声を絞り出した。

「あんたらみたいなゲスに、春歌をいいようにさせるもんか」

「なんだぁ？　その態度は」

「どうせなら先におまえを可愛がったっていいんだぜ？」

「あんたたちに話すことはないわ」

　茉莉はボックス席を、怒りをこめて振り返る。

「ちょっと、ねえ。お山の大将は高みの見物ってわけ？」

「なんだ、その言い方は！」

「調子に乗ってんじゃねえぞ！」

　男たちがいきり立った。しかし肝心の綾瀬は無視を決め込んでいる。

「なんとか言いなさいよ。この卑怯者」

「ああ?!」

「カイさんに向かってなんつった、このアマ！」

　綾瀬ではなく、その子分たちが激昂する。けれど茉莉には効かなかった。

「あなたたちこそ、誰に口を利いてるのかわかってるの？」

「てめえ！」

「ご存じのとおり、わたしは茉莉よ」

　口元に笑みをたたえる。

「モデル界のトップであり、ファッションビジネス界のトレンドでもある。それがこのわたしなの。その人脈がどれほど広くて太いか、想像できるかしら？」

　男たちが怯んだ。

「そのわたしが、あなたたちごときに怖気づくと思う？」

「そ、それは──」

「わかったら消えなさい。いますぐ」

　彼らは気圧される。茉莉は凄んだ。

「あなたたちみたいな男が、その子に触らないで」

　場が緊迫する。しかし彼らは、ギリギリで引かなかった。

「ふざけんじゃねえぞ、このアマ」

「誰が逃げっかよ。　──カイさん！」

　ボックス席のボスに助けを求める。

「カイさん、この生意気な女を黙らせてください！」

「無駄よ。その男は動かないわ」

　茉莉は嘲笑した。

「くだらない男だからよ」

「はあ?!」

「だってそうでしょう？　目の前のことに興味がなさそうなんだもの」

「な、なに言ってやがる！」

「あなたたち、あの男にどうでもいいと思われているのよ」

　男たちの顔に怒りが浮かぶ。茉莉は嘲笑したまま、綾瀬に目を向けた。

「目の前のことをどうでもいいと思う人は、くだらないわ」

　そのとき初めて、綾瀬の目が茉莉に向いた。

　彼の双眼に宿るのは、底冷えするような凍てつきだ。

（なんだって、こんな男がいるの？）

　茉莉は息を呑んだ。だがすぐに気を取り直す。

（でも負けられない。春歌を守らなきゃ）

「いいことを教えてあげる」

　綾瀬の目をまっすぐに見ながら、茉莉は言った。

「あなたも周りから、どうでもいいと思われているわよ」

「……先ほどから、たしかにくだらない話ばかりですね」

　綾瀬の声は、穏やかでもあり冷たくもあった。茉莉は気丈を装い、両腕を組む。

「そうね。どうでもいいことね」

「だが、おもしろい」

　彼の声に愉悦が混じる。その瞬間、茉莉は総毛だった。彼が持つ果てのない闇を感じ取り、体が危険信号を送ってくる。

　けれど茉莉は、ぐっとこらえた。

「……あなた、おかしいわ」

「それは褒め言葉ですか」

「なに言ってるの。違うわよ」

　茉莉はイラついた声を出す。

　しかし彼は気にせず、グラスを置いた。立ち上がり、こちらに近づいてくる。

　茉莉は身構えた。なぜか両脚が震え出す。

（子分たちには、こんなふうにならなかったのに）

　この男はおかしい。なにをするかわからない。春歌を連れて、なんとしてでも逃げなければ。

「いいから早く、子分たちを抑えてもらえるかしら？」

　茉莉の問いかけを無視し、綾瀬は唐突に、春歌の腕をつかんだ。春歌は驚いて身をすくませた。

「や──」

「その子に触らないで！」

　茉莉は叫んだが彼は意に介さない。春歌を自分のそばに引き寄せる。春歌は抵抗したが、敵わなかった。

「やめてって言ってるでしょ！」

　茉莉はカウンターにあるグラスをつかみ、綾瀬に投げつけた。しかしあっさりと手で払われ、床に落ちて割れる。

「なにやってんだよ、この女！」

「ふざけんじゃねえ！」

　子分たちが怒鳴りつけてくる。けれど茉莉は引かなかった。

「好きに暴れたらいいわ。でも春歌に手は出させない。もし少しでも傷つけたら」

　大きめの破片を、床から拾う。持ち手をハンカチで巻き、切っ先を綾瀬に向けた。

「わたしも容赦しないわ」

「上等じゃねえか！」

「後悔すんなよ」

　男どもが吠える。茉莉は動じない。グラスの破片を握り、震える脚でぐっと立った。

（こいつらを相手にしたって無駄だわ）

　恐怖をこらえて、綾瀬を正面から見据える。

「春歌を放しなさい。でないと」

「でないと？」

　綾瀬がからかう口調で聞く。

「こうするわ」

　茉莉は駆け出した。手にしたガラス片を、綾瀬の顔めがけて振り下ろす。

　しかし綾瀬は避けなかった。代わりに春歌が短く悲鳴を上げる。

　彼はガラスを左手で受けとめた。冷淡な表情のまま、ゆっくりと握り込む。

　ハンカチの側を持ったまま、茉莉は青ざめた。

「なに……やってるのよ」

「見てわからないですか？」

「どうして避けないの?!」

　彼は無造作に手を払った。ガラス片が床に落ちる。そこには血がべったりとついていた。

「ちょっと、ねえ、怪我を……！」

　血の滴る指で、綾瀬は茉莉のあごをとらえた。茉莉は息を呑む。

「あなたの名は、茉莉でしたか」

　怜悧な目に至近距離から見つめられる。茉莉は動けなくなった。

「綺麗な名前だ」

「な、なにを」

　綾瀬は口角を上げる。

「春歌さんは放しましたよ。ほかになにをお望みですか？」

　ハッとして、茉莉は視線を春歌に向けた。彼女はカウンターを背に立ちすくんでいる。

　見たところ、怪我はないようだ。ひとまず安堵して、茉莉は綾瀬に視線を戻した。

「この手を放して」

　綾瀬をにらみ上げる。

　しかし彼は笑んだまま、まったく別の行動をした。茉莉の唇に、自身のそれを重ねたのだ。

　茉莉は目を見開いた。視界いっぱいに、秀麗な顔が映る。

　長いまつげと切れ長の目は、閉じられていた。茉莉の呼吸を奪うように、彼の舌が侵入してくる。

　茉莉は混乱して、体を強張らせた。

「んっ……」

　舌を強引に絡められる。ゾクゾクする感覚と共に、甘い香りがした。カクテルだろうか。その味が、さらに茉莉の思考をかき乱す。

（なに、これ。キスされてる？　わたし）

　なぜ？　なんのために？　頭のなかで疑問符が飛び交う。

　だが答えは出ない。されるがままだった。

　ようやく彼が離れたとき、茉莉は茫然としていた。その顔を満足そうに眺め、綾瀬は微笑する。

「可愛い反応をしますね」

「な──、なにするのよ！」

　我に返った茉莉は、彼を突き飛ばした。

「あなた、自分がなにをしたかわかってるの?!」

「ええ、もちろん」

　綾瀬は平然と答えた。

「あなたこそ、自分のした行為をわかっているのですか？」

　血の滴る左手を茉莉に見せる。茉莉は唇を噛んだ。

「……正当防衛だわ。あなたが春歌に、なにかしようとしたから」

「それはあなたの勘違いです。──ああマスター、警察は呼ばないほうがいい。トップモデルの茉莉を、傷害容疑で逮捕されたくなければね」

　マスターはスマホの操作を中断した。顔が青白くなっている。

　綾瀬はふたたび茉莉を見た。

「俺は春歌さんを助けようとしたんですよ」

「嘘つかないで！」

　茉莉はカッとなった。綾瀬は手下たちを悠々と見回す。

「おまえたち。こちらの女性ふたりには手を出すな」

「は、はい。カイさん」

「わかりました」

　男たちは恐縮して一歩下がった。茉莉と目も合わせなくなる。

「それで、ほかにしてほしいことは？」

　茉莉は手を握り込んだ。

「もういいわ」

「本当に？」

「あなた、いったいなにがしたかったの？」

　茉莉は最後に尋ねた。

「入店したとき、一瞬こっちをにらんだでしょう？　あなた、わたしに……というか、女に恨みでもあるの？」

　綾瀬はわずかに目を見張る。春歌がよろけながらこちらに来て、茉莉の腕を引いた。

「もう帰ろう、茉莉」

「待って、春歌。このままじゃ収まらない。だってあいつ、わたしにキスまでしたのよ」

「たしかに今日は、イラ立っていました」

　笑みの含んだ声で、綾瀬が言う。

「ここ数年で、最も腹の立つことがあったんです。忌々しいくらいにね」

　茉莉はぞくりとした。彼の目つきに、凄みがあったからだ。

「……だから、わたしたちに八つ当たりしたってこと？」

「そういうことです。すみません」

「なによそれ！」

「俺は、遊び人の女が嫌いなんです」

　茉莉は息を呑んだ。綾瀬は笑みを浮かべる。

「そういう女には虫唾が走る。だからどうでもいいと思って、こいつらをとめませんでした」

「そんなのお子サマの八つ当たりだわ」

　怒りを込めて、茉莉は綾瀬をにらみつけた。

「ゴシップネタを鵜呑みにして、やっぱり高みの見物じゃない」

「そうですね、反省しています」

「尻軽女だからキスしてもいいって思ったってこと？　最低」

　悔しさでいっぱいになる。春歌が心配そうに背中を撫でてくれた。

　押し殺した声が、喉から出る。

「わたしはそんなに安くないわ」

「まさか。俺は尻軽にキスはしません」

「ならどうして──」

「あなたに興味が湧いたからですよ」

　整った面差しに、愉悦が乗る。

「好みの女が目の前にいたら、キスのひとつもしたいでしょう」

「はあ……?!」

　茉莉は唖然とした。綾瀬は目を細める。

「あなたなら俺を楽しませてくれそうだ」

「ふざけないで」

「先ほどからあなたは、俺を誤解しているようですね」

　綾瀬はカウンターチェアに腰かけた。悠然と長い脚を組む。

「茉莉さん。俺を雇いませんか？」

　今度こそ、茉莉は言葉を失った。

「七原茉莉、二十九歳。日本をはじめ、アジアを中心に活動するトップモデルであり、自身が広告塔を務めるレディースブランド・フラウリーの社長でもある」

　スラスラと、綾瀬は茉莉のプロフィールを並べる。茉莉は意表をつかれた。

（なんで、公表してない苗字まで知っているのよ）

「その会社で、俺を雇ってください」

「お断りよ」

　即答する。

「あなたみたいな危ない男、信用できるはずないでしょ」

「俺は安全な男ですよ」

「どの口が言ってるの」

　茉莉は吐き捨てた。

「俺は使えますよ。あなたのお役に立てます」

「虎を飼う気はないわ。いつ噛み殺されてもおかしくないもの」

「飼い慣らせば、この上ない味方になりますよ。でも飼う気が起きないのなら……そうだな」

　綾瀬は視線を走らせた。春歌のところでとまる。

「あなたは七原春歌さんですね。双子の姉である茉莉さんと一緒に、都内のタワーマンションでふたり暮らしをしていらっしゃる。お仕事はフリーのイラストレーターだ」

「え？」

　春歌が動揺した。茉莉は焦る。

「ちょっと待って。どうして知っているの？　春歌の情報は完全に伏せているのに」

　茉莉の苗字は、調べようと思えば入手できる情報だ。会社経営者として、本名を登記しているからである。

　でも茉莉の妹だと紐づけて、春歌の職業や住居まで知られているのは、異常事態だ。

「春歌さんは先月恋人ができたばかりだそうですね。お幸せそうでなによりだ。たしかお相手は──不動産業を営む若手実業家でしたか」

　茉莉は蒼白になった。この男、どこまで把握しているのか。

　綾瀬カイは、薄く笑む。

「春歌さんのお幸せを心から祝福したいところですが。彼は少し危ういな」

「危ういって……、どういうことですか？」

　震える声で春歌が聞く。

「ビジネスにおいて、危険な橋を渡る傾向にあるようです。一か八かのやり方を好むせいで、一度大きな失敗を経験している。寸でのところで持ち直したようですが……、この先同じことがあれば、どうなるか」

　綾瀬は鼻で笑った。

「最悪のタイミングで、同業他社にうしろから刺されることもあります。もちろんこれは比喩ですが、ビジネス界における死に追い込まれる可能性は拭えません。そういう仕掛けを、足のつかない人間に依頼する企業もありますから。くれぐれも、お気をつけて」

「それをあなたがするということですか……?!」

　春歌は声を荒らげた。茉莉はハッとする。

「春歌、落ち着いて」

「彼に手を出さないでください。絶対にやめて」

「あなたに頼まれる筋合いはありませんね」

　綾瀬は肩をすくめた。

「俺にとってあなたはどうでもいい。ただ、あなたは彼をとても大切に思っているようだ」

「あたりまえです……！」

「そして、春歌さんを大切に思っているのは、茉莉さんです」

　綾瀬の目が茉莉に向く。茉莉は奥歯を噛み締めた。

「俺は使える駒です。きっと役に立ってみせますよ」

「やっぱりあなたは卑怯よ」

　綾瀬はほほ笑むだけだ。茉莉は手を握り込んだ。

「……試用期間を設けるわ」

　声を絞り出す。

「一か月間、わたしのそばで働いてちょうだい。そこでなにも成果を出せなかったら、二度とわたしの前に姿を見せないで」

「いいでしょう」

　綾瀬はうなずいた。春歌が動揺する。

「茉莉、でも……！」

「いいの、春歌。ここはわたしに任せて」

　春歌に笑いかけたのち、茉莉は綾瀬に目を移す。

「期限は一か月後の今日。勤務時間は午前九時から午後六時まで。そのあいだ、わたしの指示に従ってもらうわ」

「承知しました」

「それと、うちの従業員を危険にさらしたら、許さないから」

「ご安心を。俺はあなたが気に入ったんです」

　綾瀬は目を細め、茉莉を見つめる。

「あなたを満足させてみせる」

　茉莉は息を呑んだ。

「では明日から出社しますね。会社の場所はわかっているので、大丈夫ですよ」

　綾瀬は席を立った。マスターに会釈して店を出る。子分の三人が、慌てて彼を追った。

　店内が静かになる。春歌は不安げにこちらを見た。

「茉莉……」

「平気よ、春歌」

　茉莉は苦笑した。

「わたしは大丈夫だから」

「茉莉さま、本日は誠に申し訳なく──」

　顔面蒼白のマスターが、駆け寄ってくる。彼のうしろでは、三人のスタッフたちがひどくうろたえていた。

　茉莉はため息をつく。

「今日のことはなかったことにします。このバーにはいつもよくしてもらっていたもの。でも、もう来ないわ」

　マスターはうなだれるように、深々と頭を下げた。スタッフもそれに倣う。

「最後にひとつだけ教えて。綾瀬カイって何者なの？」

「……フリーで企業のコンサルタントをしているとお聞きしております」

　悄然としながら、マスターは答えた。

「それと……行き場のない若者たちの面倒を綾瀬さまが見るようになってから、乱暴者が減りました。だからわたしのように、このあたりで店を構える者たちは皆、綾瀬さまに感謝しているのです。だから今日のようなことは、想定外でして……」

　つまり綾瀬カイは、このあたりの乱暴者たちのリーダーというところか。そして想定外のときに、自分たちは運悪く居合わせてしまった──。

　茉莉はため息をつき、春歌を促しつつ店をあとにした。
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　春歌と暮らすマンションに帰ると、茉莉は真っ先にバスルームへ向かった。熱いシャワーを頭から浴びる。

（なんだったのよ、あれは）

　全身の汗を流しながら、茉莉は悪態をついた。

　あんな屈辱は初めてだ。あの男の子分たちにいいようにされたのも、あの男にキスされたのも。

　唇をこすって、何度も洗った。それでも悔しくて、気が狂いそうになる。

（あいつは危険だわ）

　彼には自分のことだけでなく、春歌の情報も握られている。

　これ以上関わるべきではない。でも関わるしかない。春歌を人質に取られたようなものだからだ。

（俺を雇えって、なんなのよ）

　長い髪をシャンプーでガシガシと洗う。職業柄髪を雑に扱うのはまずいのだが、イライラしてそうせずにはいられない。

（要するに、試用期間の一か月以内に、あいつをクビにすればいいんでしょ）

　ファッションブランドの仕事は甘くない。その上で、最も難しい仕事を彼にあてがってやる。

　風呂から出ると、春歌が心配そうに駆け寄ってきた。

「茉莉、あの綾瀬さんという人のことだけど」

「わたしは決めたわ、春歌」

　茉莉は春歌の手を握る。

「一か月以内に、綾瀬カイをクビにする」

「そんなことできるの？」

「もちろんよ」

　茉莉は力強くうなずいた。

「あいつの言うことを聞いて一度は雇ったんだから。春歌の彼に妙な手出しはしないと約束させるわ」

「ありがとう、茉莉」

　春歌は安堵の表情を浮かべた。それからうつむく。

「でもごめんなさい。わたしのために……」

「いいのよ。春歌にはいつも助けてもらってるもの」

　茉莉は春歌を抱き寄せた。その温もりにほっとする。

（春歌はわたしが守らなきゃ）

「わたしは大丈夫。絶対に負けないから」

「なにかあったら、相談してね」

「ありがとう」

　春歌の言葉に力をもらいながら、茉莉はベッドに入った。




　翌月曜日。

　フラウリーの本社は、オフィス街に建つ高層ビルの三十八階から四十二階のフロアにある。

　綾瀬は遅刻することなく出勤してきた。朝礼前に、茉莉は彼を社長室に呼び出す。

「お呼びでしょうか」

　綾瀬がほほ笑む。今日はチャコールグレーのスーツに、さわやかな空色のシャツを合わせている。そしてあいかわらず、惚れぼれするほどの美形っぷりだ。

「一か月の試用期間に、あなたがどんな仕事をするのか伝えるわ」

　社長用の椅子に腰かけたまま、茉莉は言う。

「綾瀬カイさん。あなたにはわたしの第二秘書についてもらいます」

「かしこまりました」

　綾瀬は恭しく頭を下げる。

（可愛くない男ね）

　出社した初日に社長秘書に任命されたら、普通は驚いたり尻込みしたりするものだ。なのに彼はいっさい動揺を見せない。

「会社員経験はあるの？」

「はい。いまはフリーで仕事をしております。履歴書を持参しました。ご覧になりますか？」

「べつにいいわ。あとで教育係に渡しておいて」

　そっけなく言う。見たところで、どうせすぐにクビにするのだ。

「第一秘書の佐さ田だという男が、まずはあなたに仕事を教えるわ。流れについて、午前中に彼から話を聞いて」

「わかりました。佐田さんはどちらに？」

「ここを出て右からふたつ目の部屋よ」

「はい。では失礼します」

　踵を返し、部屋を出ていく。

　扉が閉まると、茉莉はため息をついた。

「……本当に腹が立つわね」

　綾瀬が去ったドアに向かってつぶやく。

　ひと月限定の、不本意な試用期間が始まった。




　午前中は社長室にて、ＷＥＢでの打ち合わせや資料確認をして過ごした。

　昼休みになり、茉莉は第一秘書の佐田を呼び出して話を聞く。

「お疲れさま。綾瀬カイの様子はどう？」

「はい。彼は、その……」

　佐田は言いにくそうに口ごもった。

　彼の名は佐田真しん二じ郎ろう。三十二歳、独身である。

　髪を七三にきっちり分け、立ち姿は直立不動。仕事一徹で生きているドまじめな男だ。茉莉が社長になる前のモデル時代から、マネージャーを務めてくれている。茉莉に心酔しているせいか、ときどき仕事に熱くなりすぎるのが玉に傷だ。

「彼は非常に優秀です」

　佐田は神妙な顔で言った。

「社長秘書の経験があるかと思うほど、飲み込みが早いです。経験はないそうですが」

「そう」

　茉莉はがっかりした。

「じゃあ、あいつは相当使えるってわけね」

「はい。しかし、昨日の話は本当なのですか？」

　佐田は心配そうな顔になる。

　彼には昨日電話して、バーでの出来事を説明している。佐田は古い付き合いなので、春歌についても詳しい。

「本当よ。でも試用期間内にクビにするわ。だから一か月間だけ、申し訳ないけど綾瀬カイの教育係をよろしくね」

「かしこまりました。やつがおかしなことをしないか、しっかり監視いたします」

　佐田は使命感に燃えているようだ。

「ありがとう、頼りにしてるわ」

「はい。しかし、社長。言いにくいのですが、彼を適性がないというだけの理由でクビにするのは、大変難しいかと……」

「そうなの？」

　茉莉は不安になる。

「たしかに堂々としてるし、いかにも有能そうな感じだけど。さすがに一か月間ノーミスは無理でしょう？」

「ですが彼の場合、我が社の社員たちとすでに打ち解けてしまっているのです。秘書課にいた社員はもちろんのこと、ほかの課を回った先々で多くの社員の好感を得たようでして」

「どういうこと？」

「つまり、その。大変な人気者になっております」

　茉莉はあっけに取られた。

「えっと、それって……」

「はい。このままでは、適当な理由ではとてもクビにはできないです。社員から疑問や反対の声が上がること必至です」

「嘘でしょ、だって今朝出社したばかりなのよ」

　茉莉は慌てて立ち上がった。

「社員たちに話を聞いてくるわ。佐田、ついてきなさい」

「はいっ」

　ふたりでフロアを歩き回り、すれ違う社員たちに声をかけていく。

「綾瀬さんですか？　はい、わたしは先ほどごあいさつしました。彼、素敵ですよね！　初日なのに、取引先との電話応対も完璧でした」

「僕としては、あんな有能な人がうちに来てくれてよかったです。プリンターが動かなくて困っていたら、すぐに直してくれましたよ」

「わたし、ひと目で彼を気に入りました。人当たりがよくて、しかもすっごくイケメン！　綾瀬さんにはこれからもがんばってほしいです」

　みんな笑顔で大絶賛している。茉莉はめまいがした。

「社長、大丈夫ですか？」

「平気よ」

　心配そうに覗き込んでくる佐田を手で制し、廊下の上で深呼吸をする。

（なによ、これ）

　しかしまだ初日だ。茉莉は自分を落ち着かせた。

（さっそく明日から、難しい仕事を振ってやるわ。そうしたら嫌でもボロを出すわよ）

　しかし茉莉の目論見は外れることとなった。次の日も、その次の日も、綾瀬は仕事を完璧にこなしたのである。それも、予想を上回る有能さで。

「俺、さっき取引先に怒られていたところを綾瀬さんの話術でとりなしてもらえたんです。社長、綾瀬さんのような逸材を発掘してきてくださってありがとうございます！」

「有能だし、さりげなくレディファーストしてくれるし、ものすごくカッコいいんです」

「わたし、綾瀬さんのファンになっちゃいそうです！」

　そして二週間経つ頃には、茉莉も綾瀬の仕事っぷりに舌を巻くようになった。なにしろ、茉莉の秘書業務において十年以上のキャリアをもつ佐田が、自信をなくして肩を落とすほどなのだ。

「社長、私は今日、さりげなく綾瀬くんにミスを指摘されました。しかも、完璧なフォローと気遣いをセットで。私はこの仕事に向いていないのかもしれません……」

「なに言ってるのよ、佐田。元気を出して」

「第一秘書は綾瀬くんに譲ります」

「もう、めそめそしないの！　しゃきっとしなさい」

　そして三週間経つ頃には、綾瀬の地盤は盤石になっていた。社員たちからの評判がどんどん上っていき、よりいっそう皆が綾瀬を褒めるようになっていく。

「こんなに完璧な男性がいるなんて、びっくりしました。同じ男として、綾瀬さんには完敗です」

「わたし、綾瀬さんがいればこの会社は安泰だと思います」

　茉莉は途方に暮れた。

　綾瀬は仕事で失敗するどころか、たった三週間で期待以上の働きぶりを示している。難しい仕事を振っているにもかかわらずだ。

（これじゃあクビにする理由がないわ）

　正社員に登用してしまえば、いよいよ解雇できなくなる。

　茉莉はバーでの出来事を思い出した。

（あいつ、わたしにキスして、春歌を使って脅して──）

　あのときの怒りが込み上げてくる。初出社から今日まで、綾瀬はおとなしい。つねにほほ笑んで、茉莉には低姿勢で穏やかに接している。

　でもあれは猫をかぶっているだけだ。なんとしてでも、クビに追い込まなくては。

　しかし、あれこれ考えても妙案は浮かばない。そうこうしている内に、試用期間の最終日がやってきた。

「社長、おはようございます」

　綾瀬がさわやかなあいさつと共に社長室に現れる。

「おはよう。佐田は？」

　茉莉は疲れた声で聞いた。

「佐田さんは秘書課のデスクにてスケジュール調整をされております。どうかされましたか？」

「なんでもないわ」

「顔色が優れないようですが」

「いつもどおりよ。気にしないで」

「かしこまりました。けれど、くれぐれもご無理をなさらないでくださいね」

　優しい声だ。

　でもだまされてはいけない。

「僕にできることでしたらなんでもしますので、お申しつけください」

　その言葉に、茉莉はあることをひらめいた。

「ねえ、綾瀬さん。あなたにひとつお願いがあるんだけど」

「はい、なんでしょうか」

「今日の百貨店回り、あなたがついてきてくれない？」

　来季の新作コレクションについて、売り場担当者と打ち合わせの予定が入っている。

　茉莉はブランドの顔でもある。新作が売り出されるときには自分で現場に出向いて、責任者やスタッフを鼓舞する必要があるのだ。

「もちろんです。ご一緒いたします」

「じゃあお願いね。佐田にはわたしから連絡しておくから大丈夫よ」

　内心ほくそ笑みながら、茉莉は手もとのデスクトップパソコンを操作した。佐田にチャットメッセージを送る。

　【いいことを思いついたの。今日で綾瀬をクビにするわ。佐田は今日、定時に帰って】

「さあ、行くわよ」

　茉莉は席を立ち、綾瀬と共にエレベーターに向かった。

　百貨店回りに関しても、綾瀬は有能さを発揮した。茉莉の手足となり、秘書としての仕事を完璧にまっとうする。当然のごとく、ショップからの評判も上々だった。

「さすがね。助かったわ」

　車の後部座席で、茉莉は告げた。綾瀬は運転席だ。

　ちなみにこの車は外国車のセダンで、綾瀬の私物である。

「いえ、こちらこそ勉強になりました」

「また一緒に回る？」

「ぜひ」

　しかし綾瀬に次はない。彼はこれから、クビになるほどのミスを犯すのだから。

　茉莉は気を引き締める。本社に帰ったとき、時刻は夜の九時を過ぎていた。

　いつもなら気だるい疲れが全身にのしかかってくる時間帯なのだが、なぜか今日はそれほどでもない。

　そういえば、佐田ではなく綾瀬が随伴するときは、不思議と疲れが少なかったことを思い出した。

（きっとわたし、綾瀬相手だと、この時間帯でも無意識に気を張っているのね。だから疲れを感じないんだわ）

　茉莉はため息をついた。

「遅くなってしまったわね」

「社長、お体は大丈夫ですか？」

　朝と同じ、優しい声で綾瀬が聞く。

　社長室に入り、茉莉は彼を振り向いた。わざと気弱な声を出す。

「大丈夫だと言いたいけれど……かなり疲れているわ」

　茉莉の嘘に、綾瀬は心配そうな声になる。

「ご自宅までお送りしますよ。今日は早めに帰りましょう」

「そうね。社員たちも、みんな帰ったようだしね」

　茉莉は三人がけの革張りソファに腰かけた。

「今日で試用期間が終わるけど、どう？　仕事は続けられそう？」

「はい。社長のおかげです」

「わたしはなにもしていないわ。あなたの実力よ」

「ありがとうございます」

「じゃあ、これからもよろしくね」

　茉莉が右手を差し出すと、綾瀬は恭しくそれを握った。

（白々しい態度ね）

　いまは猫をかぶっているが、飼い慣らせるような男でないことははわかっている。

　彼がなぜ自分に関心をもったのかわからない。けれど春歌のために、追い出さなければ。

「ねえ、綾瀬さん。試用期間最終日の夜に、ひとつお願いをしてもいいかしら」

　誘惑のまなざしで、茉莉は綾瀬を見上げた。

「わたし、とても疲れてるの。こういう夜は、癒しがほしくなるわ」

「癒し……ですか」

「そうよ。あなたなら、与えてくれると思うの。実を言うと、先日あなたがキスしてくれたとき、とても感じてしまったから……、忘れられなくて」

　綾瀬は穏やかな表情のまま、無言でこちらを見下ろす。茉莉は重ねて言った。

「だめ？」

　彼は隣に腰を下ろす。肩がふれ合うほど距離が近い。

「あなたが望むなら、どんなことでも」

　その瞳の奥に、妖しい光が宿る。

　茉莉は緊張した。けれどそれを表に出さずに、艶めいた唇でほほ笑む。

「ありがとう。なら、お願いしてもいいかしら」

「願うのではなく、命じてください」

「じゃあ、命令よ。わたしを気持ちよくして」

　綾瀬は両目を眇めた。

「かしこまりました、社長」

　彼の手が動く。指が頬にふれる寸前で、茉莉は言った。

「ただし」

　綾瀬の目を挑発的に見上げる。

「セクハラは厳禁で」

「……ああ」

　綾瀬は宙に浮いた手を、ゆっくりと握り込んだ。

「そういうことですか」

「そうよ」

　茉莉は笑みを浮かべたまま、綾瀬をにらみ上げる。

「わたしを気持ちよくしなさい。ただし、セクハラではない範囲でね！」

「それが最終テストというわけですか」

「ええ。もしできなかったら──」

「はい」

　綾瀬は動じていないようだ。茉莉はきっぱり告げた。

「即刻クビよ」

「わかりました」

　綾瀬はうなずくと、茉莉の足元に移動して片膝をついた。

「では、失礼します」

　ひざまずき、彼はパンプスを脱がせる。茉莉はとっさに身を固くした。

（こいつ、やっぱりいやらしいことをするんじゃないでしょうね）

「脚を楽にしてください」

　あいもかわらず優しい声で、綾瀬は言う。

「よろしいですか、社長？」

「……わかったわ」

　茉莉は深呼吸し、力を抜いた。

（セクハラをした瞬間に、解雇すればいいだけよ）

　綾瀬は足の甲にそっとふれた。ストッキングごしだ。親指から順に、丁寧に揉み込んでいく。

「ん……」

　思わず声がもれた。茉莉は小さく我に返る。

（え……？　わたしいま、なにをされているの？）

　けれど気持ちいい。茉莉の全身から力が抜けていく。

「だいぶお疲れのようですね」

　中指の関節を使って、彼は足裏をこすった。茉莉は身をよじる。

「あ、そこ。すごく効くわ」

「ここですか？」

「うん、そこ」

　綾瀬は茉莉の反応を見ながら、的確にツボを刺激した。

「……あ」

「いかがですか？」

「ん……悪く、ないわ」

　綾瀬の力加減が絶妙で、かゆいところに手が届く感覚だ。茉莉はうっとりとした。

（なんだか眠くなってきたわ）

　頭がぼうっとして、まぶたが重くなってくる。

「社長？」

「……なに？」

「もうおやすみになっては？」

「でも、まだ」

「まだ、なんですか？」

　なだめるような、甘い声だ。

（まだ……なんだっけ）

　そうだ。この男をクビにしなくては。

「社長はがんばりすぎなのですよ」

　心地のいい低音が、鼓膜を撫でる。

「そう、なのかしら……。でも、わたし」

「お体をもっと大切になさるべきです」

「でも、あなたが……」

「僕が？」

　綾瀬の手が、ストッキングごしにふくらはぎを撫でる。茉莉はぴくりと震えた。

「僕が、なんです？」

「あなたが春歌を、傷つけようとするから」

　優しく揉まれて、思考がふたたび溶かされていく。

「だからわたしが……春歌を守らないと」

「社長はお優しいのですね」

　綾瀬はやわらかく笑んだ。

「けれど春歌さんを守る存在は、ほかにいるのでは？」

「それは」

　茉莉は言葉に詰まる。春歌の恋人の姿が脳裏をよぎった。

「社長が無理をなされてまで、守る必要があるとは思えません」

「……ひどいことを言うのね」

「申し訳ありません」

　綾瀬は素直に謝った。もう片方の足のマッサージに移る。またしても絶妙な力加減だ。

「ねえ……、こういう仕事、していたの？」

「履歴書をご覧になってください」

「嫌よ」

　頭がぼんやりする。

　綾瀬は小さく笑った。

「僕をクビにするつもりなのでしょう？」

「そうよ。あなたなんか、絶対に雇わないわ」

　足先からぽかぽか温かくなり、いまにもまぶたが落ちそうだ。

（足裏マッサージは、泣くほど痛いって聞いたことがあるのに）

　綾瀬の手は、なぜこんなに心地よいのだろう。

「気持ちいいですか、社長？」

「ん……、そうね、すごくいいわ」

「では、このままおやすみください」

　そういうわけにはいかない。ここで朝まで寝ることになってしまう。

　甘やかすように、綾瀬が言う。

「社長のマンションまで僕がお運びしますから、ご安心ください」

「マンションまで……？」

「ええ。社長のお部屋まで」

　綾瀬を部屋に入れるなんて、絶対にだめだ。

　そう言いたいのに、声が出ない。

「さあ、目を閉じてリラックスしてください。大丈夫、悪いことはしませんから」

　その声を聞きながら、茉莉は眠りに落ちた。




「素直な女だな」

　茉莉はすやすやと寝息を立てている。立ち上がり、無防備な寝顔を見下ろしながら、綾瀬カイは小さく笑った。

「まさか、悪いことはしないという言葉を真に受けたりはしないだろう？」

　ソファの背面に片手をつく。もう片方で茉莉のあごを持ち上げた。長いまつげが白い肌に影を落とし、形のいい唇はわずかに開いている。その弾力を親指の腹でたどり、それからゆっくりと自身の唇を重ねた。

「……ん」

　小さくくぐもった声が、重なったところからこぼれる。カイはぞくりとした。

　やわらかな感触を楽しむ。角度を変え、何度も口づけた。舌を差し入れる。

「ん、ぅ……っ」

　茉莉は無意識に、こちらの舌に応えようとしている。カイは笑みを深め、彼女の髪をかき上げた。唇を耳元に移し、ささやく。

「起きろ」

「……ん……」

「でないと、このまま続けるぞ」

　けれど茉莉は目覚めない。よほど疲れているようだ。

（あの仕事量なら、当然か）

　やわらかな頬を撫でる。それからカイは、彼女を軽々と横抱きにした。




　翌朝、茉莉はベッドのなかで目覚めた。カーテンごしに朝日が差し込んでいる。

（あれ？　わたし、昨日どうやって帰ったの？）

　ふとんのなかから起き上がると、見慣れた自室が目に入る。思い出そうとしても、思い出せない。

　茉莉はあくびをし、洗面所に向かった。顔を洗い、化粧水をつける。

（今日は新商品の打ち合わせがあるから、少し早く出社しようかな）

　ネイビーのロングワンピースにシアー素材のカーディガンを合わせ、リビングに行く。すると、春歌が朝食を用意してくれていた。

「おはよう、春歌。わ、おいしそうなスムージー。これ、夏みかん？」

「うん、そうだよ。おはよう茉莉。よく眠れた？」

　エプロン姿の春歌が振り返る。笑顔だが、心配そうな顔だ。

「すっごく寝たよ。ただ昨日どうやって帰ったか記憶にないんだよね。佐田が送ってくれたのかな。お酒を飲んだ覚えはないんだけど」

「ああ、うん……」

　歯切れの悪い返事をする妹に、茉莉は首を傾げた。

「春歌？」

「昨日は、その。綾瀬さんがここまで茉莉を運んできてくれたんだよ」

「へ？」

　まぬけな声が出た。

「それ、どういうこと？」

「つまり、その。茉莉を抱き上げて、ここまで運んでくれたの」

「嘘でしょ!?」

　茉莉は慌てた。そのようなこと、失態以外なにものでもない。

　春歌は困ったような表情になる。

「茉莉、本当にぐっすり眠っていたから。綾瀬さんがベッドに寝かせてくれたのよ」

「ベッド……?!」

「わたし、最初は断ったの。でも『春歌さんじゃ運べないでしょう』と言われてしまって」

　たしかに運べない。けれど、だからといって──。

「綾瀬さんが言うには、茉莉は軽いから苦じゃなかったって」

「……そう」

　茉莉はうつむいた。恥ずかしくて死にそうだ。綾瀬に抱えられた自分を想像し、頬が熱くなる。

（まさか、お姫さま抱っこじゃないわよね）

　聞きたいけれど、聞くのが怖い。

　いや、そもそもの問題点はそこではない。

「あいつ、春歌にヘンなことしなかった?!　バーのときみたいに！」

「大丈夫よ。なにもされてないわ。茉莉にも、なにもしてない。安心して」

　茉莉は肩から力を抜いた。

「よかった……」

「あの人、バーのときとは別人みたいだったわ。会社でもあんなふうなの？　紳士というか、わきまえた大人の男性というか」

「まさしくそのとおりよ」

　茉莉はため息をついた。

「その上仕事はできるし、社員への気遣いも完璧だし。たった一か月のあいだで、みんなが一目置く存在になりやがったのよ」

「茉莉自身も、一目置いているの？」

「そうね。腹立たしいことこの上ないわ」

　茉莉は腕を組んだ。

「だからあいつを試用期間内にクビにするのは難しいかもしれないって、悩んでて……。あれ？」

　茉莉は目を丸くした。

「わたし、たしか昨日の夜──」

「どうしたの？」

「あいつをクビにする確実な方法を考えついたのよ。それで」

　思い出した。

　昨夜の社長室での出来事をやっと思い出して、茉莉はその場にへたりこむ。

「茉莉？」

　春歌があわてて隣にしゃがんだ。

「どうしたの、気分でも悪いの？」

「気分的には、最悪よ……！」

　茉莉は頭をかかえた。

（やられたわ。まさか、あんな方法で気持ちよくさせるなんて）

　癒してくれと命令して、足裏マッサージをさせたあげく、セクハラだと責めることはさすがにできない。それではただの暴君だ。

（しかもあいつ、やたらと巧かったし！）

　悔しさに歯噛みしたとき、玄関のチャイムが鳴った。

　リビングのインターホンで応対したのは春歌だ。

「はい」

「おはようございます。綾瀬です」

「え？」

　春歌が驚きの声を上げた。茉莉は急いで立ち上がり、モニターを覗く。そこに映っているのは、まぎれもなく綾瀬カイだ。

（どうして綾瀬が、またここに来るのよ）

　警戒する茉莉の隣で、春歌が恐るおそる聞く。

「あの、茉莉のお迎えですか？　佐田さんは？」

「佐田さんは来られないそうです。だから僕がお迎えに上がりました」

「来られないって、理由は？」

　茉莉は口を挟んだ。綾瀬は笑みをたたえたまま答える。

「佐田さんに昨夜僕から電話したのです。正社員登用が決まりましたと。そうしたらなぜか佐田さんが元気をなくされて、第一秘書を僕に譲るとおっしゃられました」

「はあ?!」

「今日から僕が第一秘書になりますので、よろしくお願いします。お部屋までお迎えにあがっても？」

「ち、ちょっと待って！」

　茉莉は高速でスムージーを流し込み、朝食のサンドイッチを袋に入れた。

「とりあえず行ってくるね、春歌！」

「いってらっしゃい……」

　まだ茫然としている春歌を置いて、茉莉は部屋を飛び出した。
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　いま気がついたが、すっぴんだ。

　綾瀬の運転する車の後部座席で、春歌作のサンドイッチを頬張りながら茉莉は憮然としていた。

（まさか綾瀬がわたしの第一秘書になるなんて）

　いったいなにが起きているのだろう？

「どうかしましたか？」

　バックミラーごしに綾瀬が聞いてくる。茉莉はそっぽを向いた。

「なんでもないわよ」

「そうですか。ノーメイクでも、社長はお綺麗ですよ」

　本当に小憎らしい。

「正社員登用が決まったって、佐田に言ったのよね？」

「ええ。昨夜社長からお墨つきをいただきましたので」

「そう」

　茉莉はため息をついた。

（やっぱり昨日のことが原因なのね）

　悲しいことに、自分は勝負に負けたのだ。

「あなたまさか、佐田に第一秘書を譲れだなんて言ってないわよね」

「言っておりません。佐田さんが自らお申し出になったのです」

「ふうん。まあいいわ。あとで本人に聞くから」

「それがいいと思います」

　沈黙ののち、茉莉は不機嫌なまま口をひらく。

「……昨夜のことだけど。礼を言うわ」

　言いたくないけれど、これはマナーだ。

「部屋まで運んでくれたのよね。ありがとう」

「え？」

　綾瀬が意外そうな声を上げた。ミラーごしに、茉莉は目を合わせる。

「わたし、身長が高いから重かったでしょう？　申し訳なかったわ」

「……いえ。お気になさらずに」

　彼は優しくほほ笑む。秀麗な瞳が甘く和み、茉莉はどきりとした。

「僕は当然のことをしたまでです。それに社長はとても軽かったので、大丈夫ですよ」

「そう」

　茉莉はうつむいた。頬が熱い。

（ああもう、なんなのよ）

　自分のことなのに不可思議だ。こんなふうにさせる綾瀬が腹立たしかった。

　会社に着いてすぐ、茉莉は化粧室に向かった。手持ちの化粧道具で手早く顔を仕上げていく。

　その足で、秘書課に急いだ。佐田を隅のほうに引っ張って話を聞く。

「ちょっと、佐田。第一秘書の件、いったいどういうことなの？」

「申し訳ございません、社長。私にはもう続けられません」

　佐田は逃げ腰だ。茉莉は眉を吊り上げた。

「泣き言を言わないで。こんな突然の配置換え、困るわ」

「恐れながら、困りません。むしろ社長にとっていいことです」

「どういう意味よ」

「綾瀬さんは有能な方です。きっと社長の力になってくれるでしょう」

「あいつをそばに置くことが、わたしのためになるってこと？」

「そうです。社長もおわかりでしょう？」

　佐田は肩を落としている。けれど意思は固いようだ。

「わたしは社長が高校生のときからお供してきました。だからいまの社長になにが必要かはわかります」

「……あいつのなにが、わたしに必要なわけ？」

　茉莉は恐るおそる聞いた。

「癒しです」

「はっ？」

　意外すぎる返答だ。問いただそうとして、ふと気づく。

　昨夜自分が綾瀬に申しつけたのも、『癒し』ではなかったか。

「綾瀬くんが組んだ社長のスケジュールを見て、ハッとしました。彼は予定の合間に、必ず休憩の時間を設けられるように組んでいます。時間だけでなく、場所までも」

「どういうこと？」

「お気づきになりませんでしたか？」

　佐田は優しい表情になった。

「取引先や店舗に赴く際、そのルート上に、ひと息つけるカフェやのんびり羽を伸ばせる公園などを、彼は必ず入れています」

「そうだったの？　……あ、でも、そういえば」

　たしかに綾瀬が随伴したときは、いつもより疲れが少なかった。それに、彼がスケジュールを組んだ日は、忙しい割にのんびりできたような、不思議な感覚を覚えたことを思い出す。

「綾瀬くんは社長のために、休憩できる場所をたくさん用意していました」

　茉莉は唇を噛んだ。佐田は続ける。

「彼は社長をとても大切にしています。だからこそ、彼の仕事の仕方は素晴らしいと思いました。わたしには思いつかなかった。いまの社長は多忙を極めていらっしゃいます。だからこそ、綾瀬くんの視点が必要なのです」

　茉莉は黙った。佐田の言いたいことはわかる。

　もしかしたら、昨夜自分が綾瀬に癒しを求めたのは、これまでのことが無意識下に刻まれていたからだろうか？

「佐田」

　茉莉はつぶやいた。

「ごめんなさい。それと、ありがとう」

「え？」

「あなたは最高の秘書だわ。綾瀬が第一秘書になろうとも、それは変わらない」

「社長……！」

　佐田は涙ぐんだ。

「第二秘書も、責任ある忙しい立場よ。そしてあなたには、秘書課をとりまとめる役も担ってもらうわ」

「はいっ、お任せください！」

　佐田は敬礼でもしかねない勢いだ。

「頼りにしてる」

　笑みを向けたのち、茉莉は秘書課をあとにした。

（まさか綾瀬が、そこまで考えてくれてたなんて）

　驚きだ。たぶん彼は、秘書のスキルをフル活用しているだけなのだろうけど。

（与えられたことをこなすだけの男じゃないってことね）

「社長、お疲れさまです」

　社長室の前に、長身の美形が立っている。綾瀬だ。

「本日のご予定ですが、本社にて新商品についての打ち合わせののち、午後は広報活動の企画会議をしてから、提携している工場の視察が入っております」

「わかったわ」

　茉莉はうなずいた。

　綾瀬が手帳を確認しながら言う。

「工場は郊外にありますので、社長は車のなかで仮眠をとってください」

「……でも、新商品についての資料を読まないと」

「僕が読んでおきます。あとで要約してご説明しますよ」

　茉莉はうつむいた。悔しい。けれど──。

「ありがとう。お願いするわ」

「かしこまりました」

　綾瀬は恭しく頭を下げた。

（これだけは、認めざるをえないわ）

　綾瀬カイは、有能だと。




　綾瀬が第一秘書に就任して、三か月が経った。

　季節は冬に差しかかろうとしている。

　茉莉が布団にくるまって熟睡していると、枕元のテーブルでスマホが鳴った。

（眠い……起きたくない……）

　目を閉じたまま手探りでスマホを探す。相手の名をろくに見ず、電話に出た。

「はい……」

「おはようございます、社長」

　落ち着いた声が、耳元で聞こえる。ぼんやりと茉莉は言った。

「綾瀬……？」

「朝早くに申し訳ございません。本日は寝すごされるだろうと思いまして、お電話いたしました」

「んー、いま、何時……？」

　もやもやした声で聞く。

「午前七時です。そろそろご起床の時間ですよ」

「あと五分……」

「だめです。もうお目覚めにならないと」

　茉莉はうめいた。電話口で、綾瀬は苦笑する。

「では、こう申し上げましょうか。社長が起きないと、僕は困ってしまいます」

「どうして？」

「眠たげな社長の声が、とても可愛いので──」

　彼の声に甘さが増した。

「いますぐお部屋にうかがって、あなたにキスしたくなってしまいます」

「……!?」

　はっと目を開ける。慌てて飛び起きた。

「ばっ、ばか！　なに言ってるのよ」

「お目覚めですか？　残念だな」

　綾瀬はくすりと笑う。

「昨夜から、春歌さんは恋人の家にお泊まりでしょう？　朝食は僕が用意しております。車でお食べになりますか？　それとも、僕が寝室までお運びしましょうか？」

「車で食べるわ！」

　茉莉は勢いよく電話を切った。

（もう……！　最近の綾瀬ときたら）

　近頃の彼は、なにかにつけて口説き文句を入れてくる。それにいちいち反応して、振り回されてしまう自分も腹立たしい。

　試用期間を含めると四か月。そのあいだに綾瀬カイの有能さは、茉莉の仕事にとってなくてはならないものになっていた。それを見計らったかのごとく、彼は甘い言葉を吐くようになったのだ。

（絶対計算ずくだわ。嫌になっちゃう）

　身支度をすませ、外に出ようとしたとき、玄関扉のインターホンが鳴った。あいかわらずベストなタイミングだ。

　コートを羽織り、スキニーパンツの脚をブーツに入れて、茉莉は仏頂面でドアを開けた。

「お迎えに上がりました、社長」

　綾瀬は丁寧に頭をさげる。

　たくましい長身に、秀麗な顔立ち。さわやかなほほ笑みは、こちらの目を奪うような男振りだ。黒スーツにグレーのチェスターコートがとてもよく似合っている。

　噂によると、この四か月のあいだで綾瀬に告白した会社関係者の女性は、両手で足りない数だという。それを彼は、すべて断っているらしい。

「昨夜の撮影は、とても素敵でしたよ」

　地下駐車場に降り、後部座席を開けながら綾瀬は言う。

「星明かりの下に立つ社長は、月の女神のように綺麗でした」

「ちょっと、ヘンな表現するのやめてくれない？」

「すみません。でも、本当のことですから」

　茉莉は鼻を鳴らした。

「あなたは本当に女たらしよね」

「そのようなつもりはないですよ」

　綾瀬が運転席に座り、エンジンをかける。

　茉莉が今日寝坊しそうになった原因は、昨夜のＣＭ撮影だ。星空をバックにした撮影だったのだがあいにくの曇り空で、晴れる瞬間を待っていた。そのため帰宅が深夜の二時になってしまったのだ。

「どうぞ、朝食です。あたたかいコーヒーも入っているので、お気をつけて」

　綾瀬が振り向いて、コーヒーショップの紙袋を渡してきた。なかを見ると、ホットコーヒーとベジタブルマフィンが入っている。茉莉の好物だ。

「ありがとう。今日のスケジュールは、ええと」

「フラウリーの新作チェックと、試着です。社長からのオーケーが出ましたら、後日撮影に入ります」

　綾瀬は車を発進させた。

「ああ、そうだったわね」

「僕が来なかったら、社長はきっと昼までお眠りになられていたと思いますよ」

　からかうように綾瀬は言う。

「そのあたりは感謝してるわよ。でも、起こし方がちょっと」

「ちょっととは？」

「あんなの、セクハラじゃない」

「それならクビにしますか？」

　茉莉はミラーごしに綾瀬をにらむ。

「そういうところが嫌いよ」

「光栄です」

「褒めてない！」

　茉莉が怒ると、綾瀬は笑った。

　このような感じで一日の仕事を終え、彼の運転で帰宅する。時刻は夜の十時を回っていた。

　マンションの地下駐車場に着くと、綾瀬はいつもどおり、茉莉の手をとって後部座席から降ろしてくれる。

「今日も遅くなってしまいましたね。お疲れでしょう」

「そうでもないわ」

　綾瀬による抜群のペース配分とルート選定のおかげで、体はさほど疲れていない。

　むしろ仕事に集中できたおかげで、頭のほうが疲れているくらいだ。

「綾瀬こそ、毎日大変でしょ。企業コンサルタントの仕事も続けているようだし」

「あちらはフルリモートでもいけるので、たいしたことはないですよ」

　地下駐車場を並んで歩く。あたりには誰もいない。

「ただ、社長の秘書業務が最優先なので、なかなか進まないところはありますけど」

「うそよ。コンサルタントのほうも卒なくこなしているに決まってるわ」

　茉莉はくすくす笑った。

「それは買いかぶりですよ」

　自然な流れで綾瀬が茉莉のあごをさらった。そのまま唇に軽く口づける。

　唇が離れて、綾瀬がこちらをほほ笑んで見つめていても、しばらく茉莉はなにが起きたのかわからなかった。

「いまの、なに……？」

　ぼう然とつぶやく。

「すみません」

　綾瀬は悪びれもせず謝ってきた。

「あまりに可愛かったもので、つい」

「かっ……」

　茉莉は絶句した。

「なに言ってるの。ばかじゃないの?!」

「社長は本当に可愛いですね」

「うるさい」

「照れているのですか？　顔が真っ赤ですよ」

「いい加減怒るわよ！」

　茉莉は憤慨して、手を振り上げた。しかしあっさりと綾瀬につかまれてしまう。流れる動作で、手近な壁に彼は茉莉を押しつけた。

　耳元でささやかれる。

「社長、好きです」

　ぞくりと背すじが震えた。

「社長は僕のこと、好きですか？」

「す、好きじゃないわ」

「じゃあ、なぜそんなに顔を赤くしているんです？」

「赤くないわ、嫌がっているだけよ」

　必死に言ったら、ふたたび唇をキスで塞がれる。

「んっ──」

　舌が割って入ってきた。強引に茉莉のそれを絡めとる。

「ふぁ……んぅ……」

　感じるところを巧みにこすり立てられて、体から力が抜けてしまう。

　茉莉はぎゅっと目を閉じた。

　こんなはずではなかった。

　綾瀬とこのような関係になるなんて、絶対にだめだ。それなのに、いつのまにかふり回され、彼のペースにハマってしまっている。

　このままではいけない。なんとかしなければ。茉莉は綾瀬の胸板を叩いた。無理やりキスを引き剥がす。

「……っ、離して……っ」

「嫌です」

「どうしてよ」

　綾瀬のたくましい両腕は、さらに茉莉を抱きすくめてくる。

「社長が好きだからです」

「なっ──」

「僕は社長のことが好きなので、こうやってふれていたい」

　彼のまなざしに、滴るような色香が混じった。

「もっと深く、あなたを知りたい」

「だからってこんな」

「キスなら一度した仲じゃないか」

　綾瀬の声色が変わる。危険な方向へ。

「あ、あのときだって綾瀬が無理やり」

「うるさい。もう黙れ」

　ガラリと変わった口調に、茉莉は息を呑んだ。その隙に、唇を奪われる。

「んぅ……ッ」

　さっきよりも激しいキスだった。熱く濡れた舌が茉莉の口中をまさぐりながら、執拗に攻め立ててくる。

「っ、……やめ……て」

　角度を変える合間に懇願する。しかし返ってきたのは無情なひと言だ。

「黙れと言ったろ」

「お願い、やめて──」

「感じているくせに」

「そんなの違うわ」

「強がっても無駄だ」

「あっ」

　耳たぶに吸いつかれ、茉莉は思わず声を上げた。

「おまえは素直な女だ。わかりやすい」

「や……っ」

　大きな手がコートを割って、カットソーごしに胸のふくらみを揉み始める。

「んっ、ううん……」

「ほら、先端がもう固くなってる。布ごしでもわかるぞ」

「ち、違……っ」

「嘘つきだな」

　綾瀬は耳殻を甘く噛んだ。官能的な波が、茉莉のなかで湧き起こる。

「だめ、こんなの──」

　胸の先端を引っ掻かれて、鋭い快感に、茉莉はびくりと肩を振るわせる。

「あ……っ」

「俺のものになれよ」

　耳元で低くささやかれた。

　茉莉は身震いし、目をきつく閉じる。

　その瞬間、スマートフォンが鳴った。

　着信音だ。茉莉のものではない。

「チッ」

　綾瀬が忌々しげに舌打ちした。茉莉の体を放し、コートのポケットからスマホを取り出す。

「俺だ。なにがあった？」

　電話に出た彼の表情が、険しくなっていく。茉莉はその場にへたり込んだ。心臓が激しく脈打っている。全身が熱い。

「わかった。すぐに行く」

　通話を終えた綾瀬がこちらを向いた。

「すみません、社長。急用ができました」

「……。へ？」

　ぼう然としたまま、茉莉は綾瀬を見上げる。彼はすでに秘書の顔に戻っていた。

「急ぎの案件が入りましたので、今日はこれで失礼します」

「あ、そう……。さよなら……」

「夜遅いので、お部屋までお送りしますよ。立てますか？」

　手を差し伸べられて、やっと我に返った。

「立てるわよ！」

　綾瀬の手を払いのけ、自力で立ち上がる。

　けれどふらついてしまって、抱きとめられた。

「強がりはよくないですよ」

「放しなさいよ……！」

「もうふらつきませんか？」

「あなたのせいでしょ?!」

「すみません」

　綾瀬はゆっくりと腕を放した。茉莉は両脚に力を込めて立つ。

「ほら、立てるわ」

「そうみたいですね」

　綾瀬は微笑した。

「でもまだ足元がおぼつかないようですので、部屋までお送りしましょう」

「結構よ」

「遠慮なさらず」

「あなた、本当にいい性格してるわね」

「それほどでも」

（こいつ、やっぱりクビにしてやるわ）

　メラメラと怒りが込み上げてくる。

　部屋の前まで来て扉を開けたところで、綾瀬は織り目正しく礼をした。

「それでは社長、お疲れさまでした。おやすみなさいませ」

「わたしは怒ってるのよ」

　茉莉は彼をにらみつける。彼は優しい声で言った。

「はい。ではまた後日」




（なんなのよ、あいつ！）

　苛立ちに任せてベッドにダイブし、茉莉は枕に顔をうずめた。

「……もう」

　無性に腹立たしい。

　だが湧き上がる感情は、怒りだけではない気がした。

　茉莉は唇に指先を当てる。まだ感触が残っていた。

　キスをされたのは二度目だ。そして今度も無理やりだった。

（……綾瀬のばか）

　思い出すだけで顔が熱くなる。

　彼は悪い男だ。品行方正な秘書モードは、やはり本性を隠すものだった。それなのに。

　自分の気持ちがわからない。

　あれほどひどいことをされたのに、なぜ胸がどきどきするのだろう？




　ネイビーのセダンに乗り込んで、綾瀬カイは持っていたスマホを助手席に投げた。

　ハンドルを握って、前をにらむ。

　茉莉のことを考えると、頭がおかしくなりそうだ。自分でもよく我慢していると思う。

　あの細い体を組み敷いて、思う存分貪りたい。

　想像しただけで体が反応しそうになる。

　さっきは軽くキスするだけにとどめようとしたのに、とめられなかった。そういう意味では、着信に感謝すべきかもしれない。

　カイはアクセルを踏み込んだ。指定された場所に急ぐ。

　そこは繁華街の一角、行き場のない若者たちが集う広場だった。ビアガーデンの跡地だ。立ち入り禁止のトラ柵が入り口に置かれていたのだが、数年前から若者たちがそこを溜まり場にした。

　路上の駐車場に車をとめ、足を踏み入れる。すると、若者たちが歓声を上げて集まってきた。

「カイさん、ひさしぶりっす！」

「元気だった？　会いたかったよぉ」

「カイさんがいないとさびしいよ。戻ってきてよー」

　ほとんどが十代後半から二十歳そこそこの男女だ。みな派手な格好をしている。なんらかの事情で家庭にいられない彼らは、居場所を求めてここに集まる。

「懐くんじゃねえ。もう俺はイチ抜けたんだよ」

　笑いながらカイは言う。

「おまえらはおまえらで楽しくやれ。あとのことは紘ひろ也やに聞けって言っただろうが」

「紘也さんも優しいけどさぁ」

「やっぱカイさんだよなぁ」

「うん……」

　さびしがる少女の頭をくしゃくしゃと撫でて、カイは広場の奥に歩を進めた。

「ねえ待って、カイさん」

「おいみんな、カイさんの邪魔すんなって」

「カイさん、お帰りなさーい」

　口々に歓迎の声が飛ぶ。

　その騒ぎを聞きつけてか、呼び出した張本人・柳やなぎ原はら紘也が、ビアガーデンの古びた椅子から立ち上がった。彼の周りでは、数人の若者たちが地べたに座り込んで談笑している。地面に散らばっているのは菓子やジュースだ。

「変わらねえな、ここは」

　カイがつぶやくと、紘也はタバコに火をつけた。彼はカイに比べて細身だが、腕っぷしは強い。紘也とタイマンで勝負したら、腕の骨の一本は覚悟すべきだろう。

　ジーンズと革ジャケットに身を包んだ彼は、あいかわらず女にモテそうな、気だるげな雰囲気をまとっている。

「四か月そこそこで変わるわけないだろ。おまえも吸うか？」

「いや、いい」

　断って、カイは紘也と連れ立って広場のすみに移動した。以前カイがもってきた、アウトドア用のＬＥＤランプがあたりを照らしている。

「悪かったな、カイ。呼び出して」

「それで、あの女はいつも何時ごろ現れるんだ？」

「だいたい深夜一時から二時のあいだだ」

　カイは眉を寄せた。

「遅くねえか？」

「夫が……、再婚相手が寝てからしか来られないらしい」

　そういうことか。忌々しさが再燃する。

　紘也は続けた。

「本来なら俺がひとりで対処すべき問題だ。けれどなにを言ってもしつこく食い下がってきて、どうにもならない。おまえを出せ、話をさせろの一点張りさ。五十すぎの女を、力任せに追い出すわけにも……。だからすまない」

「おまえのせいじゃないだろ」

　カイはため息をついた。スマホを取り出して時間を確認する。

「十一時半か。まだ時間があるな」

「ガキどもの相手してやってくれ。おまえがいなくなってさびしがってる」

「ヒナ鳥じゃねえんだから」

「俺にはあいつらがヒヨコに見えるよ」

「……そうだな」

　彼らを見ていると、自分の若いころを思い出す。だから放っておけなかった。

　カイは小学校五年生のときに、両親の離婚を経験している。

　母に引き取られるも、一年後に母が再婚。そのまた一年後、カイが中学一年生になった年に、種違いの妹が生まれた。

　義父からカイへの虐待が始まったのは、その頃からだ。

　口で罵られるほかに、殴る蹴るの暴行は日常茶飯事。理由などささいなことだった。おそらく義父にとって、血のつながらない息子を虐げられるのであればなんでもよかったのだろう。事実、その頃のカイは学校の成績もよく、友人も多くいて、なんの問題もない学生だった。

　正直なところ、中学一年生にしてすでに体ができ上がりつつあったカイは、その気になれば義父に勝てた。力でねじ伏せて、もう二度とするなと脅せた。

　けれどしなかった。なぜなら、母が懇願してきたからだ。

『お願い、カイ。我慢して』

『お父さんに捨てられたら生活していけない。あんたと結ゆ衣いを抱えて、お母さんどうやって生きていけばいいの？』

　結衣とは妹の名だ。赤ん坊の妹と、縋りつく母を前に、どうして自分が父を組み伏せられただろう。

　そもそも、娘を溺愛する義父が結衣を母に渡すとは思えなかったが……、世間を見てみれば、母が子どもを引き取るケースが圧倒的に多い。可愛がるのと育てるのとでは、意味が違うのかもしれなかった。

　カイは我慢した。しかし日常的に義父から虐待を受け、母は庇ってくれないとなると、家に居場所がなくなっていくのは当然のことだ。

　やがてカイは、家出をひんぱんにくり返すようになった。紘也と出会ったのはこの頃だ。そして、ビアガーデン跡地に出入りするようになったのもその頃だった。

　かろうじて高校に入ったものの、カイの根城はここだった。やがてカイは、この場所に集うティーンエイジャーたちのリーダー的存在になっていく。

「懐かしいな」

　盛り上がるヒヨコたちを眺めながら、紘也がつぶやいた。

「こいつらにメシや着るものを配るようになったのは、たしか……カイが金を稼ぐようになってからだったか」

「ああ」

　カイはうなずく。

「俺は自分のために働いていたんだがな。ガキどもは俺が金を稼いでくると信じ込んで、朝から晩までここにいた」

「みんな腹を空かせてカイを待っていたよな」

　ビアガーデン跡地は繁華街にある。

　このあたりを通勤路とするクラブのママたちが、カイを気に入った。

　彼女らから受け取った金を元手に、カイは株やＦＸを始めた。十八歳を過ぎれば、スマホを地盤にいくらでも金を増やせることに気づいたのも、この時期だった。

「カイが俺たちのリーダーになってくれたおかげで、ヒヨコどもは飢えずにすんだ。それだけじゃなく、こいつらがらみでトラブルが起こっても、カイが対処してくれるおかげで大ごとにならずにすんだんだ」

　明瞭な声で紘也は言う。カイは笑った。

「やめろ。うぜえ」

「けれど本当のことだ」

「おまえだって稼いでたじゃねえか。いまさら俺を持ち上げるんじゃねえよ。気持ち悪いぞ」

「そうだな、すまない」

　紘也はほほ笑んだ。

「俺自身が呼び出したとはいえ……おまえが帰ってきてくれて嬉しいよ」

「そういうことは女に言え」

「それもそうだ」

　紘也はタバコの煙を吐き出した。

　それからカイは、顔馴染みの連中としばらく会話を交わした。彼ら彼女らの近況報告や、他愛ない世間話。とくに有益な情報はなかったが、ひさしぶりに会ったからか、それなりに楽しかった。

「そろそろか」

　腕時計を見て、カイは言った。午前一時十分。あの女が──カイの母が訪れる時間帯だ。

　ふいに、ビアガーデンの入り口が騒がしくなった。見ると、ロングコートを羽織った痩身の中年女がきょろきょろとあたりを見回している。

「おい、あのオバサンまた来たぜ！」

「マジで？　これで何度目だよ」

「こりないよねぇ」

　若者たちは露骨に迷惑がっている。カイが近づくと、彼らはいっせいに訴えてきた。

「カイさん、あのオバサンなんとかしてくれよ」

「いつもこの時間にフラフラ入り込んでくんの。で、必死な顔して『うちの息子を出して！』って怒鳴るんだよ」

「息子って誰だよって聞いても、名前は言えないとかぬかすんだぜ？　ありえなくね？」

　カイはため息をついた。不満たらたらの若者たちを下がらせる。

「おまえらは向こうに行ってろ。俺が話す」

「はーい。お願いね、カイさん」

「カイさんが話してくれるならもう大丈夫だろ」

　若者たちは安心して離れていく。

　カイは女に向き直った。彼女はカイを見つけると、必死の形相で走ってくる。

「カイ……！　やっと会えた、探したのよ。あなたに電話をかけても、全然出てくれないし。紘也くんはなにも教えてくれないし」

　カイは無言で腕を組んだ。

　四か月ぶりに見る母は、あのときよりもさらにやつれたように見える。ひとつにくくっている長い髪はところどころほつれ、白いものが混じっていた。

　カイはビアガーデンの椅子を指し示す。

「座れよ。立ち話するような内容じゃないんだろ？」

　母は首を振った。

「ここでいいわ。それよりカイ、お願いがあるの」

「金が欲しいなら、必要な額をメールしろと言っておいたと思うが」

「あなたにお金をもらったのは、三年前の一度きりでしょう。あの不倫女に慰謝料請求する、弁護士費用……お父さんは出してくれなかったし」

　カイは眉を寄せて、ため息をついた。

「じゃあ、いったいなんの用だ？　四か月前に話したのと同じ内容なら、聞かねえぞ」

　四か月前のあの日。これ以上ないほどイラつく出来事があった日だ。そして、バーで茉莉に出会った日でもある。

『入店したとき、一瞬こちらをにらんだでしょう？　わたしというか……、女に恨みでもあるの？』

　茉莉に指摘されたとき、ぎくりとした。

　図星だったからだ。

『あなた、いったいなにがしたかったの？』

　自分でも、わからなかった。ただむしゃくしゃして……恋多き女の噂がある茉莉を見て、反射的に嫌悪が湧いた。どうせこの女も、男に媚びて、愛を強要しながら生きているのだろうと。

　けれどそうではなかった。茉莉は違った。妹のために戦おうとした彼女を見たとき、全身が震えたのを思い出す。

（この女とは違う）

　母を見つめながら、カイは無性に茉莉に会いたくなった。

「実は、四か月前のこと、まだ解決していないの」

　カイの思考をさえぎり、母が口を開く。

「お父さん、不倫相手とまだ続いてて。だからカイ、もう一度お父さんを説得してくれない？」

　カイは舌打ちした。

「それは俺の仕事じゃねえだろ。俺が言っても無駄だったの、忘れたのか？」

「だからって、このまま放っておくわけにはいかないでしょう」

「じゃああんたが直接訴えればいい。それができなきゃあきらめろ」

「そんな……」

　母は肩を落とした。

「結衣はどうするの？　あの子はいま十七歳で、多感な時期なのよ。なのに父親が不倫して、ショックを受けているの」

「どうせあんたが結衣に不倫をバラしたんだろ。黙ってりゃよかったんだ」

「だって！　教えておかないと、いい父親だって誤解したままじゃないの」

　結局のところ、母は結衣を味方につけたかったのだろう。カイは内心で呆れる。

「結衣は賢い。ちゃんと現実を知ってるさ」

「そうだけど……、あの子の心は傷ついているのよ。それくらいわかるでしょう？」

「ああ、そうだろうな」

「だったら」

　母の言葉をさえぎり、カイは言い放つ。

「だが、それとこれとは話が別だ」

「カイ……！」

「四か月前のことを思い出せよ。俺がやつと言い合って、好転したことがひとつでもあったか？」

　母に泣きながら懇願され、父に不倫をやめさせるよう説得することに渋々了承した。うまくいかないことはわかりきっていたが、それで母の気が収まるならいいかと思ったのだ。

　家に戻り、カイは父に向かって不倫を諌めた。すると父は激昂して、殴りかかってきた。

　その反応は想定内だったため、カイは義父の拳をなんなく受けとめた。その上でさらに諌めると、今度は母を殴ろうとしたのだ。

　カイは母を庇い、母はカイのうしろで震えていた。そのとき結衣が高校から帰ってきて……、要するに、ひどい修羅場だったというわけだ。

『結衣、部屋に行っていなさい！』

　義父は怒りに震えながら、結衣に向かって大声を上げた。

　結衣はどこか冷めた目を向けて、両親とカイを見る。年齢の割におとなびた、綺麗な顔立ちに滲んでいるのは侮蔑の感情だ。

　カイはとっさに妹に声をかけようとしたが、義父の怒声に阻まれた。

『カイと顔を合わせるな、悪影響しかない。──カイ、おまえのような男は、俺の息子でもなんでもない！』

『俺もべつに、あんたを父親だなんて思ってねえよ』

　吐き捨てると、義父の顔がさらに歪んだ。

『高卒のクズが……！』

　蔑みの言葉を投げつけ、義父は次に、母を怒鳴った。

『おい、おまえ！　カイから離れなさい！　このクズは一生クズのままだ。二度とこの家に連れてくるな。さっさと親子の縁を切れ！』

　すると母は、よろけながらもカイの背後から出てきた。義父の隣につき、しおらしく頭を下げる。

『はい。ごめんなさい、あなた……』

　消え入りそうな声だった。

『このクズと縁を切れよ。いいな？』

『はい、そうします。だから怒らないで、あなた』

　母は媚びるように両手を合わせて懇願する。カイは思わず笑った。

　なんだこれは。本当に、くだらない。

『声が小さいぞ。ちゃんと返事をしなさい！』

『ごめんなさい、ごめんなさいあなた』

『聞こえない！』

　父が手を振り上げた。ビクつく母が殴られる前に、彼の腕をカイがつかんでとめる。

『クソ、おまえ……！』

『くだらねえんだよ、あんたら』

　嘲笑と共に、カイは腕を強く握った。

『痛っ──』

『今度俺の前で、この女と結衣に手を上げてみろ。殺すぞ』

　凄みをきかせると、義父の顔がみるみる青くなった。カイは腕を無造作に払い、振り返ることなく家を去った。

　そして現在、ビアガーデンにて冬の風に吹かれながら、母は気まずそうに下を向いている。

「……でも、お母さんどうすればいいのかわからないの。お父さんはどんどん乱暴になっていくし」

「なら離婚しろ。自活すればいい話だろ。結衣も今年高校を卒業する。バイトでもなんでもして、生活できるじゃねえか」

「結衣は大学に進学志望なのよ。お金がかかるの」

「その分は出してやる。生活費を援助してもいい。けれど母さん、あんたは世間に出ろよ。外に出て働け」

　母は途方に暮れた顔になる。

「でもお母さん、結婚してから一度も働いたことがなくて」

「いまはどこも人手不足だ。簡単な仕事の口を紹介してやる。だからさっさと離婚しろ」

　言いながらも、母はあの男から離れられないだろうと感じた。

　カイはため息をつく。

「もういいだろ。話は終わりだ」

「お願い、カイ」

　母が縋るような目で見てくる。

「お願いよ。結衣のためにも──」

「終わりだと言っただろう。もう来るな。ここの連中が迷惑してる。次は力ずくでつまみ出されるぞ」

　カイは冷たい声で言った。母は意気消沈する。

「家を出る覚悟ができたら連絡しろ。それと、もうひとつ」

「……なに？」

「結衣に俺の連絡先を教えておいてくれ。なにかあったら、いつでもかけてくるようにと。くれぐれもあの男にバレないようにしろよ」

　母の顔がわずかに晴れた。

「ありがとう」

「あんたのためじゃない」

　カイは母から視線をそらす。

「帰れよ」

「カイ、体に気をつけてね」

　母はようやく去っていった。うしろ姿を見送りながら、カイはため息をつく。

「縁を切りたいのはこっちだよ」




　翌日と翌々日、茉莉にしては珍しくオフの週末だった。

　昼過ぎまで寝ようと思っていたものの、なぜかそうできなかった。スマホがいちいち気になって、早くに起きてしまったのだ。

（連絡、来ないわね）

　リビングのソファで、手のなかのスマホをじっと見つめる。春歌が声をかけてきた。

「どうしたの、茉莉？」

「うん、べつに……」

「綾瀬さんからの連絡を待っているの？」

「はっ？」

　振り向くと、春歌はコーヒーカップをふたつ手にしている。

「はい、どうぞ」

「あ、ありがと……」

　春歌は隣に腰かけた。今日は出かける予定がないらしく、部屋着のコットンワンピース姿だ。茉莉も似たような格好である。

　茉莉は気を取り直して聞いた。

「というか、どうして綾瀬？」

「綾瀬さんが茉莉の第一秘書になってから、休日でも必ずやりとりしてたでしょう？　でも今日はまだ電話がないようだから、待ってるのかなって」

「ああ、そういうこと。まぁ、ちょっとだけね」

　春歌が入れてくれたカフェオレを飲む。温かくて甘い。

「そんなにしょっちゅうかけてくるわけでもないから、べつに気にしてないけど」

　そう言いながら、またディスプレイを見てしまう。

　やはり着信はない。

（あいつ昨日、わたしにあんなことしたのに）

　ムカムカとモヤモヤが一緒に込み上げてくる。

（フォローの電話くらい、入れるべきなんじゃないの？）

　春歌が苦笑した。

「茉莉、やっぱり気になるんでしょ？」

「違うわよ。その、なんとなく落ちつかないだけで」

「気分転換に、ジムで運動してくる？　一緒に行くよ」

「……行かない」

　ランニングマシンを動かしながら、スマホばかりを確認してしまいそうだ。

「じゃあお散歩にする？　近くの公園に行こうよ。少し寒いけど、この季節だと人は少ないと思うんだ」

　春歌はにこやかに提案する。茉莉の胸のうちに、妹への愛情が込み上げてきた。

「ありがとう、春歌」

　ぎゅっと抱きつく。春歌は最初驚いたようだったが、ぽんぽんと背中を叩いてくれた。

「じゃあ着替えて出かけようか」

「うん」

　春歌の言うとおり、寒空の公園は人が少ない。

　ランニングコースを一緒に走ったり、ベンチで休憩しながらおしゃべりしたりして、茉莉は春歌と楽しい時間を過ごした。

　けれど綾瀬からの連絡はなかった。

　それどころか次の日も、綾瀬からなんの呼びかけもない。

　その事実に、茉莉は思いのほかショックを受けた。

（わたし、もしかして避けられてる？）

　自分はなにかしてしまったのだろうか。

　駐車場で拒んだことを、根に持っているとか？

　いやいや、あれは誰だって拒むだろう。綾瀬だってわかっているはずだ。

　ではなぜ、連絡がないのだ。

　あのようなことをしておいて、向こうから避けるなんておかしいではないか。

　ムカムカとモヤモヤを引き連れたまま、茉莉はベッドに入った。明日は出勤日だ。いつもなら綾瀬からモーニングコールが入る。でももしかしたら、それすらかけてこないかもしれない。

　だとしたら、職務怠慢だ。

（かけてきたとしても、電話に出てやらないんだから）

　茉莉は布団を引っ被った。

　そして翌朝。六時半きっかりに、スマホの着信音が鳴り響いた。

　茉莉はいっきに目覚める。急いで起き上がり、ディスプレイを見た。表示されているのは、綾瀬カイの名である。

　思わず頬がゆるみそうになり、ハッとして表情を引き締めた。

（電話に……出ないという選択肢もあるけれど）

　茉莉は気づいたら、通話ボタンをタップしていた。

「……もしもし」

「おはようございます、社長。もうすっかりお目覚めでしたか？」

　やわらかな声だ。なぜか茉莉の頬があからんだ。

「いま起きたばかりよ。どうして？」

「お声がはっきりしていらっしゃるので。もしかして、昨夜はあまり眠れませんでしたか？」

　綾瀬の声音が心配げになる。茉莉は強がった。

「そんなことないわ。大丈夫よ」

「無理はなさらないでください」

「本当に平気だから」

　綾瀬はしばらく黙った。それから口を開く。

「もしなにかございましたら、遠慮なくおっしゃってください。僕にできることであれば、なんでもしますから」

　今度は茉莉が沈黙した。

（休みの日、なにをしていたの？　どうして連絡をくれなかったの？）

　喉元まで出かかった言葉を、飲み込む。

「……今日のスケジュールは？」

「十時から雑誌のインタビューが一件です。十三時からは提携百貨店で打ち合わせがあり、十八時には本社に戻ります」

「わかったわ。じゃあ八時までに迎えにきて」

「仰せのとおりに」

　綾瀬はほほ笑んだようだ。茉莉は電話を切った。

　そのまま、枕に顔を埋める。

　心臓がうるさい。耳の奥で鼓動が聞こえる。

　茉莉はため息をついた。

「……ばかみたい」

　ふいうちで、ありえないレベルのセクハラを受けたのに。その後二日間、連絡が来なかったのに。

　それでも彼のことが気になって仕方がない。

　その気持ちを自覚し、茉莉は唇を噛む。

「ばかみたい……」

　綾瀬が迎えに来た。春歌に見送られつつ、玄関を出る。

　彼はいつもどおりだった。いつものように茉莉に付き従い、手足となってフォローし、秘書の業務をこなしていく。

　でも茉莉は気づいた。時折、視線を感じることに。

　その視線は、自分の背に向けられていた。

　綾瀬は秘書なのだから、茉莉を見て状況を判断するのは当然だ。けれど、それだけではないような気がした。視線の質が違う。

　振り返ると、綾瀬はなんでもないと言わんばかりの顔で、業務に手を動かし始める。

　彼の視線を感じるたびに、茉莉の頬が熱くなった。

（もう……最悪だわ）

　傍若無人なセクハラ男に、こんな反応をしてしまうなんて。

　茉莉は頭を振る。

（仕事に集中しなくちゃ。雑念を捨てるのよ）

　自分に言い聞かせて、社長業に専念した。

　しかし、インタビューでは記者の質問を聞きそびれ、百貨店の打ち合わせでは、用意してきた資料を間違えた。自分が情けなくて、茉莉は落ち込んだ。

「今日はいつもよりぼんやりされていましたね」

　帰りの車のなかで、ハンドルを操作しつつ綾瀬は言った。気遣う口調だ。

「やはりお疲れなのでは？　明日のスケジュールを見直しましょうか」

「いえ、いいわ」

「しかし──」

「いいって言ってるでしょ」

　綾瀬はミラーごしにちらりと視線を投げかけてきたが、なにも言わなかった。

　車が赤信号にひっかかる。車内に静寂が訪れた。

（なにを考えているのかしら）

　ミラーに映る綾瀬の目は、まっすぐ前を向いている。

　茉莉は彼をじっと見つめた。

　ふと、綾瀬がこちらを見る。茉莉は慌てて目をそらした。

　かすかに笑う気配がする。

「どうしました？」

「べつに、なんでもないわ」

「そういうふうには見えないのですが」

　茉莉は不機嫌を装い、答えない。

「僕のほうを見ていたでしょう？」

「自意識過剰じゃない？」

「見つめられて、ドキドキしたんですよ」

　それはこちらのセリフだ。仕事をしているあいだ、ひんぱんに見つめてきたのは綾瀬ではないか。

「……気のせいでしょ」

　強めに返すつもりが、思わぬ弱々しさになる。綾瀬はそれ以上聞いてこなかった。

　マンションの地下駐車場に入る。時刻は午後八時だ。ほかに人影はない。エンジンが切られて、静かになる。

　茉莉は嫌でもこの前のことを思い出した。意思に反して、鼓動が早まっていく。

（もう、なんなのいったい）

　動揺を隠しながら、シートベルトを外す。綾瀬が運転席から降りて、後部座席を開いた。

「さあ、着きましたよ」

　手を差し伸べてくる。

　けれど茉莉は、どうしてもその手を取れなかった。

「社長？」

　茉莉はうつむいたまま、小さな声で言った。

「……ひとりで降りるわ」

「やはり今日は元気がないようですね。明日のスケジュール、調整します」

「いいって言ってるでしょ。だいたいおかしいのよ」

「おかしい？」

「普通、男の秘書は女の上司に無闇に触らないものなの！　佐田が第一秘書だった頃は、降りるのにいちいち手なんて取らなかったわ。降りるとき以外もそうよ。佐田のモーニングコールはもっと事務的なものだったし、スケジュール調整も、佐田はわたしの体調より仕事の重要度を優先して──」

「わかりました」

　綾瀬がこちらの言葉を遮った。口元には薄い笑みが浮かんでいる。

「よくわかりました」

「なにが」

「社長が、僕を男として意識していることがです」

　茉莉は言葉を失った。かっと頬が火照る。

　綾瀬は小さく笑い、こちらを見下ろした。

「なにか言い返さないといけませんよ」

「わ、わたしは。あなたを意識してなんか」

「僕は再三言っているように、社長を女性として意識しています。だからほかの男の名前を連呼されると、腹が立つ」

　鼓動が波打った。頬の熱がさらに増していく。

「そんなこと、わたしには関係ないわ」

　茉莉は目をそらしてごまかした。すると、ギッと音がして隣に綾瀬が乗り込んでくる。茉莉があわてて振り返ると同時に、彼は扉を閉めた。

「綾瀬──」

「僕をもっと意識してください」

　茉莉は硬直した。息が詰まる。

「いまは僕だけを見て」

　耳元でささやかれて、茉莉は小さく震えた。全身が熱くなる。

　綾瀬が顔を近づけてきた。

　反射的に茉莉は身をひいた。しかし狭い車内では限界がある。すぐに扉まで追いつめられた。

「待って綾瀬、わたし」

「静かに」

　唇に彼の指が置かれて、それから唇が重ねられた。

「……っ」

　鼓動が高鳴った。

　やわらかな感触が、茉莉の唇を何度も味わう。そのたびに茉莉の体はびくりと跳ねた。

　頭がぼうっとしてくる。思考が鈍り、指先から力が抜けていく。

「ん……ふぅ」

　思わず声がもれて、ハッとする。けれど、もう遅い。綾瀬の舌が唇を割った。茉莉の歯列をなぞるように舐めてくる。ぞくぞくした快感が、背すじを走りぬけた。

　抵抗できない。体が言うことをきかない。茉莉はただ受け入れるしかなかった。

　やがて唇が離れていく。茉莉はぼんやりとした頭で、息を整えようとした。

「……あ」

　気づけば、胸のふくらみを彼の手がまさぐっていた。コートの前合わせを割り、カーディガンの上から、ゆっくりと撫でられる。

「だめ──」

「どうして？」

　綾瀬はゆったりとした笑みを浮かべている。けれど暗がりで光る目は、情欲に支配されていた。

「だってわたしたち、社長と秘書で……」

「それがなにか？」

「なにかって……。わたし、あなたのことなんて少しも……、んっ」

　服ごしに乳首をつままれて、茉莉は甘い吐息をこぼした。そのまま優しくこすられ、背すじが甘く痺れていく。

「こんなふうに感じているのに、まだ否定するのですか」

「ちが……、ん……っ」

「違わないでしょう」

　綾瀬は手のひらの部分で胸を揉みながら、指先で先端を刺激する。

「あ……ッ」

「ほら、もう立ってる」

「いや──」

「嘘つきだな」

　綾瀬はカーディガンのボタンを外していく。キャミソールの裾から大きな手を潜り込ませ、腹部の肌を直接撫でた。

「あ……！」

　茉莉は声を上げた。

　その声ごと飲み込むように、綾瀬は茉莉にキスをした。舌を絡ませ、水音が立つほど激しく貪ってくる。

「んぅ……っ」

　苦しくて、でも気持ちよくて、茉莉は鼻にかかった声をもらした。いつのまにかブラのホックが外されて、胸のふくらみを直に撫で回されている。

（やだ、なんでこんな。こんなこと）

　でももうとめられない。茉莉は彼の腕のなかで、されるがままになってしまう。

「ふぁ……っ」

（だめなのに。こんなのいけないのに）

　キスも、胸への愛撫も、綾瀬は執拗だった。執拗に、丁寧に、茉莉の体をとろけさせていく。

「あ……、あん……っ」

　茉莉はいつしか自分からも綾瀬を求めていた。彼を求めて、舌を絡め合う。綾瀬の手が下腹部へ下りていき、スカートをたくし上げてショーツのなかに忍び込んだ。熱く潤む箇所を直に探られて、茉莉はぴくんと反応する。

　綾瀬は小さく笑った。

「濡れていますよ」

「い、言わな──」

「そんなによかったですか？」

　茉莉は必死に首を振る。

「そういうわけじゃ」

「でも、ここはもっとしてほしいみたいですよ」

「あ……っ」

　敏感な芽を摘ままれて、腰が震えた。

「どうしました？」

「な、なんでも……、ない……」

「そうですか」

　指の腹でその粒を転がされる。あまりの気持ちよさに、茉莉の腰がはねた。

「やめ、て……っ」

　彼は刺激をやめない。茉莉の秘所をもてあそぶ。

「あっ、あぁっ……」

「正直に言ってください。もっとここをいじってほしいのでしょう？」

「やだ……言えな──」

「強情だな」

「ひぁッ!?」

　強く擦られた瞬間、視界に火花が散った。達してしまいそうになって、綾瀬の体にしがみつく。

「だめ……！」

「イキそうなんでしょう？　我慢しないでください」

「でも、だって……っ」

「大丈夫。僕に任せて」

　甘い声だ。茉莉はかぶりを振った。秘所を容赦なくいじられて、絶頂が近づいてくる。彼のもう片方の手が、胸のふくらみを揉みしだいた。

（もう無理、耐えられない）

　茉莉はぎゅっと目を閉じた。そのとき、耳元でささやく声がした。

「僕だけを感じて」

「ッ──」

　その声に促されて、茉莉は果てた。全身が痙攣する。

「……ぁ」

　快楽の余韻に浸っているうちに、綾瀬は茉莉のストッキングとショーツを脱がせた。体を抱え上げ、膝の上に向かい合わせで座らされる。

「ま、待って」

　茉莉は震える声で言った。

「待って、こんなところで」

　綾瀬は薄く笑って、スラックスの前合わせをくつろげる。

「あ──」

　張りつめきって、いまにも爆発しそうな彼の欲望を目にして、茉莉は声を失った。恥ずかしくて死にそうだ。真っ赤になった顔をそらす。

　ビニールを開ける音がした。避妊具だろうか。生々しさに、茉莉は体を固くする。

「社長」

　綾瀬の声は優しい。けれどその手は容赦なかった。茉莉の腰を強引に引き寄せると、いきり立った剛直に秘所をふれさせる。

「んっ……」

　茉莉はびくりと肩を震わせた。

「社長」

　また呼ばれる。彼の手が伸びて、頬にふれた。

「俺を見て」

　その声に逆らえない。潤んだ視界に茉莉は恐るおそる綾瀬を映した。彼はほほ笑んでいたが、瞳は熱を帯びている。その熱が茉莉の心を揺さぶった。

　茉莉は無意識に彼を見つめた。綾瀬はこちらを見据えたまま、ゆっくりと茉莉の腰を落としていく。熱い塊が茉莉の体内を押し広げた。

「ひぁ……っ」

　あまりの圧迫感に、息がつまる。茉莉は思わず彼にしがみついた。すると彼の唇が、茉莉のそれをふさぐ。

「……っ」

　舌が絡んでくる。茉莉は夢中でそれに応えた。

（だめなのに）

　その圧迫感は、苦しい一方で途方もない快感を生んだ。

　敏感な襞をあますところなくこすり上げられ、みっしりと満たされていく。呼吸を求め、唇を離した。隘路を割られ、すべてを収められたとき、茉莉は互いの熱い息遣いを感じた。

　視線を交わしあったのち、どちらからともなく唇を重ねた。

「ん……」

　綾瀬はキスをしながら、ゆるやかに腰を動かし始めた。彼の楔でなかをかき混ぜられるたび、甘美な感覚が茉莉の体内に湧き起こる。

「ふぅ……んっ」

　唇が離れる。しかしすぐにまた塞がれた。今度は舌を吸われる。

「あ……ふぅ……ッ」

　茉莉は綾瀬にしがみついた。綾瀬は両腕を回し、茉莉を抱きすくめる。その力強さに、心まで囚われた気がした。

　彼の動きに、力強さが増していく。

「あ……あ……っ！」

「社長……」

　激しく突き上げながら、綾瀬はうめくように言う。

「あなたが好きです」

　茉莉は目を見開いた。

（だめ）

　頭の芯が甘く痺れる。

（いま、そんなこと言われたら）

「や……」

　やめて、と言おうとした。けれど口づけで封じられる。舌を絡ませているあいだも、彼は突き上げるのをやめない。

「んん……っ」

「好きです、社長。……茉莉」

「あ……っ」

　名前で呼ばれて、ぞくりとした。体の奥が甘く疼いて、きゅうっと彼を強く締めつける。

「……ッ」

　綾瀬はかすかなうめき声をもらした。茉莉を抱く腕に力が込められる。律動がさらに早まり、激しさを増した。

「あぁぁ……っ！」

「く……ッ」

　次の瞬間、ふたりは同時に高みへと上りつめた。

「あ──」

　茉莉は声にならない声を上げる。綾瀬の熱を受けとめた瞬間、頭が真っ白になり、意識が飛んだ。




　翌朝茉莉は、モーニングコールより先に目が覚めた。

　カーテンから差し込む朝の光。ベッドサイドの時計を見ると、午前五時になったばかりだ。いつもなら、まだ寝ている時間である。

（どうしてこんな時間に）

　昨夜の記憶が曖昧だ。いつ眠ってしまったか覚えていない。

　昨日は普通に帰宅して……、そう、綾瀬の運転で、いつもどおりマンションに送ってもらったはずで。

　茉莉はのろのろと身を起こした。

　そのとき初めて、ここが自分の部屋ではないことに気づく。

（どこ……？）

　見回すと、ホテルの一室のような室内だった。広い部屋にキングサイズのベッドがあり、その上に茉莉はいた。

（どうしてこんなところに）

　記憶をさかのぼる。

　たしか、マンションの地下駐車場で綾瀬の車から降りようとして、それから──。

「あ……」

　思い出した。

　自分はあの男に抱かれたのだ。

　信じられなかった。まさか自分が綾瀬とあのようなことをするなんて。

　茉莉は蒼白になった。

「どうしよう……！」

「なにがです？」

　右手から声をかけられて、茉莉は飛び上がった。振り向くと、バスローブ姿の綾瀬が立っている。

「なっ、なんでここにいるのよ?!」

「俺もこのシティホテルでひと晩過ごしたからですよ。あなたの隣でね」

　ベッドに腰かけながら、意味ありげに綾瀬は笑う。バスローブのあいだからたくましい胸板が覗いて、茉莉は頬をあからめた。

（そういえばわたし、服──）

　自分を見下ろすと、着崩れてはいるが、昨日と同じ服装だ。

「シャワーを浴びてきたらいかがですか？」

「……ここ、どこなの？」

「シティホテルの一室です。会社までは車で十五分もすれば着きますよ。出勤時間までまだ時間があるので、のんびり過ごしてください」

「のんびりって言われても」

「二度寝しても構わないですよ」

　綾瀬の指が伸びて、茉莉の髪を梳く。茉莉の頬はますます熱くなった。

「ちょっと」

　茉莉は眉根を寄せて、彼の手を払う。

「そういうの、やめてくれる？」

「どうしてですか？」

「だって、まるで恋人同士みたいじゃない」

「恋人同士でしょう？」

　さも当然のように綾瀬は言う。

「違うわ！」

「では、こういうことはもうしません」

　彼は笑みを浮かべたままだ。茉莉は言葉に詰まった。

「でも俺はしたいと思っています」

　甘い声で告げられて、鼓動が跳ねる。

　茉莉の動揺を見計らったように、綾瀬が唇に軽く口づけてきた。

「綾瀬……っ」

「俺のことが嫌いですか？」

　至近距離でささやかれる。茉莉はうつむいた。

「それは」

「俺のことが嫌なら、はっきりそう言ってください」

　鼓動は早鐘を打ち続ける。この場から逃げ出したいくらいだ。

「俺の気持ちを受け入れられないのであれば、二度とあなたの前に姿を現しません」

「え？」

　茉莉は顔を上げた。彼はほほ笑んでいる。

「いつでも解雇してください。それで問題ないはずです」

「問題はあるわ」

　しどろもどろに茉莉は反論した。

「だって、あなたが辞めてしまったらわたしの仕事が回らないもの」

「佐田さんがいるでしょう？」

「それはそうだけど。でも」

　茉莉は綾瀬を必死に見上げた。

「やっぱり綾瀬じゃないとだめなのよ」

「俺の代わりはいないと？」

　こくりとうなずく。すると綾瀬は茉莉のあごを指で上向かせ、ふたたび口づけた。

「ん……」

「社長にこういうことをする秘書でも？」

　唇が離れて、親指でそこをなぞられる。ぞくぞくして、茉莉の目が潤んでいく。それからまた、小さくうなずいた。

　綾瀬は満足げに笑った。

「いい子ですね」

　そのままベッドに押し倒される。唇を奪われて、茉莉は抵抗できなくなった。

　彼の手が剥き出しの胸を覆う。唇が首すじを這った。

「あ……っ」

　肌に直接ふれられ、茉莉は身を震わせた。

「待って、綾瀬」

「なぜ？　昨夜はあんなに悦んでいたのに」

「あれは」

　言いかけた言葉を遮るように、彼が耳元でささやく。

「もう一度見せて」

　濡れた声に、逆らう意志を奪われていく。たくましい体に抱かれながら、茉莉は自分が彼に陥落したことを知った。







４








　とはいえ、公私はきっちりわけなければならない。

　茉莉の会社は、社員同士の恋愛を禁じていない。が、社長と秘書が恋仲となると、いろいろ問題が出てくるだろう。

　だから自分たちの関係は秘密にしておくべきだ。茉莉は綾瀬にそう説明した。

「それもそうですね。秘密にしましょう」

　綾瀬はすぐに了承した。茉莉は念を押す。

「職場でキスしたり、体に触ったりするのは禁止よ」

「わかっています」

　綾瀬はうなずいた。

　けれど彼は、ふたりきりのときなど、人目のないところでキスをしてくるようになった。

「ちょっと、ねえ。やめてってば」

　社長室で、椅子から立ち上がったとたんに口づけられ、茉莉は抗議した。

「やめてほしいのは、俺のほうです」

　綾瀬は真顔で言う。

「仕事中にキスをするのは禁止だと、あなたが言うからいけないんですよ」

「あたりまえじゃない」

「禁止されると余計にやりたくなるでしょう？」

「子どもみたいなこと言わないで！」

　茉莉は憤慨した。

　キスされたせいで頬が赤くなってしまい、外に出られない。

「もう。今夜のパーティーは、綾瀬はお留守番よ！」

「社長のお世話はどうするんです？」

「お世話って。まあいいわ。ひさしぶりに佐田についてきてもらうから、平気よ」

「僕の代わりは務まらないのでは？」

　綾瀬は余裕の表情で見下ろしてくる。

（それは、そうだけど）

　茉莉は悔しくなった。

「だってもし会場で、また綾瀬が突然キスしてきたら困るわ」

「人目は避けますよ」

「でも、顔の赤みはなかなか引かないでしょう？」

　恥を忍んで茉莉は訴えた。綾瀬は一瞬きょとんとしたが、すぐにクスクスと笑う。

「なんだ、そんなことですか」

「そんなこととはなによ」

「いえ。あなたの可愛らしさを、あらためて実感したところです」

　茉莉はさらに顔を赤くした。

（なんなの、この男）

「とにかく、今日はお留守番しててよね」

　茉莉は念を押す。綾瀬はやわらかく笑った。

「はい、わかりました。なにかあればご連絡ください」




　夜七時。都内ホテルのパーティーホールを、茉莉は訪れていた。

　シャンデリアの下、きらびやかなドレスに身を包んだ女性や、上質なスーツを着こなす男性が行き交っている。ほとんどが名のある企業家たちだ。

　茉莉はスーツ姿の佐田を振り返った。

「もう緊張は抜けた？」

「そ、それがまだ。なにしろ社長にお供するのは、ひさしぶりですので」

　佐田はカチコチに固まっている。茉莉は苦笑した。

「大丈夫よ。今日は壁際にいてちょうだい。なにかあれば呼ぶから」

「いえ、ち、ちゃんとお供いたしますです」

　日本語が怪しくなっている。茉莉は佐田をなだめ、壁際にいてもらうことにした。

　会場の中央では、立食形式のビュッフェが始まっている。

　主催者である資産家夫妻の挨拶が終わると、参加者たちはグラスを手に歓談を始めた。

（さて。人脈作りに精を出さなくちゃ）

　茉莉は気合いを入れた。今日の装いは、光沢のあるダークグリーンのドレスと赤のパンプスだ。どちらもフラウリーの商品である。

　まずは、知己の女性社長に声をかけようとしたときだった。

「失礼。あなたは、茉莉さんでは？」

　背後から声をかけられた。茉莉は振り向く。

「あら、あなたは」

　中肉中背の青年が立っていた。年齢は三十代前半だろうか。見覚えがあると思ったら、大企業・番ばん条じょう物産の御曹司だ。

「番条司つかささんですね。おひさしぶりです。お元気でしたか？」

　茉莉は笑顔を作った。実を言うと彼にはいい印象がない。

　社長である父親の威光を傘に着て、わがまま放題している男だからだ。茉莉のモデル仲間も、彼に無理やり口説かれて大変な思いをしていた。

「ええ、もちろん。茉莉さんはあいかわらずお美しいですね」

　茉莉の全身を眺め回しながら、番条は近づいてくる。彼が纏っているのは、ひと目で上質だとわかる三揃えのスーツだ。

「どうもありがとうございます。お世辞でも嬉しいですわ」

　茉莉はよそゆきの笑顔のまま会釈した。番条はデレデレしている。

「いえ、本心ですよ。本当にあなたは綺麗だ。今度ぜひ、お食事でもいかがですか？」

「ありがとうございます。弊社の社員にも、番条さんとお話がしたいと言っている者が多くいます。みんなでお食事しましょう」

　こう言えば、遠回しに誘いを断ったと察してくれるだろう。しかし番条はますます鼻息を荒らげた。

「いや、みんなではなく、ふたりきりで。僕はあなたともっと親密になりたいと思っているんですよ」

「まあ」

　茉莉は目を丸くし、それから心のなかで眉を寄せた。

（こいつ、もしかしてわたしをターゲットにしようとしているのかしら）

　金持ちのボンボンなど、願い下げだ。

（それにわたしにはもう、……相手がいるもの）

　綾瀬の顔が浮かんで、茉莉の頬がほんのり赤らむ。

　するとなぜか番条が興奮ぎみに言った。

「照れていらっしゃるんですか？　そういうお顔も素敵ですね。ますますあなたに惹かれますよ」

「え？　あの」

　戸惑う茉莉に、番条は詰め寄ってくる。

「ねえ、いいでしょう？　今週末にでも、ふたりきりでお会いしましょう。贔屓にしているホテルに、いい料理を出すシェフがいるんです」

「いえ、でも」

　いつもならうまくあしらえるのに、綾瀬の顔が浮かんだせいでリズムが崩れた。その隙に番条が、茉莉の肩を抱いてくる。茉莉はギョッとした。

「番条さん」

「けれどそのレストランはいつも混雑しているんです。だからホテルの一室をリザーブしますよ。そこでディナーといきましょう。最上階のスイートをご用意します」

　番条は、茉莉の耳に唇を寄せてきた。低い声でささやく。

「そのあとは……男女の時間とまいりましょうか」

　そこで茉莉は、冷静さを取り戻した。ふつふつと怒りが湧いてくる。

（最上階のスイートと美味しいディナーで、わたしが買えると思ってるわけ……?!）

　番条はさらに付け加える。

「ひと晩過ごしていただければ、茉莉さんを僕の父に紹介しますよ。我が社のイメージガールとして、ＣＭ契約をお約束できます」

　今度こそ、茉莉はキレた。

「お戯れはそのあたりになさってくださいませ」

　番条の手を払いのけ、ほほ笑む。

「申し訳ありませんが、番条さんのお誘いを受けるわけにはまいりません」

「な、なぜ？　ホテルのディナーが気に食わないのですか？　最高級の部屋とディナーですよ？　それに、ＣＭ契約──」

　断られるとは思っていなかったのか、番条は動揺する。茉莉はルージュを引いた唇の片端を吊り上げた。

「スイートルームも、一流シェフのディナーも、どれも魅力的ですわ。ＣＭ契約も、我が社のプラスになると思います」

「それじゃあ」

「けれどお断りします」

　艶やかな髪を耳にかけながら、茉莉は番条を流し見る。

「あなたご自身に魅力がありませんもの」

　番条は蒼白になった。

「なんだと？」

「ごめんなさい。つい本音がもれてしまいました」

「おまえ……！」

　番条は震えた。だがすぐに、ハッとする。

「そうだ、父だ。そんなことを言って俺を貶めて、番条物産の社長が黙ってないぞ！」

「あら。番条さんのお父さまが、いまの会話となんの関係があるのかしら」

　茉莉の表情に嘲笑が混じる。

「あなたが餌をちらつかせて、わたしをひと晩買おうとしたというだけでしょう？　わたしはそれを、お断り申し上げただけです」

「き、貴様」

　番条の顔が、屈辱に歪んだ。茉莉はさらに畳みかける。

「お父さまに告げ口したければ、どうぞご自由に」

「ばかにするなよ……！」

　番条は、テーブルにあったグラスをつかんだ。そこに入っていた赤ワインを、茉莉にぶちまける。

「っ！」

　顔からドレスの上半身部分が、ワインで濡れた。番条は勝ち誇ったように笑う。

「ざまをみろ。ちょっと見た目がいいからって、いい気になりやがって。成り上がり女め」

　前髪から滴るワインを払い、茉莉は番条をにらみつけた。

「成り上がりにも矜持があります」

　周囲は静まりかえり、茉莉たちのやりとりを、固唾を飲んで見守っている。佐田が慌てて駆け寄った。

「社長、大丈夫ですか?!」

「下がって、佐田」

　差し出されたハンカチを押しのけて、茉莉は一歩前に出た。

「番条さん、わたしにこのような仕打ちをして、ただですむとお思いではないですよね？」

「うるさい。おまえが先に僕を侮辱したんだ。自業自得だろ」

「あくまでわたしが悪いとおっしゃりたいのですね」

　茉莉は番条を見据えた。番条が怯む。

「なんだよ」

「ではこの一部始終を、ＳＮＳに公開します。ほかのみなさんに裁決してもらいましょうか」

「は……?!」

　番条が愕然とした。茉莉は笑みを浮かべる。

「と言ったら、どうします？」

「な、なにをばかなこと。そんなことで、影響が出るわけないだろう」

「そうでしょうか。わたしのフォロワー数をご存知ないのですか？」

「おい、どれくらいなんだ？」

　番条が、社員と思しき男に聞く。男は焦りながらスマホを操作した。

「き、九百万フォロワーです」

「九百万?!」

　番条は目を剥いた。茉莉はほほ笑んでみせる。

「ええ。あなたがお考えになっているより、ずっと影響力があるのですよ」

「くそ」

　番条は青ざめた。

「だが、証拠がない。僕がおまえを口説いた証拠など、どこにも……！」

「証拠？」

　茉莉は両手を広げた。

「証言であれば、この会場の皆さまがしてくださいますわ」

　参加者たちがざわめく。番条は言葉を失い、あたりをキョロキョロと見回した。

　人々は青ざめて、番条と茉莉を見ている。男性は、番条と目があうと気まずげに顔を逸らし、そして女性の多くは嫌悪感をにじませて非難のまなざしを向けた。

　番条はようやく理解したらしい。自分が窮地に立たされたことを。

「ま、待て。僕はなにもしていない。この女が──」

「この女？」

　茉莉は片眉を上げた。番条はぐっと言葉に詰まる。

「この……こちらの茉莉さんが、最初に僕に失礼なことを言ったのです。だから」

「いつまでこの場にいらっしゃるの？　番条さん」

　茉莉は笑った。

「お父さまに告げ口に行くのではなくて？」

「くそ……ッ」

　番条は、悔しげに顔を歪めて踵を返した。その背に向かって、茉莉は声をかける。

「ああ、番条さん。ひとつ言い忘れておりました」

　番条は憎々しげに振り返る。

　茉莉は、彼の目をまっすぐに見つめた。

「わたしの友人たちも、あなたの口説き方には大変迷惑をしておりますの」

　番条の顔が引きつる。茉莉は、ゆっくりと腕を組んだ。

「彼女たちはわたしの大切な友人です。今後同じようなことを彼女たちにしたら、おわかりですね？」

「充分わかった！」

　怒鳴るように言い捨てて、番条は足早に去っていった。そのあとを、番条物産の社員と思しき男たちが慌てたように追っていく。

　茉莉は息をついた。佐田が感動の表情で近づいてくる。

「さすが社長です、かっこいい……！」

「とんだ茶番よ」

　佐田からハンカチを受け取り、濡れた前髪や顔を拭う。

「佐田、車を回してきて。もうお暇するわ」

　そのとき周囲から拍手が沸き起こった。驚いて顔を上げると、周囲の人々が笑顔で茉莉に賛辞を送っている。

「いやあ、いいものを見せてもらいましたよ」

「本当にかっこよかったわ」

「ええ、スカッとしました。わたしも以前、あのお方にしつこくされたことがあって」

　茉莉は戸惑ったが、すぐに艶然とした笑みを返した。

「いいえ、特別なことはしておりません。それよりもみなさま、お騒がせして申し訳ございませんでした」

　一礼し、茉莉は会場をあとにした。




　ホテルスタッフの奨めもあり、茉莉は濡れたドレスから買い取りのワンピースに着替えた。

　それから佐田の運転で自宅マンションに帰り着く。時刻は夜の九時だ。カシミアのコートを羽織り、佐田と共にエントランスに行くと、長身の男性が手持ち無沙汰の様子で立っていた。

「綾瀬？」

　茉莉は目を丸くする。綾瀬はこちらに気づき、ほほ笑んだ。今朝と同じ、スーツ姿だ。

「おかえりなさいませ、社長」

「どうしてここにいるの？　寒くない？」

　茉莉は駆け寄った。綾瀬の笑みに優しさが混じる。

「社長をお待ちしていたのですよ。春歌さんになかに入れてもらおうと思ったら、お留守のようでした」

「春歌は今日、彼の家にお泊まりなのよ。というかあなた、わたしのいないときに、春歌とふたりきりになろうとしていたの？　だめよ、絶対」

「やきもちですか？」

「そんなわけないでしょ！　春歌の身が心配なのよ」

　茉莉はまなじりを吊り上げる。綾瀬は、茉莉の背後にいる佐田に目を向けた。

「お疲れさまです、佐田さん」

「あ、ああ。綾瀬くんも、ご苦労さまだったね」

「いえ。ひさしぶりの秘書業務で、大変だったのではないですか？　あとは僕が引き受けますので、佐田さんはお休みになってください。それ、社長のお荷物ですよね？　お預かりします」

　やわらかく言って、綾瀬は丁寧な所作でショルダーバッグと紙袋を受け取った。ふと、首をかしげる。

「この紙袋、なにが入っているんです？　ビニール袋に包まれているようですが」

　茉莉はどきりとした。このバッグには、濡れたドレスが入っている。ホテルスタッフにクリーニングへ出してもらうこともできたのだが、断ったのだ。

（だって、引き取りに行く時間はないし、会社に送ってもらったりしたら綾瀬の耳にも入るし）

　今夜のことは、綾瀬に知られたくなかった。

　金と権力で簡単に買収できるような、安い女だと思われていたことなど、絶対に知られたくない。

　茉莉は動揺を隠した。

「懇意にしている出席者さまから、いろいろといただいたのよ。ほとんどが化粧品のサンプル品だわ」

「そうなのですか。これほどたくさん、使い切れるのですか？」

「わたしはフラウリーのものしか使わないの。友達にあげたりしているわ。向こうもそれを承知よ」

　茉莉は佐田を振り返る。

「ありがとう、佐田。ここまででいいわ」

「はい」

　うなずいたのち、佐田は小声でささやいた。

「すぐに風呂で体を温めてください。ワインのせいで、冷えているはずです。お風邪をめしたら大変ですから」

「わかったわ、ありがとう」

　茉莉も小声で返した。一礼して去っていく佐田を見送る。

「なんの話をされていたんですか？」

　綾瀬が聞いてくる。

「あとで返礼品を送るから、リスト作りを頼んだだけよ」

　茉莉はごまかした。

「とりあえず、うちに入りましょう。ここは寒いわ」

「そうですね」

　綾瀬はほほ笑んだ。

　エレベーターから降りて部屋に入ると、茉莉はホッと息をついた。綾瀬が不思議そうに言う。

「今日のパーティーで、なにかあったのですか？」

「え？」

「いつもより、お疲れのようだったので」

　茉莉は内心慌てた。

「べつに、いつもと同じだったわ」

「いま着ていらっしゃるワンピース。新しく買ったものですよね？」

（なんで知ってるのよ！）

　まさかとは思うが、綾瀬はこちらのワードローブをすべて把握しているのだろうか。

「ええ、そうだけれど」

　素知らぬふりをして答える。リビングのソファに腰かけた。

　綾瀬は荷物を、フローリングの床に置く。

「とてもよくお似合いですよ」

「ありがとう」

「パーティーに出るには少々地味に見えますが」

　茉莉は言葉に詰まった。たしかに、無地のウールワンピースはパーティーには不向きだ。

「……着替えたのよ、ホテルの更衣室で。ドレスで帰るには、寒い時期でしょ」

「そうですか」

　穏やかに返事して、綾瀬は茉莉の隣に座った。

「それで、どのあたりが嘘なんです？」

「……は？」

　茉莉はあっけに取られる。綾瀬は笑みを深めた。

「佐田さんはなぜ、あなたに早く風呂に入るよう勧めたのですか？」

「聞いてたの?!」

「いえ、聞こえませんでした。口の動きを見ただけです」

　茉莉は絶句した。読唇術まで使えるとは、勘弁してほしい。

「ご安心ください。あなたの唇は小さくて可愛らしいので、少々読み取りにくいです」

「そういう問題じゃないわよ！」

「僕に隠しごとをしても無駄ですよ」

　気まずくなって、茉莉は顔をそらした。

「べつに、隠しごとなんてしてないわ」

「じゃあなぜ僕の目を見られないのですか？」

「それは──」

「僕はあなたのすべてを知りたいのです」

　茉莉の頬が熱くなった。綾瀬はくすりと笑う。

「口の動きを読まなくても、あなたはわかりやすいですね」

「もう、黙って」

　茉莉は顔を赤らめたまま、自分の唇で綾瀬の口をふさいだ。彼は目を見開く。

　しばらくして、茉莉のほうから唇を離した。

「綾瀬が言ったように、今日は本当に疲れているの」

　彼と目を合わせ、ささやく。

「だから、このままベッドに連れていってくれる？」

　綾瀬は形のいい双眸を眇めた。茉莉は綾瀬の首に腕を巻きつける。

（すごく抵抗があるけれど、今夜はこのままごまかしてしまえばいいわ）

　それくらい、番条とのことは彼に知られたくない。

　綾瀬の耳元で、茉莉はささやいた。

「わたしを癒して。綾瀬にしかできない方法で」

　三秒間の沈黙があった。

「わかりました」

　低い声音でつぶやいて、綾瀬は茉莉を抱き上げた。茉莉はどきどきしながらも、ほっとする。

（よかった、うまくごまかせたみたい。あとはその……ベッドの上でコトをすませば、今夜の違和感をすっかり忘れてくれるに決まってるわ）

　そもそも男など、そういう生き物なのだ。そこが愚かなところでもあり、可愛いところでもあって……。

「え？　ちょっと待って」

　横抱きにされた状態で、茉莉はふと気がついた。

「あなた、どこに向かっているのよ？」

「どこって？」

　平然と聞き返す綾瀬は、寝室とは反対の方向に歩を進めている。茉莉は慌てた。

「ねえ、そっちは春歌の部屋なんだけど？」

「春歌さんのお部屋で僕に癒されたいのですか？　社長は特殊なご趣味をお持ちですね」

「ばかじゃないの?!」

　茉莉は暴れた。しかし綾瀬はたくましい両腕でしっかりと茉莉を抱いている。

　果たして彼が行き着いたのはバスルームだった。脱衣所と浴室の扉を行儀悪く足で開けて、広い洗い場に茉莉を下ろす。

「綾瀬、いったいなに──」

　憤慨する茉莉の唇を、熱い口づけが塞いだ。茉莉は目を見開く。

「ん……！」

　キスは深まるばかりで、息が苦しい。綾瀬の片手が動いて、コックをひねる気配がした。熱い湯がシャワーから降り注ぐ。茉莉の長い髪、素肌やワンピースの布地がぐっしょりと濡れていった。

「……ッ」

「たくさん濡れてしまいましたね」

　ようやくキスから解放されたときには、茉莉は息も絶え絶えになっていた。

　シャワーの下から茉莉を抱き寄せて、綾瀬は楽しげに言う。綾瀬のスーツも、茉莉ほどではないが濡れていた。

「素敵なワンピースを、すみません」

　彼の手が背中のファスナーを下ろしていく。抵抗すると片腕で抱きすくめられ、動きを封じられた。茉莉は混乱する。

「ねえ、ちょっと……！」

「あなたが望んだことですよ」

　綾瀬はほほ笑む。

「僕に癒してほしいのでしょう？」

「だってここ、お風呂なのよ」

「あなたの体は冷え切っているらしいじゃないですか」

　ワンピースが濡れた床に落とされる。体を守ろうとする茉莉に構わず、綾瀬はシュミーズも脱がせてしまった。

　ブラの上からこんもりと盛り上がった胸が、バスルームの照明に照らされる。素肌は水滴に濡れ、湯気の立つのなかでなまめかしく映った。茉莉は恥ずかしさに赤面する。

「やめて、わたしはベッドにって言ったのよ」

「ええ。でもあなたは僕に嘘をついた」

　茉莉の頬に、優しい手が添えられる。茉莉は首を振った。

「わたしは嘘なんか」

「なら、どうしてあなたの髪からワインの匂いが？」

　ぎくりとする。

「だって、ワインを飲んだんだもの」

「ごまかすのがヘタですね」

　シャワー音のあいまに、綾瀬の甘い声が響く。

「匂いがするのは髪からで、しかもあなたの前髪は少しだけ濡れていた」

「し、知らない……、んっ」

　綾瀬の指先が、茉莉のうなじを辿った。茉莉は思わず声をもらす。

「まだシラを切るおつもりですか？」

　綾瀬はほほ笑んだ。首すじに唇を寄せる。

「ちょ、っと……」

　茉莉は身をよじる。チリっとした痛みが走って、痕をつけられた。

（この位置だと、服で隠せないじゃない）

「こんなことをして、どうなるかわかっているんでしょうね」

　茉莉は綾瀬をにらみつけた。彼は余裕の笑みを浮かべて、茉莉を抱き締めてくる。

「わかっていますよ。ですが、僕の心配も理解していただきたい」

「心配なんて、する必要ないわ」

　綾瀬がコックを閉めてシャワーをとめる。浴室が静かになった。

「誰にワインをかけられたんですか？」

「気にすることじゃないわ。酔っぱらいのしたことよ」

「あなたを傷つけた相手は、僕が許さない」

　耳元でささやかれて、茉莉はぞくりとする。

「あなたは僕のものだ」

　茉莉の唇に、綾瀬のそれが重なった。茉莉は抵抗できなかった。彼の舌が差し入れられ、情熱的なキスを受けたからだ。

「……ふ、ぁ……っ」

「茉莉。愛してる」

「……っ、ん……！」

　綾瀬は茉莉の体をまさぐりながら、唇から唾液を吸い上げる。茉莉はびくんと震えた。

「ん……、だめ……！」

「どうして？」

「だって……、ここ、お風呂場なのに」

「大丈夫ですよ」

　綾瀬は茉莉の手を取り、自身の両脚の奥に導いた。固い感触に、どきりとする。

「あなたを抱き締めているだけで、こうなったんだ。わかるだろう？」

「あ、あなたって人は……！」

　茉莉は真っ赤になって、彼を押し返そうとした。だが綾瀬はビクともしない。

「この際、ワインの答えはいまじゃなくていい」

「あ……ッ」

　綾瀬の手が、茉莉の太ももを撫でた。茉莉は身震いして、彼に思わずしがみつく。

「あとで佐田さんに聞けばいい話だ。それよりもいまは、あなたを抱きたい」

「ん……、あ……！」

　綾瀬はブラを取り去り、茉莉の胸を揉みしだいた。やわらかな肉に、指が食い込む。快感が生まれて、茉莉の腰が揺れた。

「綾瀬、待っ……、ああ」

「待てるとでも？」

「や、あっ」

　綾瀬は茉莉にキスをしながら、片手で乳房を責めた。

「あなたを僕だけのものにしたい」

「もう……なってるじゃないの」

　潤んだ瞳で、茉莉は必死に綾瀬を見上げた。

「わたしはもう、綾瀬のものだわ」

「違う」

　綾瀬は否定した。茉莉の顎を持ち上げて、顔を覗き込んでくる。

「まだ足りない」

　肉食獣のような強い双眸に、茉莉は息を呑んだ。

「いまのままだと、全然足りない」

「そんなこと──」

　茉莉の言葉を遮って、綾瀬は強引に唇を奪う。

「んん……！」

「好きだ」

　綾瀬は茉莉の唇を塞いだまま、胸をもてあそぶ。ふくらみを揉みしだかれ、先端をいじられて、たまらず声がもれた。

「あぁ……っ」

「可愛いよ、茉莉」

　角度を変えるあいまに、綾瀬は熱っぽくささやく。

　彼のキスは激しかった。呼吸ごと奪われて、舌を吸われて甘噛みされる。

「ん……、んぅ……！」

　溺れそうだ。気持ちよすぎて。

　頭がぼうっとして、気づけば茉莉は綾瀬にしがみついていた。綾瀬は茉莉を引き寄せて、いっそう深く口づける。胸を味わっていた手が下腹に降りて、ショーツのなかに入り込んできた。

「……ッ」

　茉莉は身を強張らせる。綾瀬の指先は、すでに濡れていたそこをなぞってきた。

「シャワーじゃないもので、ずいぶん濡れているようだ」

「い、言わないでよ……！」

　茉莉は恥ずかしさのあまり泣きそうになった。なのに綾瀬の指は、容赦なく茉莉の秘所を責め立ててくる。

「あ、あ……っ」

「すごいな。どんどんあふれてくる」

「言っちゃだめって、言ってるのに……！」

　茉莉は抗議した。綾瀬はくすりと笑う。

「そうか？　なら、これはどうだ」

「や……！」

　茉莉は息を詰めた。綾瀬の太い中指が、茉莉の陰核を擦ったのだ。その刺激に、茉莉は背をしならせた。

「あ、だめ、気持ちい……っ」

　綾瀬はその敏感な突起をこね回してくる。快感に、茉莉は立っていられなくなった。

「は……、あ……、ん」

　崩れそうになる茉莉を抱き締めて、綾瀬は耳たぶを食む。

「もっと気持ちよくしてやる」

「ん……、や……！」

　茉莉は首を振ったが、綾瀬は執拗に茉莉の弱いところをいじめ続けた。やがてべつの指が侵入してきて、茉莉のなかをかき回す。

「あ……、ああ……！」

「ほら、聞こえるだろ？」

　綾瀬は指の動きを速めた。

「ひどい水音だ。いやらしいな、おまえは」

「ちがうわ」

　茉莉は息も絶え絶えに否定する。

（おまえってなによ、おまえって！）

　だんだん綾瀬のバケの皮が剥がれてきた。よりによって、こんな状況で。

「なにが違うんだ？」

「ひゃ……！」

　突然強く最奥をえぐられ、茉莉は悲鳴を上げた。

「ほら、またあふれてきた」

「あ、ん、ん……っ」

「締めつけてくる。もっと欲しいんだろう？」

　否定する力も奪われていく。あまりの気持ちよさに、茉莉は体を震わせ喘ぐことしかできない。

　綾瀬は指を増やし、茉莉のなかを蹂躙する。指先で内壁をひっかくようにされて、茉莉は悶えた。

「や……、あ、あん……っ」

「は……キツいな」

　綾瀬は陰核と内壁を同時に愛撫してきた。茉莉は快感に震える。

「ああ……っ」

「一緒にされるのが好きなのか」

「ん……、ん……っ」

　茉莉は首を振った。だが綾瀬の指はとまらない。

「あ、だめ、もう……ッ」

「イきそうか？」

　聞きながら、綾瀬は指の動きを大胆にしていく。茉莉のなかで、快感が大きくうねった。

「あ、あぁ……！」

　茉莉は綾瀬に抱きつき、絶頂を迎えた。綾瀬の肩に顔を埋めて、小刻みに震えている。

「可愛かったよ」

　綾瀬は優しく茉莉の髪にキスをした。そして抱き締めたまま、茉莉の片脚を抱え上げる。

　いつのまにか綾瀬はスラックスの前を開けていた。猛ったものを茉莉の秘所に押し当ててくる。

「や……、待って。まだわたし」

「待つかよ」

　綾瀬はいっきに茉莉を貫いた。

「あぁ……！」

　喉を反らす。太く硬い質量に、体中が歓喜した。

　茉莉は綾瀬にしがみつく。彼は茉莉を抱き締めながら、荒々しく突き上げてきた。

「あ、あ……！」

「茉莉──」

　綾瀬は茉莉の体を揺さぶりながら、何度もキスをする。茉莉は彼の首に腕を回し、必死にそれに応えた。

「あ、あん……ッ」

「っ……、すごいな」

　綾瀬は苦笑して、茉莉の唇を貪る。

「この前以上に、締まる」

「や……、あ、あ……！」

「俺に抱かれるのが、そんなに嬉しいのか？」

「ちが……」

　茉莉は涙目で否定したが、綾瀬は意に介さない。

「素直になれよ」

「あ……！」

　綾瀬は抽挿を速めてくる。熱い快感に襲われて、茉莉の視界がまたたいた。

「なかが痙攣してるぞ。もう限界か？」

「だ……って、こんなにされたら、またすぐにイ……っ」

「何度でもイけばいい」

　綾瀬は茉莉をさらに突き上げた。茉莉はたまらず声を上げる。

「ああぁ……ッ」

「茉莉、可愛いよ」

　綾瀬は茉莉の髪を撫でた。茉莉は彼にすがりつく。

「あ、もう……っ」

　綾瀬は笑んで、より大きく腰を動かし始めた。茉莉は綾瀬に抱きついて、ひたすら彼に翻弄される。

「あぁ……！」

「ほら、茉莉」

　綾瀬は茉莉の耳元でささやきかけた。

「イけよ」

　より強い突き上げがくる。茉莉はびくんと跳ねて、達した。

　綾瀬の腕のなかで、脱力する。彼もまた動きをとめて、茉莉を抱き締めてくる。

「茉莉」

　綾瀬は茉莉の唇を奪った。舌を絡ませて、互いの唾液を交換する。

「ん……」

　茉莉は息苦しさに眉根を寄せたが、綾瀬の口づけから逃れられない。やがて気持ちよさが勝ち、彼のキスに夢中になってしまう。

　綾瀬は茉莉の唇を堪能しながら、胸をもてあそんできた。大きな手で包み込むようにして揉みしだかれ、先端を摘まれる。

「んん……！」

　茉莉は身をよじった。その反応を楽しむかのように、綾瀬は執拗に胸を責め立てる。

「こうやって胸を可愛がると、おまえのココも締まる」

　まだなかにある剛直が、茉莉の体を揺さぶった。

「あ……っ」

　綾瀬は茉莉の胸を嬲り続けている。そのたびに、茉莉のなかがキュッと綾瀬を締めつける。

「っ……、最高だ」

　綾瀬は熱くささやいて、茉莉の耳を噛んだ。茉莉はぞくりと身を震わせる。

「あ……、ん……！」

「まだ足りないんだろ？」

　色香に濡れた声を流し込み、綾瀬は茉莉のなかから自身を引き抜いた。

「あ……」

　突然の喪失感に、茉莉は切なげな吐息をもらす。綾瀬は小さく笑って、スーツのポケットから避妊具のパッケージを取り出した。それから茉莉の体を反転させる。

「壁に手をつけ」

　そう言って、綾瀬は茉莉の腰をつかむ。茉莉は我に返った。

「ち、ちょっと待って」

「おとなしくしてろ」

　綾瀬は強引に茉莉を引き寄せ、うしろから自身を挿入してくる。

「あぁ……っ」

　熱い快感に襲われた。茉莉はとっさに壁に両手をつく。

「ほら、またいやらしい蜜があふれてきた」

「あ……、んん……っ」

　ゆっくりと腰を前後させながら、綾瀬はささやいてくる。

「どうしてほしい？」

「や──」

「言えよ」

　ぐっと最奥まで突かれて、茉莉は悲鳴を上げた。綾瀬は容赦なく茉莉を責め立てる。

「あ、あ……っ！」

「言え。どんなことでもしてやる」

　体の奥が熱く疼き、綾瀬のものをきゅうっと締めつけてしまう。綾瀬は息を詰めた。

「っ、凄いな」

「や……、だめ……っ」

　茉莉はかぶりを振った。

「だめじゃないだろう？　おまえはこういうのが好きなんだ」

「ちが……っ」

「なにが違う？」

　綾瀬は茉莉の腰を強くつかんだ。そのまま激しく打ちつけて、茉莉の感じる箇所を蹂躙する。

「あぁ……ッ」

「激しくされたいんだろ？」

　茉莉は首を振ったが、綾瀬は執拗に茉莉のなかをかき回した。手を伸ばして、敏感な陰核を指でこね回す。

「ひぁぁ……！」

「また締まった」

　綾瀬は笑んだ。茉莉のなかを突き上げる。

「こんなふうにして、よく言う」

「あぁ……！」

　茉莉は背中を反らせた。綾瀬は茉莉のお尻をつかみ、さらに奥深くへ突き入れようとする。

「や……、あ……っ」

「もっと欲しいか？」

「ん……っ」

　体が快感に支配され、頭が朦朧とした。茉莉は無意識にうなずく。綾瀬は満足げに微笑した。

「素直になったな」

　そう言って、綾瀬は抽挿を再開した。今度はゆっくり抜き差しを繰り返す。焦らすような動きに、茉莉は泣きそうな声で訴えた。

「ねえ、綾瀬……っ」

「どうした？」

　綾瀬は笑む。意地悪だと思ったけれど、いまの茉莉にはどうにもできない。

「お願い……、もう」

「もう？」

「あぁ……！」

　綾瀬は茉莉の弱いところを刺激してきた。茉莉はたまらず声を上げる。

「もう、なんだ？」

「あ……、もう、イかせて、おねが……っ」

「いい子だ」

　綾瀬は笑んで、茉莉の腰をうしろから抱えた。抽挿を速める。

「あぁ……ッ！」

　茉莉は大きく喘いだ。壁についた手で必死に体を支え、激しい快楽に耐える。

「あぁ……、あ……！」

「は……、いいぞ、茉莉」

　背後で、綾瀬は余裕の笑みを浮かべている。茉莉は涙目で彼を振り返った。

「綾瀬……、ねえ、一緒に──」

　綾瀬は茉莉の顎をつかんで、唇を奪う。舌を絡ませながら、腰の動きを早めた。

「あぁ……ッ」

「く……！」

　綾瀬は茉莉の腰を抱え直すと、よりいっそう強く腰を打ちつける。茉莉はいっきに絶頂に駆け上がった。直後綾瀬が耳元で低くうめき、抱き締めたまま身震いする。

「ああ……茉莉」

　熱い息をこぼしながら、綾瀬は茉莉の唇を奪ってきた。

「ん……」

　口づけながら、綾瀬のものが体内から引き抜かれる。彼のほうを向かされて、両腕で抱きすくめられた。

「茉莉」

　綾瀬は茉莉の頬にキスをして、また唇を重ねる。

「愛してる」

　彼は茉莉の髪に顔をうずめた。その声は甘く優しい。

　茉莉は安心感と心地よさに包まれながら、目を閉じた。







５








　その夜、カイは佐田に電話をした。

　茉莉はすぐそこのベッドで眠りこけている。ここは彼女の部屋だ。あのあとカイは、茉莉を寝室に引き込んでまた抱いた。だから茉莉は全裸でふとんのなかにいて、自分はスラックスをはいただけの格好だ。

　今日のパーティーで起こったことについて、言い渋る佐田を適当に転がして詳細を聞き出す。礼を言って電話を切った。

　それからベッドに腰かけて、茉莉の髪を撫でる。

「茉莉」

　カイは彼女の名前を呼んで、唇にそっと自分の唇を重ねた。

「ん……」

　茉莉は小さく身を震わせて、かすかに吐息をもらす。

（番条物産の長男か）

　怒りが込み上げてくる。佐田と電話の最中、キレ出さなかった自分を褒めたい。

　やはり、ついていくべきだった。

　佐田ではだめだ。彼は茉莉のうしろにまわって、フォローすることしかできない。

　しかし──番条？

　どこかで聞き覚えがある。会社名ではなく、横つながりの人脈で……。

　そうだ。思い出した。

（あいつだ）

「……ん」

　茉莉がもぞもぞと動いた。目が覚めてしまったらしい。

「悪い。起こしたな」

　カイはもう一度茉莉の頭を優しく撫でる。それから立ち上がって、茉莉を見下ろした。

「すまないが、今日は帰るよ」

「え？　もう？」

　茉莉は慌てて身を起こした。カイはほほ笑む。

「ああ。急用ができたんだ」

「ふうん」

　茉莉はむすっとした。カイは尋ねる。

「さびしいのか？」

「そんなわけないでしょ！」

　言うと思った。笑いを噛み殺しながら、カイは茉莉の額に軽くキスを落とす。

「じゃあ、行くから」

「うん……。明日も迎えにくるんでしょ？」

「ああ。寝坊するなよ」

　軽くうしろ髪を引かれながらも、カイは部屋を出た。エレベーターに乗り込む。

　スマホを取り出して、とある番号を呼び出した。

「もしもし、俺だ」

「ああ、どうした？」

　気だるげな紘也の声が返る。もしかしたら寝ていたのかもしれない。

「ひとつ確認したいことがある。金かな原はら鉄てつ士しって覚えてるか？」

「あの半グレか」

　そこで紘也は苦笑した。

「まあ、俺も似たようなものだがな」

「そいつだが、番条物産の御曹司とつるんでいるという噂がなかったか？」

「ああ、あったよ。それがどうかしたか？」

「裏を取りたい」

「わかった。少し待ってろ」

　電話が切れる。カイが車を走らせ、自宅マンションの地下駐車場に停めたとき、スマホが鳴った。

「金原鉄士について、裏が取れた」

　紘也だ。あいかわらず仕事が早い。

「カイの言うとおり、いまは番条物産の御曹司、番条司つかさの金魚のフンをしているらしい」

「ばかな坊ちゃんだな。半グレなんぞを連れ回すなんて」

　カイはシートを下げて脚を組んだ。

「なあ、カイ。金原のことを調べてどうするんだ？」

「少しな」

　短く答える。電話の向こう側で、紘也が息をついた。

「おまえはもう足を洗ったんだから、へたに関わるなよ」

「おせっかいだな、おまえは」

「そうかもしれないが……。ただ、やつらの評判はかなり悪い」

　紘也は声を低めた。

「番条の金で、好き放題やってるようだ。バーのＶＩＰルームに女を集めて、酒だのクスリだの。その室内では男女問わず、毎晩のように怪我人が出るらしい」

「へえ」

「好みの女をむりやり連れ込むような、犯罪まがいのこともしているという噂だ。目をつけられた女は毎回泣き寝入り。胸くそ悪い話だよ」

「なるほどね。なあ紘也、もうひとつ聞きたいんだが──」

　ふと、カイは口をつぐんだ。視線を横に流す。そこに、ひとりの男が立っていた。

　男は剣呑な目つきでこちらをじっと見つめている。咥えタバコに、オレンジに染めた短髪と、白いダウンジャケットにダボついたジーンズ。見るからに素行の悪い男だ。年齢は、カイと同じくらいだろう。

　カイはこの男を知っていた。金原鉄士。さきほどから話題に出ている男だ。

「どうした、カイ？」

　紘也が聞いた。カイは車のエンジンをとめる。

「悪いが、切るぞ」

「え？　おい──」

　通話を切って、車を降りた。

「よう」

　金原は馴れなれしく片手を上げる。口元には感じの悪い笑みが浮かんでいた。

　地下駐車場にはほかに誰もいない。カイは腕を組み、車に背をもたせる。

「なんの用だ？」

「あんたに話があるんだよ」

「最後におまえと会ったのは十年前くらい前だったか？」

　カイは笑んだ。

「十人がかりで俺と紘也に襲いかかってきて、逆にボコボコにされたんだったな」

「うるせえよ」

　金原は舌打ちをして、カイをにらみつけた。

「俺はあのころとは違う」

　カイは肩をすくめる。

「で、なんの用だ？」

「おまえ、フラウリーの女社長の秘書をしているんだってな」

　金原はカイの全身を眺め回した。

「スーツなんか着やがって」

「俺もあの頃とは違うんでね」

「嫌味なやつだ」

　金原はタバコをアスファルトに捨てた。

「足を洗ったとは聞いてる。この際、昔の遺恨は水に流そうぜ」

　彼は愛想笑いを浮かべる。

「折いって頼みがあるんだ」

「断る」

　カイは即答した。

「は？」

「どうせくだらないことだろう」

　吐き捨てるように言う。金原の顔が歪んだ。

「てめえ……」

「話は終わりだ」

「ちょっと待てよ」

　立ち去ろうとする肩を、金原がつかんだ。

「俺の話は聞いておいたほうがいいぞ。これは忠告だ」

　カイは鋭い目つきで振り返る。

「忠告だと？　おまえが、この俺に？」

　金原は一瞬怯んだが、すぐに気を取り直した。

「女社長を、明日の夜、指定の場所に連れてこい。とあるバーだ」

　カイは鼻で笑う。

「やはりくだらないじゃないか」

「素直に連れてこれば、コトは穏便にすむ」

　低い声で金原は言う。

「拒絶するなら、べつの手段を取らなきゃならない。わかるよな？」

「脅しのつもりか？」

　カイは笑みを浮かべる。凄みのある声で告げた。

「番条の飼い犬が」

「なんだと？」

「調子に乗るなよ」

　カイは金原の胸ぐらを乱暴につかみ上げた。

　金原がうめく。カイの拳が、彼の鳩尾に深々と埋め込まれた。

「うぐ……っ」

　カイは相手の体を突き放す。金原はよろめき、数歩あとずさった。

「てめえ……！」

　怒りで顔を真っ赤にして、カイに向かってくる。殴りかかってきた右拳を、カイは左手で受けとめた。

「なっ……」

　金原は驚きの表情になる。カイは彼をにらみ据え、もう片方の拳で金原の左頬を殴りつけた。金原は見事に吹っ飛んで、駐車場を転がる。

「くそ……ッ」

　なんとか起きあがろうとする金原を蹴り倒し、腹部を踏み締めた。金原は苦痛に顔を歪める。

「や、めろ──」

「七原茉莉は俺の女だ」

　金原は愕然と目を見開いた。

　カイは靴底に力を込める。金原は苦悶の表情になった。

「お、女って。そんなこと、聞いてな……」

「ばかな飼い主にも伝えておけ」

「わ、わかった……。だから、もうやめてくれ……頼むよ」

　カイは金原から足をどける。彼は腹部を押さえながら立ち上がった。逃げるように走り去る。

　ため息をつき、スーツのポケットからカイはスマホを取り出した。履歴から番号を呼び出す。二コール目で紘也が出た。

「カイ、さっきはいったいなんだったんだ？」

「質問がある」

　不穏な雰囲気を感じ取ったのか、紘也は一瞬口をつぐんだ。

「……なんだ？」

「番条司が出入りしているバーを教えろ」




　翌日の夜十時。

　カイは茉莉をマンションまで送り終えたのち、スーツ姿のまま都内のバーに向かった。繁華街の雑居ビルの地下一階である。

　店内はさほど広くなく、薄暗い。間接照明が控えめに光るなか、派手な格好をした女や、柄の悪い男たちが、そこかしこにたむろしている。

　カイはカウンターチェアに腰かけた。マスターに注文する。

「マティーニを」

「はい」

　カイは店内に視線を走らせた。右手の奥に、通路が続いている。その先にＶＩＰルームがあるはずだ。

　しばらくして、グラスが運ばれてきた。カイはひと口飲む。

「ねえ、あなた」

　甘い声が聞こえた。視線を向けると、二十代半ばの美女が笑いかけつつ隣のスツールに腰かける。

「ひとりなの？」

「ああ」

「じゃあ、わたしと一緒に飲まない？」

「いや」

「どうして？」

　女は色っぽい仕草で視線を送ってくる。カイはほほ笑んだ。

「あいにく仕事中なんだ」

「仕事？　あなた、なにをしている人？」

「サラリーマンだよ」

「お仕事中なのにお酒を飲むなんて、悪い人」

　女はいたずらっぽく笑んだ。

「でもそういう人、好きよ」

「そうか」

「あなた、とってもカッコいいわ。お名前を教えてくれる？」

　カイはマティーニを口に含む。そのとき、ＶＩＰルームに通じるドアが開いて、男がふたり出てきた。

「おい、行くぞ」

「へーい、鉄士さん」

　偉そうにしているのは金原鉄士だ。カイは顔を伏せて気づかれないようにした。しかし金原は、カイの隣にいる女に気を引かれたようだ。

「なあ、あんた。今夜暇か？　俺らと遊ぼうぜ」

「ごめんなさい。これから約束があるの」

　女は平然と答える。

「へえ、どんな？」

「秘密」

　金原は鼻白んだ。

「まあいい、あんたはあの人の好みじゃなさそうだしな。もっとクールな感じがお好みなんだ。そう、モデルの茉莉みたいな」

　金原の手下と思しき、若い男が口を挟んだ。

「茉莉みたいな女なんてそうそういませんよ。どうするんスか、鉄士さん」

「外に女を見繕いに行く。司さんのご機嫌を損ねるわけにはいかないからな。ったく、いっそのこと茉莉を拉致ってやろうか」

　せせら笑いながら、手下を引き連れて鉄士はバーを出ていった。

「ああいうの、嫌になっちゃう」

　女がため息をつく。

「最近よく来るのよ、あのグループ。奥の部屋で、悪いコトして大騒ぎしているみたい。マスターもグルなのか、見て見ぬ振りだし」

「へえ」

「あんなのに関わりたくないわ。ねえ、あなた。べつのところで一緒に飲み直さない？」

　女はそう言って、カイに流し目をくれる。

「あなた、とっても素敵だもの」

「ありがとう」

　カイはほほ笑んだ。

「光栄な申し出だが、俺には大切な人がいるんだ。すまない」

「あら残念」

　女は軽く肩をすくめる。

「まあ、あなたみたいな男に女がいないなんて、ありえないわよね」

「俺はまだここに残るけれど、きみが店を出るのには賛成だ。早めにほかの場所に移ったほうがいい」

　カイは席を立った。女は首を傾げる。

「なぜ？」

「少し騒がしくなるからだ。マスター」

　カイは女から離れ、四十がらみで渋い雰囲気のマスターを呼んだ。

「はい、なんでしょう」

「申し訳ないが──」

　紙幣を何枚かカウンターに置きつつ、カイは言う。

「これから店で起こることについて、先に謝っておく。だが、どうやらあんたも同罪のようだな」

「は？」

　マスターは目を丸くした。まじまじとカイの顔を見たのち、ハッと顔を青くする。

「お、おまえ、綾──」

「今夜のことは大ごとにしないほうがいい。ここのケツ持ちが、あんたを守ってくれるとは限らない。へたな手を打つと、制裁を喰らうのはあんたのほうだ」

　マスターは震え上がった。カイはカウンターをあとにし、ＶＩＰルームに向かった。

　足をとめ、扉の前に立つ。室内からは、男たちの下卑た笑い声が響いていた。

　ノブを回す。鍵はかかっていない。ノックもなしに扉を開けると、一斉に視線がこちらに集まった。

「なんだ、てめえ？」

「おい、だれだよこの男」

　カイはそれらを無視し、部屋のなかを見回した。室内は十畳ほどの広さだ。紫煙がたなびき、アルコールのにおいが充満している。

　鉄士の手下と思しき、四人の若い男がコの字型のソファに大股びらきで座っていた。彼らのあいだを埋めるのは、冬だというのに露出度の高い服を着た若い女性たちだ。いや、露出度が高いどころか、ほとんど半裸の状態で男たちにしなだれかかり、肩を抱かれている。

　そして中央に座るのが、ひときわ身なりのいい青年である。ひとりだけスーツを纏い、怪訝な顔でこちらを見つめる男──番条司だ。

　彼の両脇にも若く美しい女が侍っている。右側の女は十代に見えるほど若く、顔つきは明らかに怯えていた。腰が引けているのに、番条は無理やり抱き寄せて、もう片方の手で剥き出しの乳房をつかんでいる。

「おい、聞いてるのかよ？」

　一番端に座っていた男が立ち上がり、カイに詰め寄った。

「勝手に入ってきてんじゃねえぞ」

　唐突に、男はカイの胸ぐらをつかみ上げる。カイは冷たい目で男を見下ろした。

「手を離せ」

「ああ?!」

　次の瞬間、男の体が宙に浮いた。同じように、カイも男の胸ぐらをつかみ、持ち上げたのだ。身長差と腕力のなせる技だった。男は蒼白になり、カイから手を離した。

「お、おまえ、なに──」

　カイは男を床に投げつける。背中から衝撃を受けて、男は悲鳴を上げた。

「ぐあっ」

「マサ！」

「てめえ、やってくれたな！」

　残りの三人が同時に立ち上がり、襲いかかってくる。カイは眉ひとつ動かさないまま、そのうちのふたりを昏倒させた。

　女たちは悲鳴を上げる。ひとりの手下と番条は愕然とした表情になった。

「な、なんだこいつ……」

「おい、なにやってる！」

　番条は叫んだ。

「さっさとあいつを倒せ！」

「で、でも司さん、あいつどっかで」

「役立たずが！　鉄士はどうした。鉄士を呼べ！」

　手下は慌ててスカジャンからスマホを取り出す。そのとき扉が開いて、金原鉄士ともうひとりの手下が現れた。

「え？　いったい、なに……」

　目の前の惨状に、金原たちはぼう然とする。やがて金原は、怒りの形相を浮かべた。

「てめえ、やりやがったな」

　冷たい表情でカイは金原を振り返る。手下が慌てて扉を閉めた。

「おい。なんか言えよ」

　金原はカイに詰め寄る。カイは無言だ。金原は舌打ちし、懐から光るものを取り出した。刃渡り十五センチほどの、ゴツいサバイバルナイフだ。

　しかし彼もカイの敵ではなかった。突き出されるナイフをかいくぐり、金原の顎に拳をめり込ませる。

　金原は白目をむいて倒れ込み、動かなくなった。

　残りの手下ふたりも、カイはあっさり倒していく。

「な、なんだきさまは……！」

　全身を震わせながら、番条が言った。残るは彼ひとりだ。

　番条の腕に囚われたまま、女が涙目ですがるように言う。

「助けてください……っ」

「うるさい、黙れ！」

　癇癪を起こし、番条が女を殴る。彼女は短く悲鳴を上げて、ソファにぐったりと倒れ込んだ。気を失ったのだ。

「クズが」

　カイは低く吐き捨てる。番条のこめかみがぴくりと引きつった。

「なんだと？　いま、なんて言った」

　番条はよろけながらも立ち上がる。カイに対する恐怖で、両脚が震えているようだ。

「クズはおまえだろうが。底辺のネズミめ……！」

　引きつった笑いを貼りつけながら、番条は叫ぶように言う。

「おまえらの欲しいものはわかってる。金だろ？」

　カイは侮蔑に満ちた双眸で、番条を冷たく見返したままだ。

　番条は声高に続けた。

「俺の犬になるなら、金をくれてやる」

　番条の目は血走っている。カイの口元に、嘲りの笑みが滲んだ。それに気づかず、番条は続ける。

「鉄士の代わりに飼ってやるよ。どうだ、いくら欲しい？　底辺のクズが」

　次の瞬間、カイは床を蹴っていた。番条には、悲鳴をあげるひまも与えなかった。

　番条をソファに押し倒し、馬乗りになる。そのまま首を締め上げた。

「ぐぅ……ッ！」

　番条の顔が苦しさで赤くなる。彼はなんとかカイの腕を引き剥がそうとした。だがカイの力のほうが強く、敵わない。

　両手で首を締め上げたまま、カイは番条に顔を近づけた。ドスの効いた声でささやく。

「茉莉にワインをかけたのはおまえだろう？」

　番条は目を見開く。カイは両手にさらに力を込めた。

「や、やめ……息が」

「今後いっさい、彼女に近づくな」

　番条は目を白黒させている。

「聞こえなかったか？」

　カイの問いに、番条は必死でうなずいた。その目にはすでに、先ほどまでの傲慢さはない。

「わ、わかっ……。わかった、から、離し……」

　番条は息も絶え絶えに言う。

　ようやく手を離すと、番条は激しく咳き込んだ。喉を押さえ、青い顔でソファに丸くなる。

　カイは立ち上がった。番条は恐怖に満ちた目で、カイを見上げる。

「お、おまえ……。おまえ、いったい何者だ……？」

　カイは彼を一瞥する。それから無言で部屋を出た。

　店内に客はひとりもいない。みな逃げ出したのだろう。カウンターにいたあの女の姿もなかった。ただひとり、マスターだけが蒼白の顔で突っ立っている。

　カイはマスターに告げた。

「葛か西さいさんに連絡しろ」

　マスターはびくっと体を震わせる。

「な、なんでその人のことを、知って」

　葛西とは、このバーのケツ持ち──用心棒まがいの役割を担っている暴力団組織の、幹部の名だ。

「俺の名前を出していい。後処理は葛西さんに任せるが、あの部屋にはおそらく未成年の少女がいる。そう伝えろ」

「は、はい……！」

　マスターは、カウンターのなかにある電話に飛びついた。カイは振り返りもせず、バーを出た。




「く、そ……」

　ひどい状態になったＶＩＰルームで、金原は横たわったまま爪で床をかきむしった。

「くそ、ちくしょう、あの野郎。綾瀬の野郎……！」

「綾瀬って……あの男の名か？」

　咳き込みながら、番条がよろよろと身を起こす。

「あいつはいったいなんなんだ」

「綾瀬は……、あいつは」

　床から起き上がれないまま、悔しげに金原は言った。女たちはとっくに逃げ出したあとだ。ただひとり、ソファで気を失っている若い女だけが残っている。

「綾瀬カイは、ここから北にあるビアガーデンの跡地を根城に、若い奴らを束ねていた野郎です。半グレ集団のリーダーってやつです。やたらと腕が立って、頭も回るし……金策もうまいし。それで、暴力団の幹部にも気に入られて」

「なんだと？」

　番条の顔色が変わる。

「暴力団？　そんなにヤバいやつなのか？」

「あいつは組には入ってないです。生意気にも、スカウトを断りやがった。それなのに、幹部はあいつを可愛がった。何か月かまえに、あいつが半グレから抜けたいって……一般人として生きたいと言ったときも、その幹部はたしか、葛西って名前だった。そいつが綾瀬のために骨を折ったらしいです。つながってる刑事に、綾瀬の履歴を綺麗にしてもらったって。だから綾瀬はいま、まっとうに生きてる……」

　金原は悔しげに、奥歯を噛み締める。

「ちくしょう、なんであいつばっかり……！　司さん、このままでは引き下がれないですよね?!」

　腕に力を込めて、金原はようやく身を起こした。番条に、必死の形相で訴える。

「やられたままでは、番条物産の名折れです！　報復しましょう！　めちゃくちゃにしてやるんです。綾瀬だけじゃなく、やつの女も！」

「その組の名前は、なんだ？」

　かすれた声で番条は聞いた。

「綾瀬のバックについている組の名は？」

「それは」

　金原は言葉に詰まった。

「……神かみノの城じょう組、です」

　今度こそ、番条の顔が蒼白になる。全身が小刻みに震えた。

「なんでそれを、先に言わない。関東一円を牛耳る大組織じゃないか！」

「けど、このままやられっぱなしでは」

「おまえは、ばかか！」

　番条は一喝した。

「綾瀬にはこれ以上手を出さない。やつの女も同様だ。ああくそ、父さんに連絡しなくちゃ」

　番条はイライラとスマホを取り出した。金原は肩を落とす。

「司さん、あの……」

「おまえはもういい」

「え？」

「もういい、俺の前から失せろ。二度と顔を見せるな」

「そんな……！」

　金原には構わず、番条は父親と通話し始める。金原はぼう然とした。




　夜の繁華街を歩き、路上の駐車場に停めた車に向かう。真冬の風が白い息をさらった。

　クズを殴っても、気が晴れるどころかイラつきが増すばかりだ。

　これでやつらも、茉莉に手出しはしてこないだろう。当初の目的は果たされたのだから、もう考えないようにしたい。

　カイは車に乗り込んだ。エンジンをつけたところで、外から窓をコンコンと叩かれる。

　振り向いて、驚いた。茉莉だったからだ。なんだか不服そうな顔をしている。

　カイは助手席側のロックを解除した。茉莉はドアを開けて乗り込んでくる。

「茉莉、どうしてここに？」

　彼女はロングコートにマフラーを巻き、サングラスをつけた格好だ。不機嫌そうに言う。

「綾瀬に何度も電話したのよ？」

「俺に？」

　スマホを確認すると、たしかに着信が二件ある。時間帯は、バーで乱闘騒ぎを起こしていたときだ。

「悪かった。立て込んでたんだ」

「それなら仕方ないけれど」

「おまえのほうは──」

　言いかけて気づいた。秘書モードが抜けている。

　いまさらだ。カイはシートベルトを締めながら言う。

「こんな遅い時間にひとりで繁華街をうろつくな」

「だって、仕事で急用ができたんだもの。いまはその帰りよ。コンビニでお茶買ってきたところ。そもそも、電話に出ない綾瀬が悪いんじゃない」

「佐田さんは？」

「まだ会社よ。残業してるから、頼むのも悪いでしょ？」

　そういえば今日、秘書課のひとりがトラブルを起こして彼が対応していた。

「あの人は、そういうことは気にしないだろ」

「わたしが気にするの」

　茉莉は言って、ペットボトルの蓋を開けた。中身を口に含む。

「綾瀬も飲む？」

「いや、俺はいい」

「あなたこそ、こんなところでなにしてたの？」

　カイは一拍置いた。それから身を乗り出して、茉莉の唇に口づける。茉莉は目を見開いたまま固まった。顔を離すと、顔を真っ赤にする

「い、いきなりなにするのよ！　誰かに見られたら」

「確認した、誰も見てない。──このあたりによく行くバーがあるんだ。そこでひとりで飲んでたんだよ」

「ふうん。どうせ逆ナンでもされてたんでしょ」

　茉莉は拗ねているようだ。その横顔も、たまらなく可愛い。

「なあ、茉莉。いまから少し出かけないか？」

　茉莉は拗ねたままこちらを見る。

「どこに行くの？」




　ホテルの扉を閉めた直後、カイは茉莉をうしろから抱き寄せた。あごをつかみ、唇を奪う。

「ん……っ」

　茉莉は目を閉じる。カイは彼女の髪を撫でながら、舌を差し入れた。茉莉の肩がぴくんと跳ねる。

　彼女を壁際に追いつめ、甘い唇を貪った。そのあいだに彼女のコートを床に落とし、スカートの裾から手を入れて太ももを撫でる。

　カイの手をとめようと、茉莉は慌てて彼の腕をつかんだ。

「待って、シャワーを」

「必要ない」

　カイは遮るように告げると、キスをしたままベッドに倒れ込んだ。ふたり分の体重を受けて、スプリングが軋む。カイは茉莉を組み敷くと、ふたたび深いキスを仕掛けた。角度を変えて、何度もくり返し味わう。茉莉はカイを押し返そうとしたが、力が入らないようだ。

（我ながら、がっついてるな）

　それでもとまらなかった。殴る価値のないクズどもを殴りつけた鬱憤と、乱闘後の火照りのせいだ。

　茉莉が欲しくてたまらない。彼女だけが、この状態を鎮めてくれる。

　カイは茉莉のワンピースを剥ぎ取った。背中に腕を回し、ブラのホックを外す。まろやかなふくらみが露わになった。

「あ……っ」

　茉莉は恥ずかしげに身じろぐ。その仕草すら愛おしくなり、首すじに吸いついて痕を散らした。

「や、綾瀬……」

「茉莉」

　カイはさらに深く唇を重ねた。茉莉は抗わなかった。やがてゆっくりと受け入れるように両腕を回してくる。

　やわらかな胸を片手で味わいながら、ときおり先端を刺激する。茉莉はカイの腕のなかで体を震わせながら、懸命に応えようとした。

　唇と口内を存分に味わったのち、カイはキスをほどき、固くなった胸の先端を口に含む。軽く歯を立てて甘噛みすると、茉莉はカイの頭をかき抱いて悶えた。

「あっ、あん……！」

　茉莉は目を閉じて、快感に耐えている。そんな彼女が可愛くて、つい意地悪をしたくなる。

　カイはショーツのなかへ指をすべり込ませた。秘裂をなぞると、そこは熱く潤っている。

「あ……っ、だめ、一緒にしちゃ」

　茉莉は快感に涙を浮かべた。カイはかまわず、乳首を味わいながら、秘所のなかへと指を入れる。蜜があふれて、ショーツがさらに濡れた。なかをかき混ぜると、隠微な水音が響く。

　カイは顔を上げた。彼女に覆い被さったまま、耳元でささやく。

「びしょ濡れだな」

「言わないで……っ」

「俺の指が好きなんだろ？」

　指を増やして、じっくりと抜き差しする。喘ぎながらも、茉莉は首を振った。

「ちが……」

「じゃあ、これならどうだ？」

「やぁ……っ！」

　ぐりっと花芽を刺激されて、茉莉は喉をそらした。同時に膣奥まで指をねじ込む。

「だめ、イっちゃう……ッ」

　茉莉はシーツを握りしめ、大きく背をしならせた。そのまま絶頂に達する。

「いやらしい体だ」

　カイが言うと、茉莉は荒く呼吸しながら恨めしげに見上げてくる。

「ばか……、綾瀬のいじわる」

　潤んだ瞳にぞくぞくする。

「おまえが悪いんだろ。可愛くねだりやがって」

「そんなの……っ」

　茉莉は顔を赤く染めた。カイは笑い、茉莉にキスをする。茉莉は抵抗しなかった。それどころか、自ら舌を差し入れて求めてくる。

　彼女はいつもそうだ。最初は恥ずかしそうに抵抗するけれど、快感に身を任せると従順になる。

「可愛かったから褒美をやるよ」

　カイは身を起こし、彼女のショーツを脱がせた。茉莉の裸身ほど美しいものを、見たことがない。

　茉莉に覆いかぶさり、引き締まった腹部に唇を落とす。それからさらに下がっていって、潤った秘所に顔をうずめた。

「あ……」

　茉莉は小さく震える。カイはその両脚を大きく開かせ、彼女の秘部を舐めた。

「や、やだ……っ、そんなところ……！」

　茉莉は羞恥に身をよじる。カイは構わず、敏感な箇所を責め続けた。花芯を舌先で転がし、あふれる蜜をすくい取る。

「いや、やめて。汚いよ」

「汚くなんかない」

「だって、シャワー浴びてな……、あぁっ」

　花芯に吸いつくと、茉莉の体が大きく跳ねた。そのまま甘く歯を立てる。

「ひぁッ！」

　茉莉は悲鳴のような声を上げる。カイは茉莉の脚の付け根を押さえつけ、執拗にそこを責めた。茉莉は両手でカイの頭をつかみ、なんとか押しのけようとする。しかし力など入るはずもない。カイは舌を動かし、茉莉を高みに追いつめた。

「あぁぁ……！」

　茉莉は大きく身を反らせると、そのまま果ててしまった。彼女の全身が脱力する前に、秘所のなかに指を深く挿入する。

「や、だめ、いま……っ」

　カイは茉莉の懇願を無視した。茉莉の弱いところを探り当て、指の腹でこすり上げる。

「あ、あ、あ……っ」

　茉莉は身をよじり、逆手でシーツをつかんだ。

「だめ、また……っ」

「イけよ」

　花芯を吸い上げる。

「あ、あ、あ──……っ!!」

　茉莉はふたたび達した。カイは指を引き抜くと、自分の服をすべて脱ぎ捨てる。サイドテーブルから避妊具を取り、それから茉莉の腰を抱え上げた。

「茉莉……」

　カイは彼女の名を呼んで、猛ったものを入り口に押しつける。潤んだ瞳でこちらを見上げていた茉莉が、ふと目を見開いた。

「綾瀬……、どうしたの、その傷……」

　細い指を伸ばして、綾瀬の胸板をなぞる。そこには大きな青あざがあった。先ほどバーで受けた傷だ。このほかにも体中に傷がある。新しいものも、古いものも。

　そういえば、茉莉の前で裸になったのはこれが初めてだ。いつもは下履きをゆるめるだけで、意識的に脱ぐのを避けていた。傷だらけの体を茉莉が見たとき、どう反応するかわかりきっていたからだ。

「痛くないの？」

　カイは苦笑して、茉莉の手をどけた。

「たいしたことじゃない」

「でも……」

　茉莉は眉を寄せた。カイは彼女の頬を撫でる。

「おまえが気にすることじゃないよ」

「危ないこと、してるの？」

「してない。もう、しない」

　覆い被さり、口づける。キスを深めていくと、茉莉はおずおずと応えてくれた。

　彼女の片脚を開く。秘裂に怒張を押しつけた。茉莉はぴくんと反応したが、拒まなかった。彼女のほうから舌を差し出してきて、カイのそれと絡める。

「ん……」

　茉莉の吐息を感じながら、ゆっくりとなかへ侵入していく。

　熱くうねる隘路は、カイのすべてを呑み込んだ。途方もない快感が流れ込んでくる。

　茉莉はカイの首に腕を回し、抱きついた。愛おしくて、カイは茉莉を抱き締め返す。

　しばらく馴染ませてから、腰を動かしていく。

「あ……っ」

　茉莉が甘い声で喘いだ。その唇にキスを落としながら、抽挿をくり返す。

「んっ、あっ、あっ、あっ」

　突き上げるたびに、茉莉は声をもらす。猛ったものを締め上げられ、愉悦が駆け巡った。理性が飛びそうになり、つい激しくしてしまう。

「あぁぁ……ッ」

　茉莉は仰け反りながら、快楽に悶える。カイは夢中になって彼女を貪った。茉莉の体をかき抱いて、何度も最奥を突き上げる。

「あ、だめ、もう……っ」

　茉莉は泣きそうな顔で訴えた。その瞬間、カイの頭のなかも真っ白になる。

「茉莉……っ」

　カイは茉莉の奥深くで精を放った。茉莉の唇を奪いながら、ぞくぞくするほどの快楽に身を任せる。

（ゴムがなければ）

　茉莉のなかに、一滴残らず注ぎ込めたのに。

　そこまで考えて、カイは我に返った。

（溺れすぎだろう）

「綾瀬……」

　腕のなかで、茉莉はすがるように名前を呼んだ。カイはほほ笑むと、茉莉の髪を優しく撫でる。

「愛してるよ、茉莉」

「わたしも……」

　カイは茉莉にキスをする。それから抱き合って眠りについた。




　翌日の早朝、カイは茉莉をマンションまで送り届けた。地下駐車場で茉莉はシートベルトを外す。

「送るのはここまででいいわ。綾瀬も早く帰って準備しないと、出社にまにあわなくなっちゃうわよ」

「わざわざ帰るかよ、めんどくせえ。このまま出勤する」

「昨日と同じシャツとネクタイよ？　朝帰りってバレちゃってもいいの？」

「相手がおまえだと気づかれなければいいんだろ？」

　平然と言うカイに、茉莉はため息をつく。

「ほんと悪い男だわ。会社の女性社員たちが騒ぐわよ」

「その俺を独占しているのはおまえだろうが」

　茉莉の髪を指に絡めると、茉莉は頬をあからめた。

「そういう問題じゃなくて」

「じゃあどういう問題だ」

　カイが聞くと、茉莉は困ったように黙り込む。カイは微笑を浮かべたまま、茉莉の髪に唇を落とした。

「おまえが好きだ」

「うん……」

「おまえは？」

「……好きよ」

　茉莉は顔を赤くしながら、消え入りそうな声で言った。カイは茉莉が愛しくてたまらなくなる。

「あのね、聞きたいことがあるの」

　頬を染めたまま、茉莉はおずおずと言った。カイは優しいまなざしを送る。

「なんだ？」

「その……この前の土日のことなんだけど」

「土日？」

　カイは首を傾げる。

「綾瀬が、ええと。駐車場でいきなりわたしにキスしたときがあったでしょう？　途中であなたの電話が鳴って……、あのすぐ次の日のことよ」

「ああ、あの日か」

　紘也に呼び出されて、ビアガーデン跡に行ったときだ。あの夜は母親の対応をしていた。

「あなた、わたしに突然あんなことしておいて、なんの説明もなく置き去りにして。そのくせ次の日の土日に、なんの連絡もよこさなかったじゃない」

　カイは面食らった。どうやら茉莉は、そのことが引っかかっているらしい。

「悪かったよ」

　カイは素直に謝る。

「ずっと気になっていたの。急に帰ってしまったことも、連絡をくれなかったことも」

　茉莉はうつむいた。カイは苦笑して、彼女の頬を撫でる。

「すまなかった。あの夜、身内のことでゴタゴタしていたんだ。土曜は朝から妹の電話で叩き起こされたよ」

「妹？　綾瀬、妹さんがいるの？」

　意外そうに茉莉は言う。

「ああ、いる。妹が母親を連れて、いまの家から出たいから協力してほしいと言ってきたんだ」

「家を出る？」

「あいつはまだ高校生だからな。うちの母親も世間知らずというか、なんというか。とにかくあいつらだけではアパートの契約もおぼつかない。だから土日をかけて手続きに回ってたんだよ」

「そうだったの」

　茉莉はほっとしたような顔になった。

「それならそうと言ってくれたらよかったのに」

「身内のことだからな。言いづらかった」

「妹さんとお母さま、どうして家を出るの？」

　遠慮がちに茉莉は聞く。

「まあ、父がな。浮気性なんだ」

「……そう」

　茉莉は複雑な表情になる。カイは彼女の頭に手を置いた。

「ただ俺は、妹が連絡してきて安心した。風向きはよくなってる。おまえが心配することはないよ」

「そうなのね。よかった」

　茉莉はほほ笑んだ。それから小さな声で言う。

「ねえ……いつか、カイのご家族に会わせてくれる？」

　カイは胸をつかれた。

「それは──」

「だめ？」

「いや、違う」

　カイは首を振る。それから茉莉の目をまっすぐ見つめた。

「いずれ紹介するよ」

　茉莉は嬉しそうに笑う。カイもつられて笑みをこぼした。

「茉莉」

　身を乗り出して、彼女の頬にキスをする。

「ありがとう」




　その日出社したカイと茉莉は、佐田からとある報告を受けた。

　昨夜、佐田が残業していたところに一本の電話が会社にかかってきたとのことだ。

「それが、番条物産の社長からだったんですよ。この前のパーティーで息子がしたことに対して、茉莉社長に謝りたいとおっしゃって。私に対しても、それはもう、ひたすら必死に何度も謝罪されました。その上で、茉莉社長にもお会いしたいと」

　茉莉は目を丸くした。彼女の横で、カイは穏やかに言う。

「そうですか。反省されたのですね」

「でも、社長からわざわざ？」

　茉莉は怪訝な顔だ。佐田がスケジュールを開きつつ言う。

「どういたしますか、社長。番条物産の社長とお会いする日時ですが、あさってにでも……」

「会わないわ」

　あっさりと茉莉は言った。佐田は戸惑いを見せる。

「しかし、番条物産ですよ？　ここは謝罪を受けて、恩を売っておいたほうがいいと思いますが」

「謝罪なんていらないもの。しかも父親から？　時間のむだよ」

　言い捨てる茉莉を見て、カイは思わず笑みを浮かべる。これだから彼女は最高だ。

「さあ、仕事を始めるわよ」

「はいっ」

「かしこまりました」

　佐田と共にカイは頭を下げる。そして、生き生きした日常が再開した。







６








　翌週末、茉莉は春歌と共にパーソナルジムで汗を流した。茉莉は体型維持のため、春歌は健康のために、週一回はトレーナーに付いてもらって運動するようにしている。

　シャワー室でさっぱりしたのち、替えのスポーツウェアを着て、サングラスをかける。それからジムの隣にあるカフェでチキンサラダの軽いディナーをとった。いつものように、茉莉は春歌との会話を楽しむ。

「それでね、綾瀬ったらひどいのよ。仕事が一段落したから、その日はちょっとだけ早い時間からお酒を飲もうと思ったの。でも、『最近寝不足のようなので、解消するまでアルコールは禁止です』なんて言うの。少しくらいいいと思わない？」

「たまの息抜きは必要だもんね。でもお酒は睡眠の質を悪くするから、間違ってはいないよ」

「それはそうなんだけど」

　茉莉が不満そうに言うと、春歌はほほ笑んだ。

「綾瀬さんは、茉莉のことをすごく大切に思ってるんだね」

「違うわ、ただの秘書魂よ。もしくは嫌がらせね」

　反論しながらも、茉莉の頬は火照ってしまう。春歌はくすくす笑った。

「そんなことないよ。綾瀬さんは茉莉のことを大切にしてる」

　茉莉は言葉に詰まり、ハーブティーを口に含んだ。おもむろに、春歌は言う。

「綾瀬さんは茉莉のことが好きなんじゃないかな」

　茉莉は思わず、茶を吹き出しそうになった。

「なに言い出すの、春歌」

「それに茉莉も、綾瀬さんのことが好きでしょう？」

　今度こそ茉莉は、二の句を失う。

　春歌はにこりと笑った。

「ねえ茉莉。わたしに隠していること、ない？」

「そ、それは」

「わたしにはわかるよ。茉莉が綾瀬さんを見る目、ほかの男性に向けるものと全然違うんだもの」

　茉莉は恥ずかしくて、顔が熱くなるのを感じた。

「あのね、春歌」

「うん」

　春歌は優しいまなざしを送ってくる。

「本当は今日、ジムに行く前に言おうと思ってたの。綾瀬と付き合ってるって」

「やっぱり」

　春歌は嬉しそうに笑った。

「水くさいな。早く教えてくれればよかったのに。付き合ったのって、もっと前よね？」

「もっと前って。いつから気づいてたの？」

「前に、土日にかけて綾瀬さんの連絡がなかったでしょ？　そのときの茉莉の様子を見て、ピンと来たの」

「そんなに前から？　ああ、なんか悔しいわ」

「ふふ。じゃあ、綾瀬さんとのことを聞かせてくれる？」

「うん……」

　頬を赤らめながらも、茉莉は語り出した。

「春歌が気づいたっていう土日は、実はまだ付き合ってなかったの。実際にそういう関係になったのは、その次の日でね」

「うんうん」

　春歌は身を乗り出して話を聞いてくれた。なれそめを話し終えたのち、春歌は幸せそうなため息をつく。

「茉莉、幸せなんだね。わたしまで嬉しいよ」

「うん、気持ちわかる。わたしも春歌に彼ができたとき、心配になってあれこれ口を出したけどさ。でも幸せそうな春歌を見ていると、こっちまで嬉しくなるのよね」

　しみじみと言う茉莉に、春歌はいたずらっぽく笑った。

「じゃあわたしも、茉莉をまねしてあれこれ口出そうかな。茉莉にも、綾瀬さんにも」

「わたしにはどんどん口出してくれていいけど、綾瀬にはやめたほうがいいわ。面倒くさい男だから」

「そうなの？　優しくてまじめそうな人じゃない。たしかにバーでの綾瀬さんは、怖かったけど」

「あっちが本性よ。ほんと、厄介なやつだわ」

「でも好きなんだよね？」

　言葉に詰まった。答える代わりに、耳まで赤くなる。春歌は囃し立てた。

「可愛い、茉莉。綾瀬さんが放っておかないわけだね」

「もう、春歌。この話はここまで！」

「はいはい」

　くすくす笑う春歌に、茉莉はふくれっ面になった。

　それからしばらく、他愛もないおしゃべりをする。食事を食べ終えたところで、会計を済ませて外に出た。

　時刻は午後七時で、週末のせいか満車に近い。扉から出て、帰りの運転はどちらがするかという話題になったとき、うしろから声をかけられた。

「おい、おまえら。そこの女ふたり」

　粗野な男の声だ。

　茉莉は反射的に春歌を庇いながら振り向いた。そこにいたのは強面の若い男性で、その筋の人間ではないかと思えるほど威圧感がある。茉莉の心臓がどくりと跳ね上がった。

「なにか用ですか？」

　気丈に振る舞いながら、茉莉は聞いた。男の年齢は、綾瀬と同じくらいだろうか。

「用があるから声かけたんだろ。ばかかよ」

　男はいらついたように吐き捨てる。

「おまえ、茉莉だろ。それと、妹の春歌だ」

　茉莉は警戒心を強めた。自分が茉莉だと勘づかれるのはわかるが、春歌の名前まで出してくるとは。

　春歌が不安そうな声でささやく。

「車に行こう、茉莉」

　茉莉は周囲に視線を走らせた。間の悪いことに、だれもいない。

（もしかして、タイミングを見計らって声をかけてきたの？）

　この路地は大通りから離れているため、薄暗い静けさに包まれている。

　茉莉は恐怖を覚えた。急いで春歌の腕を引き、車へ向かおうとする。

　暗い声で男が言った。

「綾瀬カイについて、話がある」

「え？」

　茉莉は動きをとめた。

「おまえ、綾瀬の女なんだろ？」

　憎しみのこもったまなざしだ。理由はわからないが、敵意だけは伝わる。

「俺は落とし前をつけにきたんだ。妹に用はない」

「どういう意味？」

「茉莉。おまえだけ、俺についてこい」

「だめ、そんなこと──」

　春歌がとっさに前に出ようとする。それを制しながら、茉莉は告げた。

「あなたこそ、ばかじゃないの？」

　茉莉は脚が震えないように力を込める。

「ついていくわけないじゃない。大声を出すわよ」

「出せるもんなら出してみろよ」

　男は、モッズコートの内側から黒光りするものを取り出した。

　茉莉は絶句する。あれは──あの形状は、まさか、拳銃？

「これで撃たれたくなかったら、おとなしくついてこい」

　茉莉はごくりとつばを飲み込んだ。

（どうしよう。どうしたらいい？）

　拳銃は偽物かもしれない。なら、このまま背を向けて逃げればいい。けれど、本物だったら？

　この男は普通じゃない。憎しみに染まった目をしている。だとしたら、自分だけでなく、春歌も撃たれる危険性が──。

「茉莉、逃げて」

　春歌は震えた声で小さく言う。茉莉はハッとした。

「この人の目的は茉莉よ。捕まったらだめ。わたしが足どめするから、逃げて」

　そんなこと、できるはずがない。

　この瞬間に、茉莉の心は決まった。男の前に一歩出る。

「いいわ。あなたの言うことを聞く。そのかわり、春歌に手を出さないで」

「茉莉?!」

「大丈夫よ、春歌」

　茉莉はほほ笑んでみせる。それから男に向き直った。

「それで、わたしをどこに連れて行くつもりなの？」




　カイが春歌から連絡を受けたのは、その五分後のことだった。

　このときカイは、自宅マンションで企業コンサルティングの仕事をしていた。

　リビングのソファでくつろぎながら、膝に置いたノートパソコンを操作する。クライアントから収集したデータを分析し、問題点を洗い出していたところで、テーブルのスマホが鳴り響いた。

（春歌から？）

　珍しい相手だ。

　連絡先の交換は一応していたが、実際にやりとりすることはめったにないだろうと思っていた。

　ふいに、嫌な予感が胸をよぎる。カイはすぐに電話に出た。

「はい、綾瀬です」

「綾瀬さん……！」

　春歌の切迫した声が聞こえてくる。茉莉の声とそっくりなことも手伝って、カイの嫌な予感が増大した。

「どうしました？」

「大変なことが起こったんです。すぐに来てください。ああ違うわ、ここにじゃなくて、べつの場所に──」

「落ち着いてください」

　カイはノートパソコンを閉じ、テーブルに置いた。ソファから立ち上がる。

「なにがあったのか、ひとつひとつ説明していただけますか？」

「はい」

　うなずく気配が伝わってきた。春歌はひとまず冷静さを取り戻したようだ。

「茉莉と一緒に外にいたとき、怖い風体の男の人から声をかけられたんです。それで──」

　ことの顛末をひととおり聞き終える。カイは舌打ちをした。壊れんばかりにスマホを握り込む。

（金原だな）

　茉莉を人質にして、カイに意趣返しをしようとしているのだろう。

　それにしても、やり方が強引でやぶれかぶれだ。番条に切られでもしたか？

「警察には言うなって忠告されて。言ったら茉莉の身は保証しないって──、綾瀬さんだけに伝えるように言われたんです」

　春歌の声が震えている。泣いているのかもしれない。

「この前と同じバーに来るようにと言っていました。綾瀬さんひとりで。もし来なかったり、味方を連れてきたりしたら……」

「わかりました」

　カイは即答する。

「すぐ行きます。春歌さんは、自宅のマンションで待機を──いや、できれば恋人のところにいてください。そのほうが安全だ」

「あの、綾瀬さん。茉莉から聞きました。ふたりはお付き合いしているって」

　春歌の声が、泣き崩れる。

「茉莉、とても幸せそうでした。それなのに、こんな」

「安心してください」

　窓の外を見据えながら、カイは言う、

「茉莉は必ず、無事に取り戻します」




　バーは営業していなかった。先日の騒ぎが原因だろう。

　雑居ビルの地下一階は、階段を降りてすぐの廊下に立ち入り禁止の札が立っていた。バーが閉店したことも、そこに書かれている。

　カイは扉の前に立ち、ノブを握った。鍵はかかっていない。そのまま押すと、ギイと音を立てて開いた。

　なかは真っ暗で、ほんの少し先も見とおせない。カイはスマホの懐中電灯機能を使って、あたりを照らした。

　店内は惨憺たるありさまだった。テーブルや椅子があちこちに転がり、観葉植物がひっくり返され、グラスやボトル、皿などの破片が散乱している。

　先日の件が、ケツ持ちのヤクザの逆鱗にふれたのだろう。

　想像するに、ＶＩＰルームでの番条のお楽しみは、組の与り知らぬことだったに違いない。番条が夜な夜な耽っていたのは、未成年に対する明らかな違法行為だ。

（組に知らせず、番条物産にいい顔をしたツケが回ったな）

　店長の失策だ。おそらく、番条司の違法行為を見逃す代わりに、彼から少なくない額の金をもらっていたのだろう。

　このことを組に報告すれば、当然分け前を要求される。それを渋り、秘密にしていた。しかし先日の一件ですべて露呈し、制裁が下ったのだ。

　カイはカウンターの前を通りすぎ、奥の部屋へと進んだ。扉は開いている。

　スマホの光で室内を照らした。

　室内にいたのは、ふたり。両手両足を縛られてソファに転がされている茉莉と、その隣に座る金原鉄士だ。

「よう、綾瀬」

　軽い声で金原が言う。それとは裏腹に、彼の双眸は暗い闇に沈んでいた。口元だけで笑う。

「来てくれると思ってたぜ」

　カイは無言で彼を見つめた。金原が、テーブルに置かれたランプをつける。あたりがほんのりと明るくなった。

「綾瀬……！」

　転がされたまま、茉莉が叫ぶ。

「なんでノコノコ来てるのよ。警察を呼びなさいよ、あなたひとりでわざわざ危険な場所に来てどうするの?!」

　警察が動けばマスコミに勘づかれる恐れがある。このご時世で、反社がらみの報道は茉莉にとってマイナスにしかならない。

　様子を見るに、彼女は元気そうだ。カイは安堵した。

　けれど金原のような威圧的な男に拘束されて、さぞ怖い思いをしただろう。そしていまも、気丈に振る舞うその裏で、怯えて震えそうになっているはずだ。

　金原は肩をすくめる。

「さっきからずっとこの調子だ。おまえのタイプは、気が強くてうるさい女なのか？」

　カイはスマホをウールコートのポケットにしまい、無言で金原を見据えた。

　金原はテーブルにあった拳銃を取り、両手のあいだで遊ばせる。

「は、無視かよ。それにしてもおまえ、目線だけで十人くらいは殺せそうな顔つきだな。俺の弟分たちが見たら、尻尾を巻いて逃げ出すところだ」

「女を使ってわざわざ俺を呼び出して、やりたかったのはおしゃべりか？」

　カイは淡々と言う。金原はニヤリと笑った。

「ああ、それも悪くないな。ところで俺はさっきからずっと、おまえみたいな男に、どんな復讐をしてやろうか考えていたんだが──」

「おまえはもう終わりだよ」

　カイは言い放つ。

「なに？」

「終わりだと言ったんだ」

　言い終わるが早いか、カイは大きなテーブルを激しく蹴りつけた。派手な音を立ててテーブルが動き、金原の膝に直撃する。

「ぐあっ」

　金原は苦悶の表情を浮かべて膝を押さえた。必死の様子で銃口をカイに向ける。

「てめえ、よくも。この銃が見えないのか！」

「撃てよ」

　カイはテーブルに素早く乗り、金原のあごを蹴り上げた。同時に銃声が響き渡る。茉莉が悲鳴を上げた。

　金原はソファに倒れ込む。

「くそ……ッ」

　銃弾はカイをとらえず、天井にめりこんでいる。

「なにも見えていないのはおまえのほうだったな」

　右手を蹴飛ばす。その衝撃で、拳銃が飛んで床に落ちた。カイは、ソファに倒れた金原の腹にまたがり、マウントポジションを取る。

「それで？　俺とおしゃべりがしたいんだったか？」

「この、クソが……!!」

　金原が呪わしげに叫ぶ。カイは拳でその顔を殴りつけた。

「痛いか？」

　カイは吐き捨てるように言う。

「や、やめ──」

「聞こえねえよ」

　言いながら、もう一発。金原は蚊の鳴くような声で訴える。

「た、頼む……。殴らないでくれ……」

「頼みごとなら、それなりの態度があるだろ？」

　カイはさらに拳を金原の顔に打ち込んだ。茉莉が身じろぐ気配を、背後で感じる。

「ねえ、ちょっと。やりすぎ──」

「おまえは黙ってろ」

　カイは低い声で言った。茉莉は怯んだ様子で言葉を飲み込む。

「ひさびさに、笑えるくらいイラついているんだ」

　唇に笑みを刻み、カイは金原を見下ろした。血まみれの彼の顔が、恐怖に引きつる。

「ま、待──」

「俺の女に手を出しやがって。殺してやろうか」

　低い声でささやく。ガクガクと、金原の全身が震え出した。

「綾瀬……！」

　振り絞った声が、茉莉から上がる。

「もうやめて。これ以上はだめ」

　カイは動きをとめた。茉莉の声が、ひどく震えていたからだ。

　振り返ると、茉莉はなんとか身を起こしたのか、ソファに横座りしていた。彼女の瞳は涙で潤んでいて、ひたむきにカイを見つめている。

　その視線が訴えているのは、怒りでも悲しみでもない。懇願だ。

　カイは舌打ちした。金原の首から手を放す。彼の腰からベルトを抜いて両手を縛り、ソファから床に落とした。

　金原は低くうめき、そのまま動かなくなる。気絶したのかもしれない。

「大丈夫か？」

　カイは振り返り、茉莉に声をかけた。茉莉は小さくうなずく。

「うん……、平気」

「ちょっと待ってろ」

　コートのポケットから飛び出しナイフを取り出した。茉莉のうしろに回り、両手と両足の粘着テープを切る。

「ありがとう」

　自由になった両手を動かしながら、茉莉は言った。表情は強張ったままだ。

「怪我はないな？」

　茉莉は答えなかった。ソファにぺたんこ座りした格好で、膝に置いた自分の手を見下ろしてぼんやりしている。

　カイは不安になった。

「おい、茉莉？」

「あ、うん。大丈夫。どこもケガはしてないよ」

　茉莉はこちらを見て、ぎこちなくほほ笑んだ。カイはホッとする。

「そうか」

「あのね、綾瀬。わたし──」

　茉莉がなにかを言いかけたときだった。

「てめえら、鉄士さんになにした?!」

　上ずった声が飛び込んできた。カイはそちらを見る。

　若い男がひとり、部屋の入り口で立ちすくんでいた。その顔には見覚えがある。先日、バーで金原に付き従っていた男だ。

「鉄士さん──、くそ、おまえ、綾瀬。よくも……！」

　カイはハッとした。金原の拳銃が、男の足元に転がっている。男はめざとくそれを見つけ、急いで拾い上げた。

「鉄士さんの仇だ！」

　引き金に指をかける。カイはとっさに茉莉を抱き込んで庇った。

「綾瀬……！」

　腕のなかで茉莉が叫ぶ。

　銃声が響き渡り、弾がカイの左肩をかすめた。激痛と共に、鮮血が散る。

　カイは奥歯を噛み締めた。茉莉の体をしっかりと抱き寄せたまま、聞く。

「茉莉、無事か？」

「わたしは大丈夫だけど、綾瀬が」

　茉莉は恐怖に震えている。カイは肩の傷口を押さえた。

「心配するな、たいしたことない」

　言いながら、彼女を安心させるために笑みを作る。

「この野郎、ぶっ殺してやる！」

　男は興奮した様子で叫んだ。振り返ると、銃口がこちらを捉えている。カイはソファから立ち上がり、茉莉を背後に庇った。男を挑発するように言う。

「この至近距離で的を外すとはな。たいそうな腕前だ」

　男の顔に朱が差した。

「当たったじゃねえか！」

「掠っただけだろ」

「うるせえ！　てめえのせいで、鉄士さんは番条の息子から切られたんだぞ。その上、あんなふうにボコボコにしやがって……！」

　男は涙目になりながら、床に転がる金原を見た。

「し、死んでねえよな」

　カイは鼻を鳴らす。

「勝手に殺したことにされてもな」

「撃つぞ。今度こそ、本当に」

　銃口が震えている。カイは冷静に観察した。

（初心者もいいところだな）

　危険ではあるが、彼を挑発するのも手だ。テーブルやソファを盾にして、弾切れになるまで撃たせてやればいい。

　自分ひとりならそうしていた。けれど、いまは違う。

「撃てよ」

　カイは言う。

　男の動きがとまった。

「え？」

「俺を殺したいんだろう？　撃てよ」

「なんのつもりだ、てめえ」

　カイは両手を上げた。

「俺は抵抗しない。好きなだけ撃てばいいし、殴ればいい」

「ちょっと、綾瀬……！」

　背後で茉莉が、泣きそうな声を上げる。振り返らないまま、カイは続けた。

「その代わり、いますぐ彼女を解放しろ」

「ああ？」

「いいか、聞け。彼女を解放しないなら、俺は抵抗する」

　カイは視線を金原に投げた。

「おまえは俺に何発か入れられるかもしれないが、そこまでだ。そこで伸びてる兄貴のようになるぞ」

　男の表情が怯んだ。カイの言葉どおりになると理解したのかもしれない。

「けど、その女を解放しても同じことじゃねえのか？　てめえが暴れないって保証はどこにある」

「少なくとも、いますぐおまえにつかみかかることはしないと約束できる」

　男は必死に考えているようだ。カイは問う。

「どうなんだ？」

　男は悔しげに言った。

「わかった。女は解放してやる」

　部屋の入り口から距離を取る。

「行けよ」

　カイに銃口を向けたまま、あごをしゃくった。カイは振り返り、ソファに座り込む茉莉に手を差し出した

「立てるか？」

「わたしは嫌よ」

　茉莉は涙をこぼしながら、カイをにらんだ。

「綾瀬だけ置いていくなんて、絶対に嫌」

「生意気言うな。おまえは足手まといなんだよ」

　言葉とは裏腹に、カイは優しく茉莉の涙を拭う。

「ほら。立てよ」

「最悪だわ。あなたと出会ってから、いいことなんてひとつもない」

　茉莉はカイの手を頼りに立ち上がる。ぼろぼろと涙はこぼれ続けていた。

「歩けるか？」

　再度茉莉の涙を拭って、カイは聞く。茉莉はその腕をつかんだ。

「助けを、呼んでくるから。警察に連絡する。だから、どうかそれまで──」

「ああ。頼りにしてるよ」

　けれどおそらくは間に合わないだろう。

　茉莉が部屋から出た瞬間、男は立て続けに発砲してくるに違いない。その銃口が茉莉の背中に向けられないよう、カイはその場を動かずに、甘んじて銃弾を浴びるしかない。

「綾瀬」

　小さく歩み出しながら、かすれる声で茉莉が言う。

「さっきのは嘘よ」

「え？」

　透きとおるような瞳で、茉莉は泣きながらほほ笑んだ。

「あなたと出会ってから、幸せなことばかりなの」

「茉莉──」

　カイは彼女の名を呼んだ。

　しかし茉莉は振り返らず、扉に向かって歩いていく。

　そのうしろ姿を、カイは見送った。




（それでもまだわたしには、できることがあるはずよ）

　震える脚に力を込めて、一歩ずつ進みながら、茉莉は前方をにらみつけた。目の前には開かれた扉があり、その先のカウンター横を抜ければ外に出られる。

　涙で視界が曇る。腕でこすって水分を払った。クリアになった視界の端に、男を映す。彼の銃口はカイを捉えている。

　直後、大きな音が空間を震わせた。反射的に振り返る。

　カイの体に、男の撃った弾丸が撃ち込まれていた。彼の体が大きく揺れ、床に倒れる。

　茉莉は息を呑んだ。全身の血が引いていくような感覚に襲われる。

「綾瀬……っ」

「来るな！」

　鋭い声でカイが制した。茉莉はびくりと足をとめる。

「さっさと行け茉莉、じゃまだ！」

　カイの怒鳴り声にかぶさるように、二発目の銃声が突き刺さる。男は哄笑した。

「ざまあみろ！　これでもうてめえも終わりだ！」

　茉莉の視界が赤く染まった。それは怒りかもしれなかったし、焦燥かもしれなかったし、悲しみかもしれなかった。

（それでもまだわたしには、できることがあるわ！）

　折れんばかりに奥歯をぎゅっと噛み締める。全身に力を込めて、茉莉はいっきに駆け出した。

「な──！」

　男がぎょっとする気配が伝わってくる。茉莉は一直線に男のもとへ走り寄ると、男に飛びつき、その首に両腕を巻きつける。

「このアマ……ッ！」

　男は茉莉を引き剥がそうとするが、茉莉は渾身の力でしがみついた。

「くそ、離せ！　殺すぞ！」

「やってみなさいよ！」

　茉莉は男の耳元で叫んだ。男の体が震える。銃声が響いた。しかし弾は外れ、天井を撃ち抜いただけだった。

「この……！」

　茉莉は男と共に、もつれ合うようにして床に倒れ込んだ。先に起き上がった男が茉莉に馬乗りになり、銃口を突きつけてくる。

「このクソ女が！」

　ぎゅっと目をつむった。もうこれで自分は死んでしまうかもしれないと覚悟した。

（でも、それでもいい）

　心のなかでつぶやく。

（それで綾瀬が助かるなら）

　そのときだった。

　突然、男の体が茉莉の上から弾き飛んだ。茉莉は目を見開く。

「ぎゃぁッ！」

　男の叫び声と、激しくぶつかる音がする。茉莉はなんとか身を起こした。

　カイが男の上に覆い被さっていた。彼らしくない、必死の形相だ。カイは男の腕をひねると、そのままうつ伏せに押し倒す。そして相手の両肩を押さえ込み、動きを封じた。

「放せッ！」

　男は暴れるが、拳銃はすでにカイの手にあった。カイは彼の後頭部を、グリップで力いっぱい殴りつける。男は動かなくなった。気絶したのだ。

「茉莉、大丈夫か?!」

　振り返って尋ねてきたカイの顔を見て、涙腺が崩壊しそうになった。唇を強く噛んで耐えたあと、こくりと首を縦に振る。するとカイは、体の力を抜いた。

「まったく、おまえは」

　立ち上がり、茉莉の目の前に片膝をつく。カイの両手が頬にふれた。

「どうしてあんな無茶をした」

「だって、綾瀬が」

　言いかけた言葉を呑み込む。

「俺がどうした？」

　それ以上は言葉にならなかった。感情があふれて、とめどなく涙がこぼれる。

「……泣くなよ」

　切なげにカイが言う。けれど無理だった。一度堰を切ったものはとまらない。

「ごめんな」

　カイが言った。

「おまえを守るつもりだった。でももしかしたら、逆だったかもしれない」

　痛々しくほほ笑む。

　カイのこのような表情を、茉莉は初めて見た。

「もしかしたら俺は、おまえのそばにいないほうが──」

「嫌よ」

　茉莉の言葉に、カイは意表をつかれたようだった。

「そんなの絶対に許さないわ」

　涙はまだとまらない。茉莉はカイの首に腕を回した。引き寄せて、自分からキスをする。

　一瞬の、けれど熱い感情をぶつけるような口づけだった。カイは息を呑んだ。

「茉莉？」

「あなたが好き」

　カイの目が見開かれる。茉莉は続けた。

「だからお願い。離れないで」

　カイはしばらく茫然としていた。やがて我に返ると、苦笑いを浮かべる。

「まいったな」

　カイは茉莉の体に片腕を回した。もう片方の手で、茉莉の目尻に残る雫を拭う。

「おまえには敵わないよ」

　カイの指先が茉莉の顎にかかる。促されるまま視線を上げると、彼の端正な面立ちが近づいてきた。茉莉はまぶたを閉じる。

　互いの吐息が混ざり合い、唇がふれ合った。茉莉はそっとカイの背に手を回す。たくましい体温に包まれて、茉莉の目からまた涙がこぼれた。幸せの涙だ。

（よかった……本当に）

　無事に切り抜けられた。自分もカイも、無事に……。と、そこまで考えて、茉莉は我に返る。

（待って。わたしは擦りむいた程度だけど）

「茉莉、もっと──」

　キスの角度を変え、カイはより深く唇を味わおうとしてくる。

（綾瀬のほうは、重傷じゃない！）

　茉莉は慌てて彼の体を押し返した。

「嫌なのか？」

「そうじゃなくて！　綾瀬、あなた銃で何度も撃たれて……！」

　彼の体を必死に検分する。幸いなことに、出血はあまりないようだ。

　カイは肩をすくめた。

「かすり傷だよ」

「嘘よ。だって銃声も聞いたのよ。あの男、大笑いしてて」

　思い出すだけで背すじが寒くなる。あれは間違いなく本気の殺意だった。

「ああいう手合にはよくあることなんだ」

　カイはなんでもないことのように言った。

「吠え声だけは立派だが、腕前はお粗末なんだよ。興奮してガタガタ震えて、照準なんてあったもんじゃない。子どもの水鉄砲のほうがまだ当たるくらいだ」

　茉莉はぽかんとした。

「じゃあ、無事なの？」

「ああ。まあでもたしかに、運はよかったな。腹に一発くらい食らう覚悟はしてたんだが」

「だめ。絶対だめ！」

　茉莉はカイの胸に顔を埋めた。

「あなたが怪我したら、わたしが悲しいのよ？」

「……わかったよ」

　カイは茉莉の髪を撫でながら、抱き寄せた。

「おまえを悲しませるようなことはしない。だからこっち向け」

　彼の指に促されて、茉莉は顔を上げる。カイは茉莉の頬を手で包んだ。親指で涙をぬぐい、ほほ笑みかける。

「愛してる、茉莉」

　甘い口づけが降ってきた。茉莉は目を閉じる。キスに応えながら、茉莉は思った。

　きっと自分は、彼のためならどのようなことでもできるだろう。




　路上の駐車場に停めた車に乗り込んだあと、カイはスマホを取り出して電話をし始めた。

　てっきり警察に連絡しているのかと思いきや、どうやら違うようだ。

「もしもし、葛西さん？　綾瀬です。ご無沙汰しております」

　カイはやたらと丁寧な口調で話し続ける。丁寧とはいっても、秘書モードのような感じではない。あれは物腰がとにかくやわらかかったけれど、いまは素の雰囲気だ。

「ええ、そうです。例の件です。金原が荒らしていた店の件、解決しました。いま、やつとその弟分が奥の部屋で伸びてます」

　誰と話しているのだろう。茉莉が身を乗り出してカイを覗き込むと、片手で助手席のシートに戻された。おとなしくしていろということらしい。

「はい、拘束しておいたので逃亡の可能性はないです。警察には連絡していません。……はい」

　カイの声が硬くなる。しばらく相手側の声に耳を傾けているようだ。

　やがてカイは、ふと肩の力を抜いた。

「どうもありがとうございます。ではあとはお任せします。はい、また近いうちに事務所のほうに顔を出します。……え？」

　露骨に顔をしかめる。

「誰から聞いたんです？　紘也？　あいつ、余計なこと言いやがって。いや、一緒に連れていくのはちょっと。まあ、機会があったら……」

　カイは苦笑した。

「わかりました。じゃあそういうことにしておきましょう。……はい、失礼いたします」

　通話を終えたカイは、大きなため息と共に座席にもたれ込む。

「どうしたの？」

　茉莉が尋ねると、カイは苦笑いした。

「昔の知り合いに連絡したんだ。今回の件の後処理を頼んでおいた。あとは彼らがうまくやってくれる」

「うまくって、どういう意味？」

「蛇の道は蛇ってことだ。警察には連絡しなくていい。俺と茉莉の情報は表に出ないから、問題ないよ」

　茉莉はしばし考え込んだ。

「それ、深く突っ込まないほうがいい案件？」

「賢いな、そのとおりだ。スルーしておけ」

　カイはほほ笑むと、茉莉の頭をぽんと叩いた。

「よし、行くぞ」

「どこに？」

「ホテル」

　茉莉はきょとんとして、それから真っ赤になった。

「ちょっ……！　待って待って！　だめよ、まずは病院に行かないと」

「冗談だよ。コートに血がついた状態で、行けるわけないだろ」

　笑いながら、カイはエンジンをかける。茉莉はむくれた。

「カイのばか」

「悪かった」

　カイは謝りつつ、車を発進させる。茉莉は頬をふくらませたまま、窓の外を見た。

　夜の繁華街は煌々と明かりが灯っている。街全体が輝いているようだ。

「……綺麗ね」

「そうだな」

　カイが答える。

　茉莉はほほ笑んだ。カイのことが好きだと思った。

　車は十分ほど国道を走り、そして小綺麗なマンションの駐車場に入った。茉莉は目を丸くする。

「ここ、どこ？」

「俺の自宅マンションだ」

「自宅？　ねえちょっと、病院は？」

「病院に行く前に着替えなきゃならないだろ」

　カイはあきれたように言った。

「俺のコートについている血は、ほとんどが返り血なんだ。怪しまれたら面倒だからな」

「返り血って」

　茉莉はぞっとした。

　いま、こうして無事でいられたことに、あらためて感謝する。

「ほら、行くぞ」

　促され、車を降りる。マンションのエントランスを抜けてエレベーターに乗り、十六階の角部屋に入った。どうやら１ＬＤＫのようだ。リビングは広々としている。

「見事なまでに、生活感がないわね」

　モデルルームのように整頓された空間だった。家具や家電はひととおり揃っているようだが、どこか無機質な印象を受ける。

「綾瀬らしいといえば、らしいけど」

「寝に帰るだけだからな」

　カイは答えながら、キッチンに向かった。

「適当に座っててくれ」

　そう言って、カイは冷蔵庫からミネラルウォーターのペットボトルを取り出す。茉莉はコートを脱いでソファの背にかけ、座面の端に腰を下ろした。

　カイはふたつのグラスを持って戻ってきた。ひとつを茉莉に手渡し、もうひとつをテーブルに置く。カイは茉莉の隣にどっかりと座り、ボトルのキャップを開けた。

「とりあえず飲め。喉渇いてるだろ？」

「うん、ありがと」

　茉莉は水を飲んで、ふうっと息をついた。冷たい水が体に染み渡っていく。

「思ったより疲れてるみたい」

「当然だろ」

　カイは苦笑して、茉莉の髪を撫でた。茉莉は彼に寄りかかる。

「……まずいわ」

「なにが？」

「このソファ、座り心地がよすぎるの。このまま寝てしまいそう」

「寝ていいぞ。問題ない」

　茉莉は首を振る。

「だめよ、病院に行かないと。カイの手当を、してもらわないと……」

「おまえは優しいな」

　カイは笑って、茉莉を抱き寄せた。茉莉は身じろいだが、すぐに抵抗をやめて力を抜く。カイの腕のなかは温かくて心地いい。

　茉莉の髪に顔を埋めて、カイはささやく。

「こんなにも誰かを愛しいと思ったのは、生まれて初めてだ」

　茉莉のあごを持ち上げた。茉莉は静かに目を閉じる。

　唇が重なった。最初は軽くふれ合うだけだったが、やがて舌が差し込まれ、茉莉の口内に侵入する。

「っ……」

　吐息がもれる。カイの口づけが、どんどん情熱的になっていく。

「待っ……て、綾瀬」

「なんだ？」

「病院……、ん」

　カイはふたたび口づけてきた。茉莉の言葉を飲み込むかのように、激しく貪る。

「ぅん……、ッ」

　カイの手が茉莉の胸をまさぐった。布地の上からやさしく揉みしだいてくる。茉莉はびくっと体を震わせた。

「だめ……」

　茉莉はカイを押しのけようとする。しかし、逆にソファに押し倒されてしまった。カイが覆いかぶさってくる。

「茉莉」

　カイは熱いまなざしで茉莉を見つめると、服の裾から手を差し入れて直に肌にふれてくる。

「や……っ」

　カイの指が、下着のホックを外した。ゆるくなったブラが、Ｔシャツごとカイの手によってたくし上げられる。やわらかな双丘がまろび出て、茉莉は頬を染めた。

「綾瀬、待って」

「もう黙れ」

　カイは茉莉の耳元に顔を寄せてささやいた。熱い吐息がかかって、茉莉はぞくりとする。

「おまえが欲しい」

　カイは茉莉の耳に口づけた。熱い舌で舐められて、茉莉は声を上げる。

「んっ……」

「茉莉、愛してる」

　カイは茉莉の乳首を摘まんだ。くりくりと弄られて、茉莉は身をよじる。その反応を楽しむように、カイは執拗に責め立てた。

「あ、ぁ……ッ」

　耳をしゃぶられ、乳房をもまれ、茉莉は快感に溺れそうになる。

「綾瀬……、だめ、……ゃ」

「どうして？」

「わかってる、でしょ。こんなこと……してる場合じゃ」

「かすり傷だって言ったろ」

　カイはおかしそうに笑うと、茉莉のスウェットパンツをずり下ろした。ショーツのなかに手を伸ばす。すでにそこは潤っていて、カイの指先がぬかるみにふれるたびに、くちゅくちゅと淫猥な水音が響いた。

「ひ……ぁっ……」

「濡れてる」

「や……、言っちゃだめ……」

　茉莉は羞恥に涙を浮かべたが、体は正直に反応してしまう。溝をなぞる指の動きに合わせて、蜜はさらにあふれ出し、カイの手を濡らした。

「ああ、すごいな」

　カイは感嘆の声をもらすと、茉莉のショーツを脱がせた。それから脚を大きく開かせる。

「あっ……、だめ──」

「たっぷり濡れてるぞ。そんなに俺が欲しいのか？」

「ちが……っ」

　茉莉は真っ赤になって否定した。けれど体の反応までは隠せない。カイが秘裂にふれただけで、奥のほうが切なく収縮するのを感じた。そこからさらに愛液がこぼれ落ちる。

「ほら、わかるか？」

　カイが膣孔に中指を沈める。茉莉は甘い悲鳴を上げた。

「あぁ……ッ」

「ひどくうねって、俺を早く食わせてくれって言ってる」

「そんなこと……っ」

　否定しながらも、その言葉どおりに体が変化していくのを感じる。茉莉の意識とは関係なしに、体は快楽を求めていた。

　二本目の指が挿入される。圧迫感と、それを上回る気持ちよさに、茉莉は喉をそらして喘いだ。

「あ、あ……！」

「まだ足りないか？」

「やっ、だめ──」

「だめじゃないだろ」

　カイは小さく笑った。茉莉の花芽にふれる。親指の腹で押しつぶすようにして転がすと、茉莉はひときわ高い声を上げた。

「やっ、やだ、そこ……！」

「ここが好きなんだろ？　ほら、こうするともっとあふれてくる」

　指を奥まで押し込みながら、敏感な粒をこする。茉莉は腰を浮かせながら悶えた。

「あ、あんっ……！」

「可愛いな」

「綾瀬、……っ!?」

　突然、カイが茉莉の秘所に顔を近づけた。

　茉莉は息を呑む。カイは花弁に唇をつけた。

「待って……ッ」

「じっとしてろ」

　カイは茉莉の陰核を口に含んで吸い上げた。茉莉は背中をしならせる。

「いまはだめ……！　お願いだから……ッ」

　茉莉は必死で懇願したが、カイはやめようとしない。茉莉は頭を振って身悶える。

「あぁ、気持ちい……っ、だめ、おかしくなる……！」

　カイは茉莉のなかを探るように動かしていた指をとめた。そして、ある一点を探り当てると、そこばかりを集中的に刺激し始める。

「あ、なに……っ」

　茉莉は未知の感覚に戸惑った。全身を電流のようなものが駆けめぐる。

「あ、あ、だめ、もう……っ」

　カイは容赦なく陰核を吸い上げ、茉莉の弱点を指の腹で擦り上げた。

「あぁぁ……！」

　茉莉は腰を痙攣させながら、深い絶頂に呑み込まれた。全身が熱く強張り、波が引くようにぐったりと弛緩する。

　余韻に震える茉莉の太ももに、カイはキスをした。

「気持ちよかったか？」

　カイはほほ笑みながら、茉莉の頬を撫でる。茉莉はぼんやりとカイを見上げた。頭がくらくらして、うまく思考がまとまらない。

　唇に口づけられた。舌が差し込まれ、濃密に絡み合う。茉莉は朦朧としながらも、必死でそれに応えた。

「ん……ふぅ……」

　カイの唇が離れる。茉莉はとろんとした目つきのまま、カイの首すじに腕をまわして抱きついた。

「綾瀬……綾瀬」

　愛しさのままに、彼を呼ぶ。

「カイ……」

「茉莉」

　ふたたび唇が重ねられる。舌を絡ませ合いながら、カイの手が茉莉の体をまさぐった。

「ん……んぅ……」

「は……、たまらないな」

　茉莉の胸を揉みながら、カイは熱い吐息をもらした。茉莉の白い肌は上気して、薄紅色に染まっている。

　カイは上体を起こし、自身のシャツに手をかけて脱ぎ捨てた。鍛え上げられた上半身が現れる。

　筋肉の隆起が織りなす美しさに、茉莉は思わず見とれた。男らしい肉体を目の当たりにして、鼓動が高鳴っていく。

　けれど彼の体には多くの傷が刻まれていた。とくに肩口の銃創が痛々しく、茉莉は泣きそうになる。

「どうした？」

　カイは茉莉の髪をかき上げて、目尻にたまった涙を拭う。茉莉は目を閉じた。

「だって、カイの体が、傷だらけで……」

「平気だって言っただろ」

　カイは茉莉の鼻先に口づける。茉莉はおずおずと目を開いた。不安げに揺れる瞳で、カイを見る。

「でも、わたしが番条に目をつけられなければ……、もっとうまくあしらえていれば、カイが怪我をすることもなかったのに」

「いいかげん黙れ」

　キスで言葉を塞がれる。角度を変えて口づけを深めながら、カイは自身のジーンズと下着を脱ぎ去った。

「ん……っ」

「余計なことは考えるな」

　低くささやいて、耳朶を甘く噛む。そうしながら、自分の剛直をぬかるみにあてがった。

　ゆっくりと腰を進める。充分に潤っていたそこは、カイのものを簡単に受け入れた。

「あ……っ」

　茉莉は快楽に眉根を寄せて、座面をつかもうとする。カイは彼女の手をとって、自分の背に導いた。

「爪を立ててもいいから」

「そんなこと」

　茉莉は首を振る。けれどカイが動き始めると、そんな余裕はすぐになくなった。

「あ、あぁ……っ」

　カイの律動は、最初から激しかった。茉莉は揺さぶられながら、カイにしがみつく。

　粘膜を熱くこすられる感覚に、悦楽が押し寄せてきた。茉莉はその波に耐えきれずに身をよじる。しかしカイの腕からは逃れられない。

「カイ、待って……！」

「待つと思うか？」

　カイはそう言うと、茉莉の片脚を折り曲げるように持ち上げた。結合が深くなり、茉莉は悲鳴を上げる。

「あぁっ……！」

　茉莉は激しく突き上げられ、カイの動きに合わせて、甘い声を上げた。

「あん、あ、ああぁ……ッ」

　耳たぶを喰み、カイはささやく。

「気持ちいいか？」

「やぁ……っ、恥ずかしい……」

「答えろ」

「気持ち……、気持ちいい……っ」

　茉莉はうわごとのようにくり返した。カイの動きはさらに加速していく。

「あっ、あっ、ああ……！」

「俺もだ」

　肉食獣さながらに茉莉を貪りながら、カイは荒く言う。

「狂いそうなくらい、気持ちいい」

　茉莉の膝裏を押し上げるようにして、さらに深く挿入した。最奥まで突かれてしまい、あまりの質量に呼吸がとまる。それでもカイは、凶悪なまでにふくれ上がったすべてを収めようとしてくる。

　苦しいはずなのに、その圧迫感すら快感に変わる。

　茉莉は無意識のうちに腰を動かし始めた。奥まで来てほしいと、みだらに誘うように。

「……っ」

　カイが息を呑んだ。さらに抽挿が激しくなる。茉莉は喉をそらして喘いだ。

「あぁ……っ！」

「茉莉、好きだ」

　熱く口づけられる。濡れた吐息が混ざり合い、どこからどこまでが自分なのかわからなくなる。

　これほど気持ちいいことがあるなんて、知らなかった。

　腰が打ちつけられるたび、体中が幸福感で満たされていく。

「あ、あ、あ……！」

　茉莉は背中をしならせて身悶えた。快楽の渦にのみこまれていく。

「も、だめ……っ！」

「ああ、イけよ」

　カイは短く言って、いっそう強く奥まで穿つ。茉莉は声にならない声を上げて達した。同時に、カイの楔が大きく脈打つのを感じる。

　カイは茉莉の髪に顔を埋めた。

「っ、……く」

　低くうめいて、カイの体が小刻みに震える。茉莉を抱き締める両腕に、力がこもった。それがやがて、ゆっくりと弛緩する。

　茉莉は息を乱したまま、カイの背中に腕を回した。汗ばむ肌に唇を寄せる。

「茉莉……」

　カイは茉莉の名を呼び、唇を重ねてくる。茉莉は応えた。互いの舌が絡み合う。このままこうして、溶け合えてしまえばいいのにと感じた。

「愛してる」

　角度を変える合間に、狂おしげにカイがささやく。

「愛してる、茉莉……」

「わたしも」

　胸がいっぱいになって、涙がこぼれた。

　途方もない幸福感に、声がかすれる。

「わたしも愛してる。ずっと、カイが大好きだよ」

　カイの瞳が優しく細められた。たくましい両腕に抱きすくめられて、茉莉はそっと目を閉じた。







エピローグ








　話し声が聞こえて、茉莉はぼんやりと目を覚ました。

　ベッドサイドの時計を見ると、午前五時を過ぎたところだった。室内は暗く、常夜灯がうっすらとあたりを照らしている。

（あれ……？　ここ、どこだっけ）

　まだ覚醒しきっていない頭で考える。

　そうだ、ここはカイの部屋だ。昨夜ソファで愛し合ったのち、このベッドに運ばれて、ふたたび熱く求められたのだ。そしてそのまま眠りに落ちてしまったのだろう。

　思い出すと、羞恥と幸福感に頬があからんだ。もぞもぞと布団を引き上げて顔を隠したところで、隣にカイがいないことに気づく。

　そういえば、さっきから聞こえる話し声はカイのものだ。茉莉はベッドから降りようとして、自分が裸であることに気づいた。ブランケットを引き寄せて体を隠し、半開きの扉にそっと近づく。

「わかってる。心配かけてすまなかったよ、紘也」

　カイの声が、より鮮明に聞こえてきた。すぐそこの玄関で、誰かと話しているようだ。

「いつになく殊勝だな」

　もうひとりの声が聞こえてきた。苦笑混じりだ。

「おまえが素直だと、気味が悪いことこの上ない」

「うるせえよ」

　乱暴な言葉とは裏腹に、カイの声は穏やかだ。

　相手の男が続けた。

「それで、葛西さんと話はついたのか？」

「ああ、大丈夫だ。ところでおまえ、葛西さんに茉莉のこと言っただろ？」

　カイの声が、咎めるような響きになる。相手の男は軽く笑ったようだった。

「ああ、悪い。酒の肴にちょうどよかったんでな」

「ふざけんなよ、まったく」

　カイも笑う。ふたりの空気の温かさを、茉莉は感じ取った。

（仲のいい友達……なのかな？）

　そう思ったとき、ベッドサイドから着信音が鳴り響いた。茉莉は飛び上がる。カイのスマホだ。

「おい、鳴ってるぞ。噂の彼女じゃないのか？」

「いや、べつの誰かだろ。茉莉ならいま、俺のベッドで寝てる」

　茉莉はギョッとした。そういう情報を、男友達に言わないでほしい。

「そうか。じゃましたな」

　友人が、笑みの含んだ声で言った。着信音が鳴りやむ。

「お暇するよ。おまえ、たまにはビアガーデン跡に顔を出せよ」

「気が向いたらな」

　扉の閉まる音がして、カイが寝室にやってくる。突っ立ったまま毛布を体に巻きつけた状態で、彼と目が合った。

「なにしてんだ、おまえ」

　カイはきょとんとしている。茉莉はしどろもどろに言った。

「べつに、立ち聞きしてたわけじゃないわ」

「へえ、立ち聞きしてたわけか」

「違うってば！」

　気にせずカイは、サイドテーブルのスマホを取った。画面を確認してから、こちらを見る。

「春歌からだ」

「え？」

　茉莉はまばたきをした。カイがスマホを手渡してくる。

「かけ直してやれ。心配してるんだろ」

「あっ、そういえば春歌に連絡してなかったわ」

　茉莉は慌ててスマホを受け取った。その拍子に、体に巻きつけていた毛布が落ちる。

「きゃ……！」

「ったく。誘ってんのか？」

　笑いながら、カイは毛布を拾い上げて茉莉の肩にかけた。ついでに頭にキスを落とす。

「勘弁しろよ。電話したいんだろ？」

「も、もう。あっちに行って！」

　カイを押し返して、茉莉は春歌にかけ直す。一回目のコールで、相手が出た。

「もしもし、茉莉?!　いまどこにいるの？」

　必死の声が聞こえてくる。茉莉は急いで答えた。

「連絡が遅れてごめんね、春歌。わたしは無事だから安心して」

「茉莉……！」

　いまにも泣きそうな声だ。いや、すでに泣いているのかもしれない。茉莉の胸が締めつけられる。

「本当にごめん。心配かけたよね」

「うん……、うん……！　でも、無事でよかった……！」

　もらい泣きしそうになりながらも、茉莉はほほ笑む。

「泣かないで、春歌」

「だって」

「心配してくれてありがとう。いまどこにいるの？」

「朔さく也やさんの、ところ……」

　しゃくり上げながら春歌は答える。恋人のマンションにいるようだ。茉莉は安堵した。

「そっか、それならよかった。早く春歌に会いたいわ」

「わたしも会いたい。無事な顔を見たいよ。いまどこにいるの？　家に帰ってるの？」

「そうじゃなくて、いま──」

　と、背後からカイの手が伸びて、スマホを奪い取った。

「僕の家ですよ、春歌さん」

　茉莉は驚いて振り返る。カイがにっこりとほほ笑んだ。

「そうですよね、社長」

「ち、ちょっと、カイ──」

「昨夜はいろいろと大変でしたので、茉莉社長は今日も僕の家でゆっくりお休みいただこうと思っております」

　カイはすっかり秘書モードになり、ペラペラと春歌に説明しはじめる。

「佐田さんには、昨夜のうちに僕から仕事を休む旨をお伝えしております。ええ、問題ございません。ですから春歌さんは、そちらの家でゆっくりお過ごしください。──はい、それでは失礼いたします」

　カイは終話ボタンをあっさりとタップした。茉莉は茫然とする。

「聞いてたか、茉莉」

　憎らしいほどさわやかな笑みで、カイは言った。

「春歌は恋人の家で過ごすそうだぞ」

「カイがそう勧めたんでしょ！」

　少しでも早く、春歌に会いたかったのに。茉莉はカイをにらむ。カイは笑った。

「そんなに怒るなよ」

「だって納得いかないわ。春歌の顔が、見たかったのに……」

　最後に見たのは、恐怖に怯えた春歌だ。茉莉が落ち込んでいると、カイがふいに抱き寄せてきた。

「なあ。……おまえさ」

「なによ」

　不機嫌に言うと、カイは苦笑しながら髪を撫でてくる。

「やっぱり可愛いな」

「またからかってるの？」

「からかってないよ」

　カイはほほ笑んで、茉莉のひたいに口づけた。

「少なくとも、俺にみっともないやきもちをやかせるくらいは、いい女だ」

「はあ？」

　意味がわからなくて、茉莉は眉を寄せた。

「やっぱりからかってるんでしょ」

「しつこいな」

　愛しげなまなざしで、カイは茉莉を見下ろす。その温かさに、茉莉の鼓動が跳ねた。

「俺だけのものにしたいくらい、おまえが好きだ」

　まっすぐな言葉だった。茉莉の胸がさらに高鳴る。

「そう言いたかっただけだよ」

　カイはほほ笑んで、茉莉の唇に自分のそれを重ねた。茉莉は目を閉じて、受け入れる。

　やがてゆっくりと、カイは顔を離した。目を開ければ、カイは優しい表情で茉莉を見つめている。

　茉莉は目をそらすようにうつむいた。頬が熱い。

「……ばか」

　つぶやく声は、自分らしくもなく弱々しいものだった。カイは軽く笑い、さらに抱き寄せて唇を求めてくる。

　朝焼けの光に照らされて、ふたつの影が重なった。とろけるような甘い一日が、始まろうとしている。
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　こんにちは、椋くら本もと梨り戸とです。

　このたびは本作をお読みいただき、どうもありがとうございました。心より感謝申し上げます。

　担当者さまにはいつも大変お世話になっておりまして、今回も的確なご助言をいただき、誠にありがとうございました。

　また、配信に当たりまして携わっていただいた方々にも、深く御礼申し上げます。

　本作の登場人物のひとり、妹の春歌がヒロインの話【結城社長の執愛に溺れて　～代役なのに肉食王子に抱かれました～】が、同濃蜜ラブルージュさまより配信中です。そちらもお楽しみいただきますと嬉しいです。

　また、イラストを担当していただくのは、本当に素敵な絵をお描きになる石いし田だ惠めぐ美み先生だとお聞きしております。誠にありがとうございます。このあとがきを書いているいまは、まだ完成品を拝見していないため、どのようなイラストになるのか楽しみにしております。

　そして、読者さま。最後までお付き合いいただきまして、本当にありがとうございました。楽しんでいただけましたら、これほど嬉しいことはありません。

　それではまた、お会いできることを願って。
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